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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　聞こえた？

　誰にも聞かれない音。存在を否ひ定ていされた音。

　澄すんだ壁に隔へだてられて、あちら側とこちら側は別世界だ。

　目を開けているのか閉じているのかも分からない。自身の形も思い出せない。

　熱もないのにひりつく喉のどから、絞しぼり出せたのは耳みみ障ざわりな吐と息いきだけ。それすらも誰だれにも届かずに、朽くちて、果はてて、消えるのだろう。

　そう思っていた。

「────」

　音の欠片かけらが穴を穿うがつ。声になって道を誘いざなう。

　聞こえた。

　それが世界を歪ゆがめる音と知りながら。
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　うるさい。

　とかく世界は雑音に満ちあふれている。聞きたくないと拒こばんでも、こじ開けて、侵しん入にゆうして、無ぶ遠えん慮りよに無む秩ちつ序じよにわめき立てるのだ。

「火ひ野のミカサ君。もっと速く、走って」

「うるせえ！」

　弥み嵩かさは上うわ靴ぐつの底で廊ろう下かを蹴けりながら怒ど鳴なり返した。

　腿ももを抱かかえる両手に汗がにじみ、手が滑すべりそうになる。背負う時に一いつ瞬しゆん、スカートから伸びる生足に躊ちゆう躇ちよした自分が馬ば鹿かだったと、弥嵩は額ひたいを壁に打ちつけたくなった。今後は断固、スカートの下にはジャージを着用してもらいたい。

「とっくに全速だ、鈍どん足そく女おんな。文もん句くがあるなら自分で走れ」

「ちょっと。こんなに可愛かわいくて優しくて健気けなげな子を捕つかまえてその言い種ぐさ？」

「どれひとつ心当たりねえわ」

「ひどい！」

　弥嵩の肩かたにつかまっていた手が、拳こぶしを作って頭を叩たたく。女子の手は軽くて柔やわらかいと思っていたが、弥嵩の想像の産物でしかなかったようだ。

　男子とさほど変わらない骨ほねの重みを伴ともなう拳で打たれて、弥嵩は獅し子し舞まいの様に頭を振り、攻こう撃げきの手を払い除のけた。

「ざっけんな！　放り出すぞ」

「やだやだ、やめてよ。こんな所に置いていかれたら──あれ？」

　首を振ったらしい、長い髪かみがサイドから回り込み、弥嵩の頰ほおに当たる。散々だ。

「てめえ……」

「ミカサ君。ねえ、止まって」

　肩をつかむ手が制服を強く握にぎり締める。馬の手た綱づなのつもりか。弥嵩は不快に思いながら、次の階段で一階まで下りようと狙ねらいを定めた。

「止まってってば」

「あ？　追いつかれるだろうが」

「いいから！」

　あまりの剣けん幕まくに無視を貫つらぬけず、弥嵩は磨すり減った爪つま先さきでブレーキをかけ、階段の前で足を止めた。

　夜の学校は静せい寂じやくに沈み、乱れたミカサの呼吸音が場違いに浮く。立ち止まると疲労がにじんで、足がじわじわと変質しているような錯さつ覚かくがしたが、認めてしまうと二度と走れなくなる気がして、弥嵩は足元から意識を逸そらした。

「何だよ。速くって言ったり、止まれって言ったり。我わが儘ままか。お嬢じよう様さまか」

「シィ」

　ごく短い音で沈ちん黙もくを強しいられる。

　命令されるのは嫌きらいだ。弥嵩は募つのるいらだちでがなり散らしたい衝しよう動どうに駆かられた。あと一秒遅かったら、実際にそうしていただろう。

「足音が聞こえない」

　潜ひそめた声で言われて、弥嵩の熱を持った脳のうが急速に冷える。

　あまりに静かだ。呼吸を整え、耳を澄すましても、風の音すら聞こえない。

　先ほどまで、彼らを追って来ていた足音も。

「諦あきらめた……のか？」

　安あん堵どが、張り詰めた弥嵩の神経を緩ゆるめる。現金な手が痺しびれを訴うつたえて、力の抜けた腕うでが抱えていた足を床に下ろす。解放された背中を春の夜気が冷ます。

　弥嵩は疲れた息を深々と吐き出した。

「歩きならその足でも大丈夫だろ。じゃあな」

　立ち去ろうとして、弥嵩は歩をつかえさせた。

　制服の裾すそをつかまれている。この上、まだ背負っていけと言うのか。弥嵩は彼女を鋭するどく睨にらみつけた。が、彼女は弥嵩を見ていなかった。

　どこを見ているのだろう。

　その時、コトン、と軽い音がした。

　闇やみを流し込んだような彼女の双そう眸ぼうに、一瞬、微かすかな光が反射する。

　彼女が見るのは進行方向、振り返った弥嵩の背後だ。

「……前」

　制服をつかむ手が引く力を増す。

　弥嵩は見たくない気持ちに何度も押し戻されそうになりながら、首を前方の階段へと巡めぐらせた。

　彼女が手にしたスマートフォンの光は、階段の中ほどまでしか届かない。

　コトン、と小さな音が二つ、三つと連つらなり、次し第だいに楽しげなリズムを象かたどる。明かりに子供の足が映し出される。足が、階段を下りてくる。

　足、だけが。

「！」

　足跡の代わりに、赤い血が滴したたり落ちた。





[image: ]






　全力疾しつ走そうからさかのぼる事二時間。

　火野弥嵩は不ふ機き嫌げんな足取りで、帰宅の途を学校へと逆戻りしていた。

　高校生ともなれば、授業が終わっても生徒は一いつ斉せいに下校する訳ではない。部によっても活動の熱心さに差があり、終了時間にばらつきが出る。

　にもかかわらず、やたらと同じ制服の生徒とすれ違うのは、明日から実力考査が行われるからだ。

　弥嵩ら一年生にとっては初めての試験となる。試験は二日間にわたって行われる予定で、前日の今日、全ての部活動は休止を義務づけられていた。

　地区予選をそれなりに勝ち進めるのは野球部だけで、それ以外の部の部員達は、久しぶりの早い下校に浮うわついた笑顔を振りまいてさえいる。大声で話し、道幅いっぱいに広がり、前をろくに見ていない。

「バーガーサイズのマカロンが──痛いって」

　案あんの定じよう、端はしを歩く生徒の肩かたが弥嵩の肩に行きあってぶつかる。

　決して弥嵩が小さい訳ではない。高一としては標準的だが、相手は弥嵩より十五センチは長身で、三年生の襟えり章しようが態度の大きさに拍車をかけていた。

　一緒にいた三人が、友人の失敗を冷やかして笑う。それを受けて、ぶつかった当の本人は、いささかムッとした表情で弥嵩を睨みつけた。

「気を付けろよ、一年」

「……あ？」

　弥嵩は真まっ向こうから睨み返した。

　理由も理屈も計算もない。

　睨まれたら睨み返す。話はそれからだ。

　対たい峙じする三年生の眼がん光こうが弱まり、たじろいだのが伝わる。他の三人の表情からは軽けい薄はくな笑みが消えて、警けい戒かいレベルが引き上げられた事が、爪先へ移動した重心から見て取れる。

「おい、お前」

　三年生が、怯ひるんだのを隠かくすように拳を固めた。

「やるならやろうぜ。かかってこいよ、先輩」

「！」

　杜ず撰さんに言い放った弥嵩に、通りかかった無関係な生徒がこちらを見た。三年生四人が道をふさいでいるせいで、下校する生徒は否いや応おうなく歩を滞とどこおらせるのだ。

「関わらない方がいいよ」

「テスト前に、暇ひまな奴だな」

　ささやき合う声が弥嵩の耳にも届く。聞こえてきた方を睨みつけると、辺りにいた生徒達が方々へ目を逸らした。顔も見せられない輩やからが、偉えらそうに見下した物言いをするのだから腹が立つ。

　そんな中で一人だけ、顔を背そむける事なく、弥嵩を真っ向にとらえて立つ生徒がいた。

　四人の三年生と比べても背が高い方に入るが、襟章を見る限り、一年生らしい。制服をカタログのお手本みたいに正しく着て、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねに陽光を反射させる。磨みがかれた革かわ靴ぐつ、整えた髪一本に至るまで乱れがない。

　彼は弥嵩達に近づくと、双そう方ほうを見比べて、眼鏡を押し上げた。

「喧けん嘩かですか？　ならば、先生を呼んで両りよう成せい敗ばいとさせていただきましょう」

「ちょっ……」

「やめろよ」

　四人があからさまに動どう揺ようを伝でん播ぱさせる。

　眼鏡の生徒は、平然としたものだ。

「では、ご学友との交流の一いつ環かんとみなしてよろしいですか？」

　高圧的な物言いで、形ばかり疑問の形を取る。仲ちゆう裁さいと呼ぶよりひとまとめにして屈くつ服ぷくさせるのに近い言いようで、弥嵩とは違った意味で敵を作りそうだ。

　眼鏡の生徒は、三年生を端から一いち瞥べつして、弥嵩を瞳ひとみに映すと眉間のシワを深くする。

「上級生だけでは飽あき足らず、僕にも難なん癖くせをつけるのか？」

「何だそりゃ」

　弥嵩は顎あごを落とした。特に悪意もなく無感動に眺ながめていたつもりだったが、眼鏡の生徒にはどれほど険悪な目つきに見えたのか、敵対心の表れと受け取られたらしい。敵の敵が味方ではない良い例である。

「喧嘩を売りたいなら買うぞ」

「売ってきたのは君だろう」

「先に絡んできたのはこいつらだ」

　弥嵩が顎をしゃくって三年生を示すと、当の本人達はすっかり部外者みたいな顔をしている。四人は互いに目配せをして、他の生徒に紛まぎれてしまった。

「面倒くさい奴」

　離れ際ぎわ、吐き捨てられた一言に弥嵩が睨み返した時には、彼らは人波に溶け込んで、個人を判別する事はもはや叶わない。

　面倒はこちらの台詞セリフだ。弥嵩は小さく舌打ちをして、学校へ戻ろうとした。

「待ちたまえ。どこへ行く」

　眼鏡の生徒が弥嵩の進行方向に肩を入れて、行く手を阻はばむ。

「君は、一年四組の火野弥嵩だな」

「誰だてめえ。何で知ってんだよ、気持ち悪わりぃな」

「僕は一年一組、稲いな葉ば健たけるだ。同学年の生徒の顔と名前くらい覚えていて当然だろう」

　稲葉と名乗った生徒は、怯みもせず言い返すと、弥嵩の二の腕をつかんだ。

「まだ質問の答えを聞いていない」

「学校に戻るんだよ」

「現在は試験前の自宅学習期間だ。目的いかんにかかわらず、放課後の生徒の居残り、及び部活動は禁じられている」

「うるせえ、メガネ！　忘れ物を取りに行くだけだ」

　弥嵩は稲葉の腕を力任せに振り払い、アスファルトを踏ふみつけて彼を置き去りにした。背後でまだ何か言っているのが聞こえたが、聞き取る努力はしなかった。




　昇降口を通るまではいくらかすれ違った生徒も、二階の廊下に上がる頃には影も形もなくなり、教室に至いたっては完全な無人だった。

　弥嵩はロッカーを開け、紺色のギンガムチェックの包みを取り出した。

　振るとカラカラと軽い音がする。弁当箱だ。教科書やノートなら置いて帰っても構わないが、春の暖あたたかい陽気に弁当箱を放置するのは蛮ばん勇ゆうでしかない。カビがはびこり、小こ蝿ばえがたかり、あまつさえ黒い刺し客かくが湧わけば地じ獄ごくが待っている。

　弥嵩は弁当箱をスクールバッグに押し込んだ。




　────




　振り返る。

　空耳だろうか。教室には誰もいない。

　窓の外は太陽が地平に近づいて、東の空から夜がにじみ出している。

　弥嵩は、空耳の残ざん滓しを消すように、ロッカーの扉とびらをことさら音を立てて閉めた。それがよくなかったらしい。

　教室の前の引き戸が開かれる。

「火野か？」

　引き戸の隙すき間まから気けだるそうに顔をのぞかせた男に、弥嵩は厄やつ介かいな気配を察知して、無む駄だな音を立てた事を後こう悔かいした。

「浪なみ川かわ」

　弥嵩達のクラス担任だ。

　履はき潰つぶしたサンダルの靴底が剝はがれ、スーツは弥嵩でも安物と分かるほどにシワでよれている。真ま面じ目めに締めた事のないネクタイは今日もだらりと首元にぶらさがり、無ぶ精しようヒゲがないのがかえって不ふ思し議ぎなくらいだ。髪に寝ね癖ぐせがついていない日はない。
















　浪川は億おつ劫くうそうに口を開いた。

「先生を付けろ」

「……先生」

　浪川が弥嵩に背を向け、黒板消しを手に取る。

「普段どう呼ぼうと構わないが、本人の前では敬称を付ける訓練しとけ。社会に出てから便べん利りだ」

「教師が噓うその吐つき方を教えんのかよ」

「ついでに、敬意もあるフリしといた方が波風立たないぞ」

　浪川はホワイトボードの日付を消し、明日のものに書き換えた。

　教師に敬意を払えと言うなら分かるが、浪川の生徒指導はどこかいい加減である。彼は左足を持ち上げて、半分剝がれた靴底を指でつまんだ。

「火野」

　もう捨てればいいのに、と思っていた弥嵩は、返事をしそこねて視線だけを動かした。

「暗くなる前に校こう舎しやを出ろ。今日は月が出ないからな」

「……っす」

　浪川が別段、興味のなさそうな口く調ちようで言うので、弥嵩もつい生返事になる。月がなくとも、窓から見える街並みにはすでに灯あかりが点っており、夜になってもこの辺りが明るい事は分かっている。

「まあ、とにかく早く帰れ」

　浪川はそう言うと、ペタンペタンと不ぶ格かつ好こうな足音を立てて、教室を出て行った。

　言われなくとも、誰もいない校舎に残る理由はない。弥嵩は廊下に出て、階段のある方へ足を向けた。と、




　──コトン




　今度は、先ほどより鮮せん明めいな音だった。確実に質量を伴った音だ。

　弥嵩が廊下を進んで行くと、発生源はすぐに見つかった。

　本が落ちている。

　誰かが階段の手すりにでもひょいと置いたのだろう。それが少しずつバランスを崩くずし、誰もいなくなってから落下したようだ。

　拾い上げてみると、背表紙に分類記号が書かれたタグが貼り付けてある。どうやら校内図書室の蔵ぞう書しよらしい。

　高校生が読むには易やさしい童どう話わの本で、短い物語が数編、収録されているようだ。目次に並ぶ題名には、弥嵩が小さい頃に絵本で読んだ話もいくつかある。

　裏表紙をめくったところに貸出カードを入れるポケットが貼り付けてあり、今はカードではなく返へん却きやく日びを記しるした紙し片へんが差し込まれていた。

　返却日は一週間後。借りてすぐに紛ふん失しつするとはそそっかしい生徒だ。

「ん？」

　視界の隅すみで動くものをとらえた気がして、弥嵩は辺りを見回した。

　廊下に人ひと気けはなく、階段の下から上ってくる者もいない。手すりを挟はさんで上り階段へ視線を転じると、再び、今度は視界の真ん中に動く影をとらえた。

　階段の踊り場に人が立っている。

　正確には、折り返した上り階段に立つ生徒が踊り場の鏡に映っているようだ。鏡の中の彼が見えるという事は、彼の方からも弥嵩が見えているだろう。

　いつもなら気にも留めなかったかもしれないが、弥嵩がすぐに目を逸らさなかったのは、小こ柄がらで大人おとなしそうに見えるのに、彼の髪色が月明かりの様に淡あわかったからだ。

　染髪カラーリングは校則で制限されているから生まれつきなのだろう。弥嵩があの髪色をしていたら、登校直後に職員室に呼び出されているところである。

　弥嵩は本を掲かかげて、声をかけた。

「お前のか？」

　弥嵩と同じく、忘れ物に気づいて戻って来たのだろうと踏んで尋たずねたが、生徒は階段を下りて来ようとしない。大体の生徒は、弥嵩に対して似たような態度を取る。

　弥嵩自身、他人に対する自分の態度が決して友好的でない事も、口調が荒あらい事も分かっていたから今いま更さら、傷つきはしない。

「ここに置く。自分で取りに来いよ」

　わざわざ持って行ってやる義理はない。弥嵩は本を階段の手すりに載のせて、彼がいない方へと階段を下りた。

　三年生に絡まれて、眼鏡の生徒に引き止められ、浪川に会い、本で足を止めたせいで、予定より時間を食ってしまった。誰とも会わなければ、陽ひが沈む前に家に帰れただろう。

　弥嵩が下り階段に足をかけた時には、足元が覚おぼ束つかないほどに暗くなっていた。

　踊り場に窓がないからだろうか。まだ入学して一ヵ月とはいえ、足が段差と幅を覚えているから下りられない事もないが。

（……それにしても、暗すぎないか？）

　弥嵩は瞬まばたきをするごとに濃さを増す違い和わ感かんを無視出来なくなって、階段を外はずれ、二階の多目的ラウンジへ移動した。

　昇降口の真上に位置するこの場所は、教室と同程度のスペースに簡かん素そなテーブルと椅い子すが並べられている。休み時間になると生徒が集まって賑にぎわう憩いこいの場だ。昼休みには昼食を摂とる生徒で席が埋うまり、放課後には軽音部が自主練に使う事もある。

　校庭と中庭に面して南北に大きな窓がはめ込まれているため、校内で最も明るい場所と言えた。

　しかし、この暗さはどうだ。

『今日は月が出ないからな』

　月がなくとも、街並みに灯りが点ともされれば、学校にも多少なりと光が届く。学校の前の通りにも、校内の敷しき地ちにも街がい灯とうがある。今も、窓の外を見下ろせば、道をなぞるように灯りが並んでいるのが見える。

　しかし、校舎の中には一切の光が届かない。

　真まっ暗くらなラウンジに、白くほの明るい窓が浮かんでいる。だが、窓ガラスは光を通さず、室内の一切を照らさない。

（おかしい。絶対におかしい。何だこれ）

　弥嵩の背に、柄にもなく冷たい汗が伝う。前ぜん腕わんに鳥とり肌はだが立ち、肌がピリピリと痛んで、眼球と皮ひ膚ふの間の粘ねん膜まくが乾かん燥そうして引きつれる感覚がする。




　コツ。




　耳が拾ったのは靴の足音。

　生徒ではない。昇降口で履き替える生徒用の上靴は、底がゴム製で、こんな硬こう質しつな音は立てない。




　コツ。




　教師でもない。大人の足音にしては軽すぎる。小学生でもこれよりは重量のある足音をさせるだろう。

　響ひびいてくるのは教室のある方向。弥嵩が歩いてきた背後からだ。




　コッ──




　音が途切れる。弥嵩は肩越しに廊下の方を見て、次の瞬間、反対方向へ走り出した。

（何だよ、クソ！）

　弥嵩の毒どくづく声が、頭の中ですら震ふるえるのを感じた。

　二の腕が粟あわ立だち、寒気が背せ筋すじを凍りつかせる。恐きよう怖ふを自覚したら膝ひざが崩くずれて足がすくみ、その場で走れなくなるだろう。

　なかった。

　彼の背後に立っていた黒いエナメルの靴。

　それを履く、白く華きや奢しやな足には、脛すねから上がなかった。

（ふざけんな）

　弥嵩は渡り廊下を駆け抜けて実習棟へ飛び込み、突き当たりの壁に体当たりして止まった。暗くて曲まがり角が見えないからだ。

　冷えた壁に張りついて背を窺うかがうと、




　コツ、コツ。




　闇やみの中、足音が近づいてくる。

「幽ゆう霊れいってのは足がないんじゃなかったのかよ」

　弥嵩は壁を腕で押して方向転てん換かんし、実習棟の階段を目指して角を曲がった。

　一歩、出会い頭がしらに衝しよう撃げきが彼を突き飛ばす。

　完全に前のめりだった弥嵩は、身体からだを支えそこねて尻しり餅もちを突いた。

　ぎょっとした。

　暗がりの目の前に白い足があったからだ。

　弥嵩は飛び退すさって距離を取り、だが、それがエナメルの靴ではない事に気が付いた。

　膝がある。身体がある。

　頭が付いている。

「いったーい」

　不満げな声で呻うめきながら、上体が起き上がった。

　小さな顔、長い手足。身長は大して変わらないが、窓に映る弥嵩の目つきの悪さや切りっぱなしの短髪と見比べると別の生物みたいに、黒目がちの目は大きく、二つに結ゆった髪は緩ゆるやかな曲線を描いて肩に流れ落ちている。

　制服のブレザーに短いスカートを合わせて、ハイソックスでは覆い隠せない膝ひざ小こ僧ぞうが露あらわになる。そのポケットからこぼれ落ちたのだろうか、ドット柄がらのハンカチと大きな鏡が床に転がる。
















　顔にかかった髪をかきあげて、弥嵩を見上げる目が大きく見開かれた。

「君、何でここにいるの？」

「こっちの台詞だ」

　弥嵩は戸と惑まどいを大声でねじ伏せた。

「ここは男子校だぞ」

「知ってるよ～」

　なぜ、生徒である弥嵩より落ち着いているのだ。

「てめえ誰だ」

「えっ、何なに？　ナンパ？」

「馬ば鹿かか！」

「うわあ、失礼な人だ。ナンパじゃなく、まっとうな会話のつもりなら、自分から先に名乗るべきじゃない？」

「……ッ」

　じとりと睨ねめつけられて、弥嵩は壁を蹴けって憤いきどおりをいなした。

「火野だ。火野弥嵩」

「ミカサ君。よろしくね」

「で、てめえは誰だよ」

「皆みなはユキって呼ぶよ。美しい行いと書いて──」

「黙だまれ」

「！」

　弥嵩はユキの口を手でふさぎ、抵てい抗こうする腕を反対の手で押さえつけた。すぐに大人しくなったのは、ユキにも聞こえたからだろう。

　足音ではない。

　声だ。

「……しテ……」

　ピンと張った糸を弾はじくような、高く、か細く、不安定な声が聞こえる。どう好意的に聞いても、生きた人間の発声ではない。

「ガシ……て」




　コツ、コツ。




　足音と共に近づいてくる、声。

「足だけでどうやってしゃべってんだよ」

「え、それってどういう事？」

　緩めた手の隙間からユキが尋ねる。

「説明は後だ。逃げるぞ」

　弥嵩は立ち上がり、実習棟の階段を見やった。

　一階に下りて外に出たいところだが、一階の渡り廊下は石レンガの道にトタン屋根が付いているだけの吹きさらしで、今いる実習棟から出るにも、教室棟に入るにも鍵かぎを開けなければならない。扉の鍵が内鍵であれば出る分には問題ないが、普段は開け放たれているので弥嵩の記き憶おくは定かではなかった。

　どこかの教室の窓から出られればいいが、実習棟は特別教室ばかりで、まず教室の入り口が施せ錠じようされている可能性が高い。

「三階に上がって、教室棟から下りるのが確実だな」

　弥嵩は階段に片足をかけて、まだ動かないユキを振り返った。

「おい。早くしないと」

「足、ひねった」

「は？」

　ユキが床に手を突き、立ち上がろうとして崩れる。

「立てない」

「噓うそだろ」




　コツ、コツ。




　足音が先ほどより大きく響く。暗闇で、着実に距離を詰めている。

　ユキを置いていく事も出来る。見ず知らずの人間の為にむざむざ危険を待つ必要はない。第一、残していったとて、《足》がユキに危害を加えるとは限らない。

「く……」

　ユキが腕の力で後あと退ずさりするが、身体は床の上をほんの少しずれただけだ。




　コツ、コッ。




　足音が止まる。

　ないはずの光を反射して、エナメルの靴が、ユキの目と鼻の先で光る。

　ユキが虚こ空くうを見つめて凍りつく。

「赤いノ、ちょウだい？」

　無機質な声が求めるのは──

「冗じよう談だんじゃねえぞ！」

「わっ」

　弥嵩はユキを背に担かつぎ上げると、エナメル靴が南を向いた瞬間に背後をすり抜けて、実習棟の三階へ駆かけ上がった。
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　ドアを閉め、椅子をドアノブにつかえさせて、弥嵩は深々と息を吐いた。

　職員棟二階の進路資料室だ。

　足音から逃にげまわり、教室棟の階段を下りる事に失敗した弥嵩が、ここに逃げ込んだのには理由がある。鍵が開いていて、かつ引き戸ではない部屋だからだ。

　進路資料室は卒業生が進んだ大学や企き業ぎようの資料が置かれており、誰でも自由に出入りする事が出来る。また、教室と違って開き戸である事が重要だ。引き戸は足でも開けられるが、開き戸を開けるには手でドアノブをひねらなければならない。

「どうなってんだ」

　弥嵩は本棚にもたれかかって座り込み、肩で息をした。

　体力には自信がある方だが、人一人を背負って階段を上り下りしたのだから、スタミナも枯こ渇かつしようというものである。

　こういう場合、警けい察さつに通報すればよいのだろうか。しかし、説明のしかたが分からない。弥嵩はスマートフォンを手に取ろうとして今更、自分が鞄かばんを持っていない事に気づいた。

「クッソ、どこで落としたか覚えてねえ」

「ぼくをおんぶした時にはもう持ってなかったよ」

　だから自分には責任がないと言いたいのか、ユキのしれっとした顔が液えき晶しよう画面の明かりに浮かんでいる。

「おい、それ貸せ」

「何でよ」

　ユキが身をひねってスマートフォンを弥嵩から遠ざける。

「警察に通報するんだよ」

「足だけのお化けが出ました、って？　イタズラだと思われるよ」

「馬鹿か、言う訳ねえだろ。おかしな奴やつに襲おそわれてるって言えば、誰か来るだろ。貸せ」

「ダメ。万が一、つながっちゃったらどうするの」

「はあ？　電話ってのはかければつながるもんだろうが」

　弥嵩が腕を伸ばすと、ユキは両手でスマートフォンを包み込んで胸むねに抱え、上体を丸めて渡すまいとする。

　ユキの腕は細く、肩は薄く、弥嵩が少し力を入れれば、簡単に奪い取る事が出来るだろう。しかし、同時に罪悪感も働く。怪け我がをした女子の懐ふところに力ずくで腕を入れるのは、決して紳しん士しではない弥嵩でもためらわれる所業だ。

「…………」

　ユキがうつむき、長い髪が前へ流れて、隙間からうなじがのぞく。片方の手で鷲わしづかみにしただけで、折れてしまいそうだ。

「だったら、いい」

　弥嵩はつっけんどんに言ってきびすを返し、ドアノブに嚙かませた椅子を退どかした。

「どこ行くの？」

「廊下の火か災さい報知器を鳴らせば、消防車と一緒に警察も来るだろ」

「ダメだよ！」

　ユキが血けつ相そうを変えて弥嵩を引き止める。他校生のユキは、無断で校舎に入ったやましさでそんな事を言うに違いない。

「ダメダメしつこいんだよ。そんなに怒られるのが怖いならロッカーの中にでも隠かくれとけ」

「そうじゃなくて～」

　弥嵩はユキの抗こう議ぎを聞き流して、ドアに耳を当てた。

　足音は聞こえない。

　消しよう火か栓せんは階段の傍そばにあったはずだ。部屋を出て右に走れば、たとえ見つかっても警報ボタンを押す事は出来る。今度は一人だから充分に逃げられるだろう。勝算はある。

「オレが出たら、ドアを椅子でふさげ」

「！」

　弥嵩はユキを見ずに言い置いて、深呼吸をひとつした。

（よし）

　ドアを開けた瞬間に走る。弥嵩は腹をくくり、ドアノブに手を伸ばした。

　銀色の筒つつ状じようのノブが回転する。

　だが、弥嵩はまだ触ふれてもいない。

（何で……っ）

「隠れろ！」

　弥嵩は咄とつ嗟さに叫さけんだが、それ以上の事をする時間はなかった。

　ドアが開き、弥嵩を突き飛ばす。身構えていたおかげで倒れる事はなかったが、弥嵩はたたらを踏んで数歩、本棚の方へ押し戻された。

　狭せまい室内で逃げ場はない。

（先手必勝）

「ミカサ君！」

　ユキが慌あわてた声で呼ぶ。

　弥嵩は、《足》を蹴り飛ばしてやろうと左足を踏み出して、狙いを定めたところで目を瞠みはった。

　エナメル靴ではない。弥嵩と同じ上靴を履いた足だ。

　振り抜こうとしていた足を直前で止める。籠こめた力ごと床を踏んだせいで膝が痺しびれる。

　ズボンの脚あしを辿たどって顔を上げると、辟へき易えきとした顔が眼鏡を押し上げた。

「火野。放課後の居残りは禁止だと言ったはずだ」

「てめえ！　えーと……名前は忘れた。メガネ」

「稲葉だ。稲葉健」

　彼は室内を素早く一望して、近くにあった椅子をつかむと、今まで弥嵩達がしていたようにドアノブの下につかえさせてドアを固定した。

「どういう状況だ、倉くら岡おか？」

　稲葉が尋ねた相手は、床でうずくまっている。

「ごめん、タケル君。足、ひねっちゃった」

　眉まゆを傾かたむけて笑うユキの表情は、どう見ても既き知ちの者に対するそれだ。

「このメガネ、知り合いか？」

「……話していないのか」

「話しちゃダメって言われたからー」

　稲葉が眉根を寄せるのを見て、ユキがふくれ面つらを作る。稲葉が嘆たん息そくして手を差し伸べ、ユキがそれにつかまり、左足をかばいながら立ち上がった。

「おい、メガネ。無視すんな」

　弥嵩がいらだち任せに本棚を殴なぐると、端のファイルがパタと倒れた。

　稲葉が弥嵩に視線を返す。ユキが稲葉につかまり、寄り添うように立つ。

「やむを得まい」

　聞こえよがしに溜ため息いきを吐かれ、反射的に嚙みつこうとした弥嵩の眼前に、ハンカチの様なものを掲げられて勢いを殺された。

　稲葉が手にしていたのは、十センチ幅の腕わん章しようだ。ユキがスカートのポケットから同じものを取り出す。

「我われ々われは、歪ゆがんだ世界を取り締まる。幻げん想そう風紀委員会だ」

　妙に通る稲葉の声に、室内の空気が居を正した。

　暗い室内は白黒に沈み、色は判別不能だが、光こう沢たくを帯おびた糸で刺し繡しゆうが施ほどこされているのが分かる。彼が腕章を引き上げると、呼応するように、制服の襟えり元もとで校章とは似ても似つかない襟章が光った。

　分からないのは、彼の説明だ。

「委員会？」

　それ以外の単語は伝わらなかった。聞き取れはしたが、弥嵩の脳が理解を拒こばむ。

　稲葉が首しゆ肯こうの代わりに眼鏡を押し上げた。

「この世界には無数の『記き述じゆつ』が存在する。歴史、物語、詩しい歌か……それらは現実と表ひよう裏り一体に存在し、時に境きよう界かいを歪める」

　稲葉の四角四面な物言いが、ことのほか固く、弥嵩を突き放す。

「物語が歪んだ時、境界線も歪み、現実世界に干かん渉しようする。我々はその歪みを正し、境界線を引き直す役目を担になう特別活動委員会だ。表立ってはいないが、内申点には他の委員会と同様の活動として評定が受けられる」

「てめえらの内申点なんざどうでもいい！　何が何だって？」

　弥嵩は痺れを切らして、稲葉に詰め寄った。

「物語と現実の境界？」

「そうだ」

　稲葉は眉ひとつ動かさない。

　笑い飛ばしてやりたい。夢でも見ているのかと。騙だまされるものかと。

　だが、弥嵩がそう出来ないのは、見てしまったからだ。

「遭あったのだろう？　アレに」

「……ッ」

　稲葉がレンズの奥から弥嵩を見み据すえる。

　睨まれたら睨み返す。弥嵩は反射だけで視線を返した。

「だからねー、警察を呼んでも無む駄だなんだよ。こうなってる時って電波がうまく飛ばないし、外から人が入ってきても同じ校舎に辿り着けるか怪あやしいからね」

　ユキがこちらに向けたスマートフォンの画面は、不ふ規き則そくにノイズが走って、生クリームとイチゴが載ったカップケーキの写真が歪み、時計の表示には見た事もない文字が混在している。

「それに、今日はぼくらだけで対処しないと……」

　ユキが言いさして、弥嵩には関係ないと言わんばかりに顔を背そむけた。

「この件に対して、警察組そ織しきは無力だ。君もしかり。だから我々が対たい処しよする。事情が飲み込めたなら、君は大人しくここに隠れていたまえ」

「終わったら呼びに来るね」

　稲葉が制服のネクタイを締める。ユキが両手を合わせて、笑顔で弥嵩に言う。

「……んだよ、それ」

　歩きにくそうにするユキに稲葉が肩を貸す。

　ユキの笑顔が痛みをごまかす。

　稲葉が椅子を外し、ドア越しに廊下の様子を窺うかがって、ユキと頷うなずき合った。

「ふざけんな！」

「ミカサ君？」

「フン」

　弥嵩は足首を返すと、足払いの要よう領りようでユキのハイソックスの足首を蹴りつけた。

「ぎゃあ！　痛ーい」

　ユキが悲鳴を上げてうずくまる。

「怪我人に何て事を……」

「やられたらやり返す」

「ぼく、ミカサ君に何もしてないよね？」

　ユキが涙目で弥嵩を見上げたが、弥嵩は聞く耳を放ほう棄きした。

「あの化け物に迷めい惑わくかけられたのは、てめえらだけじゃねえんだよ。散々走り回らされて、泣き寝入りなんか出来るか。今度はこっちが地じ獄ごくの底まで追いかけ回してやる」

「野や蛮ばんだな」

「ああ？　何だ、メガネ。叩たたき割んぞ」

　弥嵩が拳を握ってみせると、稲葉が物もの憂うげに頭を振る。

「つくづく非合理的で非現実的だ」

「何だと？」

「君はたった今、この活動を知ったばかりだ。意い趣しゆ返がえしどころか、自分の身を守る事も困こん難なんではないか？」

　確かに、稲葉の言う通り、弥嵩は何ちゃら委員会についてろくに知らない。追いかけ回すと言ったところで具体的な策がある訳ではなく、結局、どうすれば歪みとやらを正せるのかも分かっていない。だが──

「ひゃっ」

　ユキが身をすくめるのも構わず、弥嵩はユキを背負い上げた。

「足にはなれる」

　こんな暗闇で息を潜ひそめて、歩行もままならない怪我人を送り出すなど虫むし唾ずが走る。

　稲葉が言葉を失う。

　ユキが背中で吹き出した笑いを抑おさえ込んだ。

「足を追いかけるために足になる、だって」

「哲てつ学がくとしては三流だが、よかろう。機動力はありそうだ」

「おい、メガネ。ちょっと背が高いからって、見下してんじゃねえぞ」

「メガネではない。稲葉健だ」

　無ぶ愛あい想そうに言い返して、稲葉がドアノブを握る。

「遅れるなよ、火野」

「泣いて頼んでも待ってやらねえ」

　弥嵩は稲葉に続いて廊下に出た。

　急に温度が下がった気がする。白い息が、一秒と置かず闇に覆われて消える。




　コツ。




　足音が聞こえる。

「どうすればいい？」

「逃にげながら観察する。彼らには必ず元になる『記述』がある。それが歪んでしまったがために、存在がこちら側にはみ出して、さまよい歩いているのだ」

　声を潜めた弥嵩に、稲葉が用意していたかのように理路整然と答える。

「二手に分かれて正体を見極め、奇き妙みような部分を探して、修復する」

「見るのはぼくに任せて。ミカサ君は捕まらず、振りきらない程度に走ってね」

「簡単に言いやがって」




　コツ、コツ。




　足音が角を曲がる。

「……サガ、しテ」

　身体を持たない足が、立ち止まり、こちらに向き直った。
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　廊下を駆け抜け、西せい端たんの階段で上りと下りに分かれる。

「こっちに来たか」

　弥嵩が歪みの足でもそうしただろう。人を背負っている方が速度も落ちる。

「ミカサ君、下りたとこで右」

　弥嵩は残り五段を飛び下りて、職員室の前を東へと走った。このまま進めば昇降口を通り、教室棟に戻る。

「《足》は？」

　弥嵩が走りながら訊きくと、ユキが上体をひねって後方へ身を乗り出した。あまり背中から離れると、取り落としそうになるのでギクリとする。

「付いてきてる。角を曲がる時にもたつくんだよね。今は少し離れちゃってる感じかな」

　だから、ユキがやたらと角を曲がらせる指示を出していたのかと腑ふに落ちる。

　初めはコントローラーで操そう作さでもしているつもりかと言いたくなったが、入学して一月、まだ校舎内の教室配置を完全に記憶していない弥嵩では、行き止まりに追い詰められていただろう。

「正体は分かったか」

　肝かん心じんはそこだ。

　ユキがうーんと唸る。

「ぼくはよくある怪かい談だんの幽霊だと思うなあ。『さがして』『赤いのちょうだい』って言ってたでしょ？　事故か事件か、足と身体が一緒に埋まい葬そうされなくて、幽霊になってからも捜さがし続けるってやつ」

「じゃあ、身体を見つけてやればいいのか？」

「…………」

　弥嵩の問いに、返されたのは中ちゆう途と半はん端ぱな沈黙だ。弥嵩は教室棟の一階廊下で速度を下げた。肩越しに見上げると、ユキはきょとんとしたような顔をしている。

「何だよ」

「ミカサ君ってさあ、口は悪いけど頭は良くないよね」

「はあ!?」

　そのあまりの言いように、弥嵩は思わず完全に足を止めた。

「けどって何だ、けどって！　馬鹿にしかしてねえだろ」

「あれ？」

　ユキがあどけない仕草で小首を傾かしげる。

「黙って《足》を見てろ。それか、しゃべった弾はずみに頰の肉嚙め」

「ひどーい」

「叩くな」

　走り出した弥嵩の頭を、ユキが平手でペチペチと叩く。痛くはないが煩わずらわしい。

「違うよ、褒ほめたの。こんな怖い目に遭ってるのに、助けようとするなんて」

「怖くねえし！」

「声、裏返ってるよ」

「走ってるからだ」

　弥嵩は歯を食いしばって、三階の廊下まで駆け上がった。

　踊り場で折り返すと、成なる程ほど、エナメル靴の足は階段を数歩行き過ぎて、爪先立ちでくるりと回転してから方向修正をする。

「こっちだ、《足》」

　口もないのに話すのだから、耳がなくとも聞こえるだろう。

「……けどやっぱり、頭の悪い選せん択たくだよ」

「てめえ、いい加減に──」

　弥嵩は怒ど鳴なりつけようとして、窓ガラスに映ったユキの横顔に、続く言葉を飲み込んだ。

　弥嵩と向かい合っている時のユキは表情豊かで、鬱うつ陶とうしく感じるほどだった。

　窓に映ったユキの顔には、怒りも、喜びも、恐きよう怖ふもない。ただ虚うつろに前方を見やる。

「歪みは正されなくちゃ……身体を捜してさまよう足なら、さまよい続けるのが正しい形だよ。本物の身体の代わりに、ミカサ君の身体を奪おうとしているのだとしても」

　急に身体が重くなる。背中に圧のしかかる重力が膝を押さえ付けるようだ。先ほどまで簡単に出せていた歩が思うように動かない。

　背に負っている、これは何だ。

　足が重い。

　弥嵩はまっすぐに歩けなくなって、廊下の窓にもたれかかった。

　窓がいやに冷たい。校舎を深海に沈めたみたいだ。弥嵩が熱い息を吐いてもガラスは曇くもらず、付けた額の先に空間が広がっていると思えない。あとほんの少しでも気を抜けば、膝からくずおれそうだ。

「大丈夫？　ミカサ君」

　耳元でささやいているはずのユキの声が、遙はるか遠くに聞こえる。

　まぶたが重い。

　このまま目を閉じてしまったら、弥嵩は再び目を覚ます事が出来るのだろうか。

　肩を叩かれている。

「…………」

　指先で軽く、一度二度、手の平で三度。指が這はい上がり、平手が頭を打ち据える。

「痛いってえな！」

　弥嵩が堪たまりかねて頭を振り払うと、ユキの形のよい手が窓の外を指差した。

「見て、ミカサ君。ほら、二階の渡り廊下」

　言われて弥嵩が顔を上げると、下方の渡り廊下に並ぶ大きな窓から、稲葉が教室棟に向かって後退りする姿が見える。あんな所にいたのか。

「胴どう体たいだ。身体がタケル君を追いかけてる」

「何？」

　弥嵩はまだ半分下がっていたまぶたを持ち上げて、暗闇の先に目を凝こらした。

　中庭越しの特別棟、薄明かりに浮かぶ二つの影をとらえる。

　一歩ずつ退さがる稲葉と、対峙するのは床を這う少女だ。

　緩ゆるやかに波打つ長い髪を垂たらして、床に爪つめを立て、腕で身体を引き寄せて前進する。

　柱の陰かげから露あらわになった黒いエプロンドレスの裾すそには、そこで世界が終わってしまったかのように足がなかった。

「あっちが本物か」

「！　ちょっと」

　呟つぶやいた弥嵩に、ユキが不満そうな声を上げる。

「もしかして、ぼくを歪みの一部だと思ったの？　衝しよう撃げきの濡ぬれ衣ぎぬ！」

「お前が急に重くなるからだ。いるだろ、段々重くなる妖よう怪かい」

「ひっどい！　それはねえ、ミカサ君が疲れたせいだよ。考えなしに走り回るから」

「走れって言ったのはてめえだろうが！」

　売り言葉に買い言葉で言い返してしまったが、言い争いをしている余裕はない。《足》の方も、今この時も弥嵩達を追ってきている。

「クソ……開かねえ」

　弥嵩は拳を窓ガラスに打ちつけた。

　鍵は飾りの様に動かず、窓を力ちから一いつ杯ぱい叩いても、割れるどころか、コンクリートを殴っているかのように微び動どうだにしない。

「メガネ！　こっち見ろ」

「タケル君！」

　届かない声の、何ともどかしい事か。

「行こう、ミカサ君」

「おう」

　弥嵩は身体を揺らしてユキを擦り上げ、汗ばんだ手をズボンで拭ふき、足を抱え直して走った。

　階段の前で、ちょうど、上ってきた歪みの足の前を通り過ぎる。

「わーん、《足》も追ってきた」

「お前の推測が正しければ、あの《足》はどこも歪んでない。正しく、怪かい談だんだ」

「そっか」

　分かたれた身体を捜してさまよい歩く。それが元の『記述』ならば、今、校舎内で起きている事じ象しようと不整合はない。

「じゃあ、歪みは？」

「全然分かんねえ。けど、身体と会わせれば何か起きるだろ」

「ナイス行き当たりばったり」

　ユキが笑う。場違いに明るい声が、張り詰めた弥嵩の気を紛まぎらわせる。

「悪い」

「何が？」

「さっき……疑って悪かった」

「ミカサ君」

　笑えみを収めたユキの声こわ音ねは細く、夜の静せい寂じやくにあって尚なお静かに響ひびく。ユキは感かん嘆たんするように息を吐き、弥嵩の首にしがみついた。

「口も頭も目つきも悪いけど、人は悪くないね」

「てめえっ」

「そこ右。ドアが開いてたから、売店を突っ切った方が近いよ」

「後で絶対泣かす！」

　弥嵩は心に誓ちかって、無人の売店を横切った。

　もう渡り廊下は目の前だ。

　廊下の中央で稲葉と《身体》が相対している。稲葉の背中が緊きん張ちようにこわばり、次の動きを決めかねている。背を向けた瞬間に飛びかかられはしないかと警戒して、走り出せないのだろう。

《身体》が、床を這って数センチずつ距離を詰める。重く垂れた長い髪が顔を覆って、それでも頭の角度から、稲葉を見据え、牽けん制せいしているのが分かる。

　直線に入り、弥嵩達を追う《足》が速度を上げる。

　稲葉がこちらに気づいた。

「倉岡、火野」

「メガネ、走れ！」

　戸惑いが過よぎったのは刹せつ那な、稲葉が《身体》の方へ駆け出す。

「えいっ」

　稲葉が《身体》とすれ違う直前に、ユキがスマートフォンを投げつける。当たりはしなかったが、懐かい中ちゆう電でん灯とうを起動させた機体は充分に《身体》を怯ませた。

　稲葉が渡り廊下を走り抜ける。

《身体》がスマートフォンを払い退のける。髪に覆われた顎を引き上げて、視界にとらえたのは弥嵩達だ。

「つかまれ！」

「ん」

　弥嵩は《身体》に突進し、ぶつかる直前、全力で床を蹴った。

《身体》を飛び越えて、着地した足がビリビリと痛んだが、構っている暇ひまはない。

　足に当たった何かが壁にぶつかる。転がり出した弁当箱の音で、弥嵩の鞄がここにあったのだと知る。最初にユキとぶつかった場所だ。

　弁当箱さえ忘れなければ、こんな厄やつ介かい事ごとには巻まき込まれずに済んだのに。今更、後こう悔かいしても遅い。

　弥嵩は渡り廊下の終わりで振り返り、《身体》の向こうを見やった。

　走ってくる、《足》だ。

「来い！　捜しものはここだ」

　離ればなれになった身体と足。

《身体》がおもむろに上半身を起こす。《足》が《身体》に駆け寄る。《身体》が腕を伸ばす。

　だが、《足》は止まらなかった。

「どうして？」

　ユキが愕がく然ぜんとする。

《足》は《身体》を素通りして、弥嵩達に向かってくる。

　なぜ。考える間もなく、弥嵩は背のユキを振り下ろして、両腕を前に構えた。

「……っ」

「ミカサ君！」

　膝下だけの、この細い足のどこにこれほどの筋きん力りよくがあるのか。弥嵩は《足》に足裏蹴りを食らわされて、背中を強したたかに壁に打ちつけた。

　膝から力が抜けて、身体を支えきれない。膝を突いた弥嵩の喉のど元もとにエナメルの靴の底が食い込んで、床に押し倒される。弥嵩はかろうじて後頭部をかばったが、衝撃が皆かい無むとはいかず、脳が伸縮するみたいに視界が歪んで眩暈めまいがした。

「さがシテ」

《足》の上方から声が降る。ないはずの頭の高さから聞こえた声は、吐と息いきを伴い、ゆっくりと位置を下げて、弥嵩の眉み間けんに迫せまる。

「あれガないと、踊れナイ」

　まるで、見えない身体が身を屈かがめているかのようだ。

「くっ」

　弥嵩は闇雲に腕を振り回した。が、拳は空を搔かいて、靴底が余計に首に食い込み、呼吸を圧あつ迫ぱくする。息が苦しい。

「ねえ」

　声が、弥嵩の耳元で問いかける。

「貴方の血デ、浸ひたシテくれル？」

　弥嵩の全身の血が凍りついた。

「離れろっ」

　稲葉が落ちていた鞄を拾い、《足》を殴りつけたが、びくともしない。無機質な鈍にぶい音がして、口の開いた鞄から弥嵩のペンケースと財布、そしてハードカバーの本が飛び出して散らばった。

　教科書は全てロッカーに置いてある。

　落ちたのは廊下で拾った、図書室の本だ。

　喉仏が圧迫されて、意識が朦もう朧ろうとしてくる。

　階段の手すりに置いた本。彼は校舎がこうなる前に逃げられただろうか。本がここにあるという事は、声が届いておらず、弥嵩が借りたものと勘かん違ちがいして、本を渡しに追ってきたのかもしれない。どこかで無事に隠れていればいいが。

　本を取ろうと伸ばした弥嵩の手が、意志に反して床に落ちる。苦痛に脳が占せん拠きよされる。何も考えられない。

　不安定に開いた本のページがパラパラと戻り、ほとんど最初の、いやに白いページで止まる。

　取り残されたように並ぶ文字がいくつかの題名を刻きざむ。

　弥嵩でも知っている、遠い昔のおとぎ話達。

　ユキの、上うわ擦ずる呼吸音が聞こえた。

「分かった！　タケル君。美術室！」

「そういう事か」

　二人の声がして、稲葉の足音が遠ざかる。

　急に、喉に息が通って咳せき込みながら弥嵩がまぶたを開けると、涙目にユキの背中が映る。掃そう除じ用ようのモップをつかんで、《身体》の方を打ち据えたらしい。

　離れていても、身体と足はつながっているようだ。

　弥嵩を押さえつけていた《足》が彼の上から下り、爪先で軽かろやかに反転してユキを真正面にとらえる。ユキがモップを持つ手に力を籠める。

《足》を止めなければ。弥嵩は身体を起こした。しかし、動いたのは《足》の方ではなかった。

「え……」

　ユキの長い髪が振しん動どうで揺れる。

《身体》が、左手でユキの足首を鷲づかみにしている。右手は指を一本ずつ握にぎり込んでエプロンドレスのスカートをたくし上げ、裾から鈍にぶく光る物をつかみ出した。

　斧おのだ。

「やだやだ、噓。冗談でしょ」

　ユキがモップを振り回すが、柔らかい房ふさ糸いとが《身体》の腕を撫なでるだけで、柄えは芯しんをとらえられない。

「ねえ、赤いノ……ちょうだい？」

「やめろ！」

　弥嵩の重心が崩れて、前に進めずにつまずく。

《身体》が斧を振り上げる。

　ユキの悲鳴が響く。

「倉岡、火野。目を閉じろ！」

　稲葉の声が耳をついた。

「我々は幻想風紀委員会だ。規き約やくに従い、『歪み』を取り締まる！」

　弥嵩が反射的に目を瞑つむると同時に、重い液体が頰にかかる。

　空からの缶かんが床に転がる音がする。

　辺りが静寂に満たされる。

　弥嵩は濡ぬれた前髪を手で除のけ、少しずつ上まぶたを押し上げた。

　髪を触さわった手に、赤い液体がべったりと付着している。鼻の奥にまとわりつくのは、ペンキの匂いだ。

（あいつは!?）

　弥嵩は顔を上げた。

　ユキは茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。《身体》から解放されて、半身にペンキをかぶっているが、怪我をしている様子はない。

　ユキと稲葉の視線の先では、《足》がピアノのペダルを踏むみたいに、爪先を上下させている。ペンキが直ちよく撃げきしたらしい。足首から下が真まっ赤かに染そまり、血の代わりにペンキが滴り落ちる。

「靴。わたしの、赤い靴」

　少女の声が歌う。

「これでまた踊れるわ」

《足》がステップを踏む。その軽やかなリズムが空に波は紋もんを描く。周囲の景色が歪んだかと思うと、水に浸ひたした紙から墨すみがにじみ出すように、少女の足と身体が歪みに馴な染じんで輪りん郭かくがぼやけた。

　瞬まばたきの後に残るのは、三人とペンキの跡あと。

　窓の外から淡い明かりが差し込んだ。
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　歪んでいたのは、靴の色だった。

　角でもたついているように見えたのは、いちいちステップを踏んで、爪先でターンしていたためだと稲葉が後づけの推すい測そくをする。

　弥嵩にとっては終わった事より、髪についたペンキの方が問題だ。春先の水道水は、髪を洗うには不親切な温度である。

　しかしそれでも、弥嵩は洗えるだけマシだろう。

「べたべた……」

　ユキがうんざりした表情で口の両端を引く。上着は数滴、雫しずくが散った程度だが、スカートは三分の二ほどがペンキまみれだ。

「すまない。《足》だけを狙えればよかったのだが」

　稲葉が生き真ま面じ目めに謝って、眼鏡の奥で項垂うなだれる。

　彼の手についたペンキは、廊下を拭いた時の汚よごれだろう。弥嵩が髪と顔を洗い終わった時には、彼が大半の掃除を済ませていた。

　ユキは靴下を脱ぬいで、素足を床にペタペタと下ろした。

「置きジャーしてるから、着替えて帰るよ」

　そう言って、ユキが靴下を器用に小さく丸める。

　稲葉はいくらか安あん堵どしたようだったが、弥嵩はそうはいかなかった。

　聞き捨てならない。

「ジャージって、誰の？」

「ぼくの」

「ここ、男子校だぞ？」

「だから？」

　ユキが心底、不思議そうに首を傾げる。その反応も、言葉も、弥嵩にひとつの事実しかもたらさない。到とう底てい、信じがたい事実だ。

「だって、スカートはいて……」

「学校にはちゃんと指定の制服で来てるよ。委員会の時だけ特別に認めてもらってるんだ。可愛いでしょ？」

　ペンキで重くなったスカートの裾をつまんで、ユキがちょこんとお辞じ儀ぎをする。

　弥嵩の理解力が付いてこない。理解したくない。

「うん。ユキちゃん、今日も可愛いね」

「!?」

　真横から穏おだやかな声に同意されて、弥嵩は勢いよくそちらを向いた。

　たった今の今まで、そこには誰もいなかったはずだ。濡れた髪から水滴がはねたが、その男にはかからなかったらしい。

　稲葉より長身の男子生徒だ。隣には、やけに無愛想な男子生徒が並んでいる。

「きゃー。ソウ君先輩、ありがと」

　長身の男子生徒がユキに応こたえて、軽い笑顔を振りまく。二人が並ぶ姿は黙っていれば絵になると言えなくもないが、男子生徒はどうにも悠ゆう長ちような雰ふん囲い気きで、対するユキも明るいばかりでまるで実がない。

「候補者は二人と聞いていたが。無事に課題をクリアしたようだな」

　背が低い方の生徒がバインダーに挟んだ用紙を捲めくる。ブレザーの襟章にはⅡの数字、どちらも二年生だ。彼はバインダーを下ろすと、弥嵩と稲葉とユキを順に一いち瞥べつした。

「一年一組、稲葉健」

「はい」

　稲葉が姿勢の良い背筋を更に伸ばす。

「一年七組、倉岡美み行ゆき」

「はーい」

　ユキが右手を挙あげて返事をする。

「お前は……」

　言い淀よどんだ彼に、ユキと稲葉が素早く反応する。

「あ、彼は火野ミカサ君です」

「一年四組であったと記憶しています」

「てめえら、何を勝手に」

「そうか」

　彼はバインダーにボールペンで文字──おそらく、弥嵩の氏名を書きつけると、改めて三人を視界に入れた。

「本日よりお前達三名を、幻想風紀委員会の一員と認める。合格おめでとう」

「は……」

「やったあ！」

「ありがとうございます」

　弥嵩の反論を飲み込んで、ユキと稲葉が声を弾ませる。

「今日はもう遅い。詳くわしい話は明日の放課後にする。気を付けて帰れよ」

「じゃあね。ユキちゃん、タケ君、ミカちゃん。また明日」

　背の高い方がにこにこと手を振り、背の低い方はすでに階段を下りている。

「待っ……」

「失礼します」

「おやすみなさーい」

　呼び止めようとした弥嵩の腕と背中が、左右から二人につかまれ、振りほどいた時には、二年生二人は見えなくなってしまっていた。

「なんっなんだよ、クソメガネ！　偽にせスカート！」

「いい？　ミカサ君。冷静に聞いて」

　怒鳴りつけた弥嵩にユキが至し近きん距離まで詰め寄ってきて深しん刻こくな面おも持もちで額を寄せる。

「ぼく達は今日初めて、三人で歪みを正したの」

「初めて？　道理で頼りねぇと思ったわ」

「行きがかり上とはいえ、君の助力がなければ、彼女の歪みを正す事は出来なかった」

「ミカサ君が落とした本で、赤い靴が原典だって閃ひらめけたし」

「あれは、オレの本じゃ──」

「火野」

「！」

　稲葉が人差し指で眼鏡を直し、真しん摯しな眼まな差ざしで弥嵩をとらえる。

「君の働きには感謝している」

　生真面目な言葉で褒ほめられて、弥嵩は身じろぎした。

　睨まれたら睨み返す。殴られたら殴り返す。弥嵩の行動原理はシンプルだ。しかし、こんな風に真正面から感謝されたら、どう返せばいいのか分からなくなる。

「別に……オレが自分で決めて、自分でやるって言った事だ」

「そう！　そうだよね」

　パン、と手を打って、ユキが声と表情を明るくした。

　嫌いやな予感しかしない。

「ミカサ君は、自分の意志でやるって決めた」

「つまり、君は自発的に試験を受けたという事だ」

　強引に結論づけようとする彼らの思おも惑わくが、次し第だいに読めてくる。

　資料室でユキは言った。

『今日はぼくらだけで対処しないと』

　つまりどういう事か、想像出来ないほど弥嵩は鈍くない。

　トドメに、ユキがにっこり、

「今更、候補者は二人でしたなんて言ったら合格取り消しになっちゃうから、ミカサ君も一緒にやろ」

「清すが々すがしいまでに身勝手だな！　嫌に決まってんだろ」

「まあまあ、折りを見て話せばいいじゃない。その頃には、ぼくは委員会になくてはならないエースになってるからさ」

「その点には異議を申し立てる。今後の委員会を支えるのはこの僕だ」

「オレを無視すんな！」

「何なにー？　ミカサ君もエースの座は譲ゆずらない宣せん言げんしちゃう？」

「違ちげえ！」

　弥嵩は腹の底からがなり返したが、ユキと稲葉にはまるで届いた気配がない。

「あ、ぼく、ジャージに着替えてこよっと」

「僕は掃除用具を片づけてくる」

「ふざけんな。まだ話は」

　それぞれ反対方向へ動き出す彼らに、弥嵩は二に兎とを追って一いつ兎とをも得ず、首を巡らせるのが精一杯でどちらも引き止められない。

　稲葉が廊下の角を曲がる。教室の引き戸が開けられ、ユキが中に入っていく。

　取り残された弥嵩に、ユキが顔だけを戻して長い髪を揺らす。

「よろしくね、火野ミカサ君」

　楽しげな微笑ほほえみが、歪んだ世界より凶きよう悪あくに見えた。
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　スマートフォンは便べん利りだ。

　電話は言うに及およばず、メールにＳＮＳ、インターネット、カメラ、辞書、ゲームと様々な機能が持ち主ぬしを楽しませ、手助けをする。

　しかしながら、弥み嵩かさにとってはほとんど役に立たない。

　むしろ、迷めい惑わくな代しろ物ものと言える。

　弥嵩は鞄かばんを肩かたにかけ、しかめっ面つらで廊ろう下かを歩いた。

　終業のチャイムが鳴ると、同時にスマートフォンの使用禁止時間も終わり、生徒達は堂々とメールの確認やＳＮＳへの発信を始める。

　中でも煩わずらわしいのが歩きながらゲームをする輩やからだ。

　喧けん嘩かになった事のある相手の罵ば倒とうから得た知識によると、体力ゲージだか行動スタミナだかがリアルタイムと連動して回復するので無む駄だに出来ないとか、期間限定のイベントがどうとか、一秒を惜おしむ理由があるらしい。

　弥嵩に言わせれば、知るか、と。どこぞで座ってやればいいのだ。

　おまけに近頃では古いゲームの復ふつ刻こく版ばんが流は行やっており、校内でも似たような画面を開いて没ぼつ頭とうする生徒の姿が休み時間から散見されていた。放課後ともなれば無法地帯である。

　初めは袖そでが触ふれ合う程度。次の対向者とは肩かた同士が当たり、更さらに上体が押され、遂ついに歩をも妨さまたげられたら我が慢まんの限界だ。画面より前を見て歩け。

「おい」

　弥嵩はぶつかった男を呼び止めようとした。

　が、振り返りざま、先ほどの比ではない重量が飛びかかってくる。

　弥嵩は右足を引いて、倒れそうになる身体からだをすんでのところで踏ふみ止とどまらせた。

「ミカサ君、やっほー」

「お前！」

　弥嵩は反射的に殴なぐり返そうとして、やはり反射的に手を止めた。

　窓から差す西にし陽びに照らされて、長い髪かみが金色の光を帯おびる。髪だけを見れば天女の様な美しさだが、視線を下げると、身に着けている制服は弥嵩と同じ、男子高のブレザーにズボンである。

　昨日、日暮れの学校で遭そう遇ぐうしたユキだ。

　彼は一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくののち閃ひらめいたような顔になって、両手を腰こしに当ててみせた。

「学校に行く時は規定の制服を着てるって言ったでしょ」

「そんな事、誰だれも訊きいてねえ」

「聞かなくても分か──痛ーい！　何するの！」

　弥嵩は改めて手しゆ刀とうをユキの頭に叩たたき込んだ。

　ぶつかった生徒達は理解出来ない未知の生物でも見るみたいに眉まゆをひそめ、好奇心と、その倍以上の警けい戒かい心しんで全身を覆おおって弥嵩から離れていく。

　いつもこうだ。

「ミカサ君の友達？」

　立ち直ったユキが背伸びをして立ち去った彼らを見やる。

　弥嵩は頰ほおを舌した打うちの形に歪ゆがめた。

「友達な訳あるか。向こうからぶつかったくせに、簡単に被害者面づらして逃にげやがる」

「ミカサ君が怖い顔するからだよ」

「してねえ」

「ミカサ君の顔が怖いからだよ」

「言い直すな！」

　正確であればいいというものではない。弥嵩は口さがないユキに耳を貸すのをやめて歩き出した。

「ねえ、ねえ、ミカサ君」

　ユキが隣に並ぶので、歩幅を広げて引き離す。

「今日は委員会のミーティングがあるよ」

　ユキが弥嵩の左ひだり腕うでに腕を絡からめてきたので、振り払って更に早足になる。

「一緒に行こうよー」

「…………」

　弥嵩が歩速を上げる度、ユキも同じだけ速度を上げる。

　弥嵩は階段前で進路を変えてラウンジを横切った。職員棟の階段を下りるところからは二段飛ばしで着地した瞬間に全速ダッシュだ。ユキの姿は見えなくなったが、パタパタという足音はまだ付いてくる。

　このままでは、昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はいている間に追いつかれる。

　これ以上、面倒ごとに巻まき込まれるのはごめんだ。

　弥嵩は職員棟の一階に下りたところで、上方から迫せまる足音を聞き、目の前の戸を開けて飛び込んだ。

　後ろ手に戸を閉めて押さえていると、軽かろやかな足音が近づく。それは辺りを見回すように立ち止まり、弥嵩が背を預ける戸に駆かけ寄ったかと思うと、そのまま昇降口の方へと遠ざかっていった。

　撒まいた。

　弥嵩はホッと息を吐はいてから、我われに返り、スチール製のロッカーを拳こぶしで殴なぐりつけた。

「どうしてオレが隠かくれなきゃならねえんだ！」

「！」

　息を吞のむ気配がして、弥嵩は廊下へ傾かたむけていた意識を室内へ返した。

　弥嵩が飛び込んだのは保健室だった。

　無人だと確信して入った訳ではないが、弥嵩がそう感じても無理はないだろう。

　養よう護ご教きよう諭ゆの姿はなく、ベッドを囲かこむカーテンは全て開けられて、誰だれも休んでいないのが一目で分かる。あと十五分もすれば校庭から部活のかけ声が届くのだろうが、授業と放課後の狭はざ間まにある今は、外も校舎内も喧けん騒そうと呼ぶには控ひかえめな物音しか聞こえてこない。

　電でん灯とうを点つけるにはまだ早く、傾いて弱った日差しが緩かん慢まんに差し込む。

　音も光も、時の流れすら曖あい昧まいに感じられる静せい穏おんの中に彼はいた。

「お前、階段にいた奴やつ」

　弥嵩は言ってしまってから、頭に浮かんだ生徒の顔と目の前の彼を照らし合わせた。

　小こ柄がらな体たい軀くを縮こまらせ、うつむくと色素の薄い髪がまぶたにかかる。

　月の光を紡つむいだような、あの色だ。

　制服の袖と裾すそが四し肢しよりいくらか長いから、弥嵩と同じ一年生だろうか。子こ猫ねこみたいにつぶらな目を泳がせて、おどおどと視線を落としたテーブルには、教科書とノートが広げられている。
















（保健室登校か）

　中学時代にも、人間関係や体質、家庭環かん境きようなど、様々な理由で教室に入れない生徒が数名、保健室で自習している事は聞き知っていた。

　そこに自分が突然入り込んで騒さわぎ立てたのだと分かって、弥嵩はばつの悪い思いでロッカーを殴った拳を反対の手の平で隠した。

　こういう沈ちん黙もくは苦手だ。

『ミカサ君の顔が怖いんだよ』

　ユキの能天気な物言いが時間差で弥嵩の頭を押さえつける。顔の造形はむしろ童どう顔がんなのが気になるくらいだが、昔から弥嵩の傍そばに人が寄りつかないのは事実だった。

　曰いわく、目つきが悪い。態度が悪い。口が悪い、と。

　弥嵩自身には別段、何かをした覚えはない。

　だが、年上からは生意気だと疎うとまれ、年下と動物には無条件に怯おびえられる。同世代は敵意を放つか我関せずを決め込む事がほとんどだ。

　弥嵩としては、敵意を向けられたら敵意を返すだけだが、怯えられると距離を置いてその場から消える以外になす術すべがない。足あ搔がいた分だけ状況が悪化するのは経験済みである。

　ただし目下の問題は、保健室から出るとユキに見つかるという事だ。

　今すぐ消えてやりたいのは山々だが、あと五分でいい、時間を稼かせぎたい。

　弥嵩は針の筵むしろごと業ごう火かで焼かれている気分になって、唸うなる声の終わりに無理やり言葉を継つぎ足した。

「本」

　動物の鳴き声が偶ぐう然ぜん、意味をなしたかのような一言に、彼は黒目だけを動かしてこちらを見る。

　弥嵩は早くも後こう悔かいした。会話を弾はずませるどころか、長く続ける技術は皆かい無むである。用もないのに何を話せというのだ。

「届けてくれただろ」

　連想ゲームの様に単語をつなぐ。とりあえず意味は通せた。あの本は弥嵩のものではなかったが、彼以外、弥嵩に届けようとは思わないはずだ。

　あの時、校舎は奇き妙みような状態になっていたが、彼は無事に帰れたのだろうか。

「あー、だから、何つーか、怪け我がとか」

　尋たずねかけて、弥嵩の理性が待てをかける。昨日、もし彼が何も見ていなかったら、余計に不ふ審しんがらせてしまう。

「保健室にいるから。怪我したんじゃねえかって、思っただけで」

　我ながら苦しい辻つじ褄つま合わせだ。思うように話せない窮きゆう屈くつさに拳を振り回したくなる。弥嵩が拳を覆おおう手に力を入れて衝しよう動どうを抑おさえていると、彼がようやく自発的に動いた。

　弥嵩の目を見て、首を左右に一度だけ振る。

「怪我はしてないって事か？」

「してません」

　しゃべった。会話が成立した。

　窺うかがうような不安定な調子で声自体もひどく細かったが、怯えた様子は緩かん和わされている。

　弥嵩は内心、ホッとして、拳と罪悪感を解といた。

「邪じや魔まして悪かった。じゃあな」

　彼が今度はしっかりと頭かぶりを振るのを見て、弥嵩は引き戸に手をかけた。が、引き戸は弥嵩が触ふれる寸前に、勢いよく開かれた。

「ミカサ君、見っけ！」

「お……っ前！」

　せっかく取り戻した静穏を騒そう々ぞうしくぶち壊こわして、ユキが満面の笑えみを浮かべる。しかも、スカートにはき替えて髪を下ろし、ユキを知らない者が見たら女子高生と誤ご解かいせざるを得ない格かつ好こうだ。

「はーい、行くよ」

「放せ」

　弥嵩は保健室を振り返ったが、ユキに強ごう引いんに引きずられて、彼の顔は確認出来なかった。

　またも騒がせた事への申し訳なさと、騒ぎの原因が立ち去れば解決するのとで、腕を引くユキに抵てい抗こうしそこねる。

　昇降口を通過しそうになって、弥嵩は慌ててユキにつかまれた腕をこわばらせた。

「オレは委員会に入るとは一言も言ってないし、お前らが何をしようと知った事じゃない。勝手な都つ合ごうで巻き込むな」

「でも『記き述じゆつ』が歪ゆがんだらミカサ君も困るでしょ」

「知らねえよ。歪もうが変わろうが放っておけばいいだろ」

「ミカサ君」

　不意に、ユキの手が緩ゆるむ。弥嵩は彼の手から逃のがれようと手前に引き続けていたので、急にバランスが崩れて重心が後ろへ偏かたよった。でなければ、ユキに詰め寄られたくらいで後こう退たいなどしない。

　弥嵩の背中が自動販売機に当たる。ユキがボタンのひとつに手を突く。

　前後をユキと自動販売機に挟はさまれて、弥嵩は致いたし方なく話を聞く構えを取らされた。

「たとえば、この自販機の『記述』が歪んだとするでしょう？」

「自販機の『記述』？」

「うん。本当は五十本売れたのに数値が歪んで十本になったら、どうなると思う？」

「……故こ障しようしたと思う」

「それ、ミカサ君の感想」

　表情豊かなユキは呆あきれた顔をするのが上じよう手ずだ。

「他にねえだろ」

「誰かが飲んだはずの四十本が現実からも消えるんだよ。つまり、飲んだ生徒の体内から水分と砂さ糖とうその他が消失するの」

「な……」

　昨日の一件がなければ笑い飛ばしているところだ。記述に準じて現実が変わるなどあり得ない。弥嵩は急に喉のどの渇かわきが気になって、自動販売機から目を背けた。

「じゃあ、昨日の靴を赤く出来てなかったら？」

「本の内容が変わって、赤い靴を読んだ事がある人の記き憶おくも書き換かえられる」

「世界中で？」

　途と轍てつもない大問題ではないか。

　弥嵩はゾッとしたが、ユキは平然とした顔で首を傾かしげた。

「そこは謎なぞ」

「は？」

　肩かた透すかしである。

　ユキは鞄から鏡を取り出して、指先で乱れた前髪を整えた。

「根こん本ぽん原げん因いんと影えい響きよう範はん囲いは他の委員が調べてるって噂うわさだよ」

「何で歪むのかも？」

「知らない」

「知らねえのかよ」

「ぼくらは実行委員だからね。現場で実害を防ふせぐ。余計な情報はない方が動きやすい」

　鏡の蓋ふたをパタンと閉じて、ユキが笑う。

　悔くやしいくらいに潔いさぎよい。

　弥嵩は根こん拠きよもなく負けた気分がして、考えるのをやめた。

「せいぜいがんばれ。オレには関係ない」

「えー！　ミカサ君つめたーい」

「しがみつくな！」

　先ほどの潔さはどこへ行ったのか。

　弥嵩は無理やりにでも歩いて、靴を履いてしまおうと思った。クラスが違うから、ユキが靴を履くためには一度は離れなければならない。その隙すきに逃にげられる。

　だが、彼を引きずる必要はなかった。

「あれ？」

　それまでが噓うそみたいに、ユキはあっさりと彼を解放して、しきりに辺りを気にしている。彼は訝いぶかしむように念入りに周囲を見回して、苦笑いを引きつらせた。

「まさか、入っちゃってない？」

「入るって何だよ」

　弥嵩は嫌いやな予感を覚えながら、口で先に否ひ定ていした。

　ユキの既き視し感かんの漂ただよう表情と雰ふん囲い気きから、言わんとしているところはじりじりと伝わりつつあったが、弥嵩の目には校こう舎しやは何の変へん哲てつもなく、静かで、スマートフォンを見ながら歩く生徒も弥嵩に肩をぶつける生徒もいない。

　誰もいない。

　放課後、下校時刻であるにもかかわらず、だ。

「うわあー、どうしよう」

　ユキが祈るように手を合わせて、焦あせりきった悲鳴を上げた。

　校舎内からも、校庭からも、何の音も聞こえない。

「運動部の奴らはどこ行った？　先生もまだいるだろ」

「いてくれるといいけど。とりあえず先輩達がどこかにいるはずだから合流しよう」

　ユキは身み震ぶるいをして、気を紛まぎらわせるみたいに会話を継いだ。

「ミカサ君は好きなものとか得意な事ある？　あ、喧けん嘩かか」

「別に好きでやってんじゃねえよ」

「じゃあ、得意の方だね。よかったあ。ぼく、殴ったり戦ったりは無理だから。ＦＰＳとかＦＴＧならまだしも、痛いのは絶対イヤ」

「エフ……ジー？」

「自分が見えないタイプの画面だよ。バン！　って」

　ユキは人差し指と親指を立て、銃じゆうを撃うつ仕草をしてみせる。

「そんな事より、これはどういう状況だ？　さっきまで普通に学校だっただろ」

　弥嵩の左側を抜けようとするので、そちらに動いて阻はばむと、ユキは観念したように足を止めて、壁に寄りかかった。

「同じ場所だけど、違う場所なんだ。ぼくらは『境きよう界かいを越える』って言ってる」

「同じだけど違う？　何言ってんだ？」

「昨日も入ったでしょ。境界を越えるには通行証がいる。引退した先輩がそれぞれ選んだ新入生に渡すんだけど、ぼくのはこれ」

　ユキがブレザーの襟えりをつまんで見せる。そこに付けられているのは、カラスと稲いな穂ほの影だけを閉じ込めたような円形の襟えり章しようだ。

「これがないと越えられない。だから今この校舎にいるのは幻げん想そう風紀委員だけだよ」

　おおよその話は理解した。保健室で安あん易いに昨日きのうの話をしなくて賢けん明めいだった事も分かった。

　分かった上で、釈しやく然ぜんとしない。

「オレはそんなもん持ってねえぞ」

　弥嵩が異い議ぎを唱となえると、ユキは長いまつげの下から弥嵩を薄く見る。

「ミカサ君はさー、なんかそういう体質なんじゃない？」

　そんな適当な話があるものか。

　だが、試験とやらに立ち会った上級生二名が、突然紛まぎれ込んだ弥嵩を疑いもせず受け入れた事には合が点てんがいく。推すい薦せんを受けた者でなければあの場に居合わせる事も出来ない訳だ。

「だから、ねえ、ミカサ君？」

　ユキが壁から身体からだを起こしてスカートを翻ひるがえす。

「何だよ」

「君、委員会に入らなくても、呼ばれるんじゃないかなあ──こっち側に」

「は……」

　言い返そうとして、弥嵩は言葉を詰まらせた。

　彼の話を鵜う吞のみにした訳ではない。だが、少なくともユキは、襟章を外せば境界を越えられないのだろう。他の生徒達と共に靴を履き替え、校舎を出て、家に帰る事が出来る。

　しかし、弥嵩は襟章など持っていない。もしユキが言うような体質が本当に存在するのだとしたら、弥嵩は否いやが応おうでも連れて来られてしまう事になる。

　昨日、ユキにも稲葉にも会えていなかったら、弥嵩はどうなっていただろう。

　背せ骨ぼねの芯しんに氷水を流し込まれたかのようだ。

　鳥とり肌はだに覆おおわれた前ぜん腕わんを、弥嵩が思わず鷲わしづかみにすると、ユキが目ざとくとらえてにっこりと笑う。

「辞やめたければ辞じ退たいしてもいいけど」

「……ッこの！」

　ユキがひらりと弥嵩をかわして、階段を上がっていく。

　弥嵩はいらだち任せに階段を踏ふみつけて、彼を追いかけた。
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　夕暮れ前にもかかわらず外は日にち没ぼつ後ごの様に暗かったが、校内は灯あかりがなくとも視界を保たもてる程度に明るく、白壁が淡あわい紫色を帯びる。

「来たか」

　彼らは二階の多目的ラウンジにいた。

　昨日、試験の合格を告げた無ぶ愛あい想そうな生徒と、一緒にいた笑顔の緩い生徒。彼らが惣そう菜ざいパンを頰ほお張ばる傍そばには、稲いな葉ばが今日もいけ好かない顔を並べている。

「先輩ー。会えてよかったあ」

　ユキがテーブルに倒れ込むように駆かけ寄ると、長身の方が彼の頭を撫なでて労ねぎらう。

「ちゃんと合流出来たね。えらい」

「いきなり越えるからビックリした！　今日はミーティングだけの予定でしょ？」

「今回の新月は今日までずれ込んでるからねって話してたとこ」

「えー、本当に月が消えてる時間なんて一瞬なのに」

　ユキがぴょこんと頭を上げた。長身の生徒がアップルパイを差し出して、ユキがそれにかぶりつく。向かいの席でカレーパンを食べていた無愛想な生徒は、最後の一口をしっかりと咀そ嚼しやくしてから飲み込んだ。

「そういう事だ。ミーティングを手早く済ませる」

「はい」

「はーい」

「おっけー」

　三人がそれぞれ答える。弥嵩が黙だまっていると、無愛想な生徒はやけに鋭するどい眼まな差ざしで一瞬、弥嵩を見てから、何事もなかったみたいに言葉を継いだ。

「二年五組、石いし上がみ朔さく也やだ。委員長を任されている」

　そう言って、石上はやはり鋭い視線で明るい生徒を促うながす。

「おれは二年六組、樋ひ口ぐち颯はやてだよ。よろしくね」
















　樋口が笑って手を振る。毛先がはねた茶ちや髪ぱつのせいか、着き崩くずした制服が原因か、軽けい薄はくな印いん象しようを受けた分、次に名乗った彼が岩石の様に固く感じられた。

「一年一組、稲葉健たけるです。幻想風紀委員会の一員になれて光栄です。よろしくお願い致します」

「はいはーい。ぼくは倉くら岡おか美み行ゆき、一年七組です。こっちが火ひ野の弥嵩君。ユキとミカって呼んでください」

「おい。何、勝手に進めてんだ」

「可愛かわいくない？　あ、ミカサ君、何組だっけ」

「四組だ」

　稲葉が代わりに答えて事なきを得たかのような顔をする。

　彼らはどうあっても弥嵩を委員会に入れたいらしい。弥嵩は眉み間けんに怒りを寄せてユキと稲葉を睨にらんだが、二人は素そ知しらぬ顔でしれっと目を逸そらす。

　石上と樋口は信用出来るのか。

　石上は「任されている」と言ったが、この委員会を取り仕切っている人間がいるならば、なぜ、顔を見せない。

　仮に歪みが校外に及およぶものだったとして、そこに『呼ばれる』弥嵩の身の安全は保証されるのだろうか。

　一般生徒が知り得ない情報を、弥嵩は見聞きしてしまっている。

（信用は出来ない）

　ユキと稲葉も同じだ。

　だが、彼ら二人には、弥嵩が無事でいなければならない理由がある。少なくとも彼らが戦力として独ひとり立だち出来るまでは安全だ。

（絶対この訳分かんねえ体質を変えて、即日辞めてやる）

　弥嵩は心に誓ちかって、ユキと稲葉の厚かましい横顔を恨うらみと共にまぶたに焼きつけた。

「本来なら、委員会の方針と過去の事例について簡単に話す予定だったが、悠ゆう長ちようにしていられる状況ではないようだ」

「まあ、習うより慣れろって言うし。細かい事は帰ってからで」

「そうだな」

　石上が空袋をゴミ箱に放り込む。彼が立ち上がると、樋口も腰こしを上げ、稲葉が後に続く。置いていかれては困るので、弥嵩もしかたなしに後ろを歩くしかない。

　最後に、ユキがテーブルを回り込んだ。

「へ？」

　正確には、回り込もうとしたように見えたが、一歩も動かなかった。

「てめえ、さっさと来いよ。オレは早く帰りたいんだ」

「うん。努力はしてる……んだけど。あれえ？」

「どうした、ユキ」

　石上が振り返る。ユキはごまかすような苦笑いを浮かべていたが、双そう眸ぼうにごまかしきれない焦しよう燥そうがにじむのが見えた。

「すみません。動けません」

「動けない？」

「足の裏が床から離れないんです」

　ユキは足を動かそうとしたが、膝ひざは曲まがるものの、膝下は床に貼りついてしまったみたいに微び動どうだにしない。どんなにもがいてもスカートの裾すそが揺ゆれるばかりだ。

「上うわ靴ぐつを脱ぬげばいいんじゃねえのか？」

　ガムか塗と料りようで貼りついているならそれで解決だ。しかし、弥嵩の建設的提案とは裏腹に、返されたのは実に冷ややかな要求だった。

「短絡的に物を言うのはやめてくれないか」

　稲葉の見下すような物言いが癇かんに障さわって、反射カウンターで煽あおりが弥嵩の口を衝つく。

「聞こえねえな」

「く……君とは話にならない」

　稲葉がこれ見よがしに溜ため息いきを吐ついた。

　いつもの調子が戻ってきた。面と向かって敵意を示す相手には、弥嵩も同等の不ふ遜そんさを以もつて相対しよう。

　弥嵩は順当に拳を固めた。が、樋口の暢のん気きな声こわ音ねに水を差された。

「靴かなって思うよね。おれも一年生の時、やった事あるよ」

「あの時のハヤテは靴を脱いだら靴下が貼りつき、靴下を脱いだら素足が貼り付いて、愉ゆ快かいな体勢に──」

「サクちゃん、真心！」

　樋口が懇こん願がんするように制止すると、石上がぴたりと唇くちびるを結ぶ。樋口は空から咳せきで仕切り直して、ファッション雑誌みたいに気取ったポーズを取った。

「こういう時はユキちゃんが何かの条件を満たしていないか、逆に帰る為ための条件を満たしてる場合が多い」

「倉岡には参加権がないという事ですか？」

「タケ君、正解」

「成なる程ほど。では、ほころびを読み取る手がかりになりますね」

　稲葉が知ったような口振りで納得を示すが、床に貼りつく靴が何を表すというのか、弥嵩にはさっぱり思いつかない。

　分かるのは、ユキが戦力にならないという事だけだ。

　誰からともなく石上に判断を仰あおぐ空気が見える。石上は黙だまって皆みなの話を聞いていたが、不意に頷うなずくと、端たん的てきに指示を出した。

「ユキとハヤテはここで待たい機き」

「おっけー」

　樋口が大らかに答えて従う。

「ぼくは心強いけど、いいんですか？」

「後輩を守るのは先輩の務つとめだからね」

「きゃーん、ソウ君先輩かっこいい。チョコ食べます？」

　脈みやく絡らくなく鞄からチョコレートの大袋を取り出すユキに、弥嵩は、休み時間かと言ってやりたくなったが、混ぜっ返す時間が惜おしいので全力の分別を奮ふるって堪こらえた。

　ユキは袋を逆さに振って、テーブルに一口大のチョコレートを転がす。

「あっ、思ってたより少なくなってる。ミカサ君、食べた？」

「食わねえよ！」

　大きな声を出したら少しすっきりした。

　ユキも本気ではなかったようで、いたずらが成功したみたいな笑顔になる。

「しかたないなあ、一個だけだよ」

　放り投げられたら受け取ってしまうではないか。

　弥嵩はチョコレートを口に入れて、包み紙をポケットに突っ込んだ。

「気を付けて」

　樋口が手を振る。

「行ってらっしゃい」

　ユキが少しだけ申し訳なさそうな顔で三人を送り出した。
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　石上が先頭を行く。

　その背に稲葉が付き従い、弥嵩は少し離れて殿しんがりを務つとめた。

　稲葉の方が石上より頭二つ身長が高いので、成犬が子犬に付いて歩いているように見える。律りち儀ぎに列になって歩く事はないのに、もし廊下に雪が積つもっていたら、稲葉の足あし跡あとはきっちり石上の足跡を踏ふんでいるだろう。

　弥嵩がひとり失笑すると、稲葉は耳みみ聡ざとく聞きつけて、肩越しに振り向いた。

「火野。何がおかしい」

「何も」

「言わずとも伝わっている」

　稲葉は身体からだを反転させ、弥嵩の真正面で仁に王おう立だちになった。

「どの記述の世界からどのようにねじれてこちら側に影えい響きようを及ぼしているか、まったく情報がない間は慎しん重ちように動くべきだ。間違っても恐きよう怖ふから二番手に甘んじている訳ではない」

「知るかよ」

「誤ご解かいされては不ふ愉ゆ快かいだ」

「お前がどう思ってようが、心の底からどうでもいいわ」

　弥嵩は稲葉の肩をつかんで、脇へ押し退のけようとした。

　その時、二つ目の異変は起こった。

「ん？」

「うわっ」

　弥嵩の上体が前へ倒れて、足が慌あわてて後を追う。

　稲葉は後方へ体勢を崩くずして転びそうになり、両腕を回し、かろうじて踏み止とどまった。

「二人とも、どうした？」

　前を行く石上は何ともない。

「いや……」

　言いようがなくて、弥嵩は言い淀よどんだ。

「見えない紐ひもで引っ張られたような感覚がしました」

　稲葉がしどろもどろに説明をする。

　確かに、そんな感覚だった。

　石上は無言で二人を見ていたかと思うと、おもむろに前を向き、再び歩き始める。するとまた、弥嵩の上体が前へ引かれ、稲葉が泡あわを食くった顔で後ろ向きに歩かされた。

「石上先輩！　待っ、お待ちください」

「どうやら一定の距離以上は離れられないようだな」

　石上が落ち着き払って腕組みをする。

　ユキの足が動かないと聞いた時は実感に至いたらなかったが、自分の身に起きてみると、想像以上に異様な状態である。

「そんなもん見れば──」

「けれど、二人は──」

　同時に話してしまって、弥嵩と稲葉でしかめた顔を見合わせる。そして、

「何であんたがオレらより──」

「これが『歪み』なら元は──」

　またかぶった。

「火野。少し、黙っていてくれないか」

「うるせえ。てめえが黙れ」

「…………」

　弥嵩と稲葉が言い争うのを、他ひ人と事ごとみたいに無視して、石上が背を向けて歩き出す。

　彼が歩けば当然、二人は引きずられて歩かざるを得ない。自分の身体が自身の意に反して動くのが、こんなに気味が悪いとは思わなかった。

「石上先輩。行きます。行きますので」

「体育館が明るいな」

　石上だけがこの世界の住人みたいに冷静だ。

　弥嵩は渋々、歩く速度を合わせて、彼らに続いた。

　三人の距離を保って進む限り、校内は何の変化もないように思えた。昨日きのうの様に化け物が出てくる訳でもない。廊下は廊下、教室は教室、校舎は校舎だ。

　もしかしたら、このまま普通に帰れるのではないだろうか。

（境界なんちゃらが歪むのが校内だけなら、歩いて校門を出ちまえばいい）

　弥嵩の希望的観測は、しかし体育館の扉を開けた瞬間、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだかれた。

「石上先輩」

　稲葉の声がかすれる。

　石上から離れられないのが、殲せん滅めつのための罠わなに思えてしかたがない。

「こんなのありか」

　弥嵩は茫ぼう然ぜんと、それを見上げた。

　熊くまほどもあろうかという巨きよ体たいの狼おおかみだ。青みがかった灰色の毛並みは淡い光を帯おび、床に立てた爪つめは鋭く、顔の左右へ裂さけた口には鋭い歯が並ぶ。あの杭くいの様な牙きばに嚙かみつかれたら、人間など骨ほねを砕くだかれ、食いちぎられるだろう。

　青い狼は金色の瞳ひとみを油断なく巡めぐらせて、戸口に立つ三人に狙ねらいを定めた。

　太くしなやかな足が床を踏みしめ、鼻先を沈しずませる。

　来る。

（こんなの、どうしろってんだ！）

　逃げるしかない。だが、逃げきれるのか。脳のうを通る血けつ管かんが弥嵩を締めつける。

　昨日の子供の足とは訳が違う。獣けものの、それも現実より巨大で獰どう猛もうな狼だ。まして校舎に呼び込めば、残った二人をも巻き添えにする。

「下がっていろ」

　石上は逡しゆん巡じゆんする弥嵩を留めると、制服の上着を脱ぎ、ネクタイを襟えりから抜き取って床に放り投げた。

「我々は、幻想風紀委員会だ」

　冷静な声こわ音ねとは裏腹に、苛か烈れつな眼まな差ざしで狼をとらえる。

「これより『歪み』の取り締まりを施し行こうする」

　言うが早いか、石上はひと蹴りで青い狼の懐ふところに飛び込み、拳を突き出した。眉み間けんを殴られた狼が怯ひるんで仰のけ反ぞったところに、石上はもう一発、下から顎あごを突き上げる。

「すげぇ……」

　弥嵩は無意識に感かん嘆たんの声を漏もらした。

　敵意を剝むき出しにする化け物と遭そう遇ぐうして、慄おののくどころか渡り合っている。

　委員会の事も、この世界の事も、弥嵩にはまったく理解出来ないが、石上の強きよう靭じんさには頭で考えるより先に感服していた。

　恐怖とは異なる震ふるえが全身を駆け巡る。

　弥嵩は、石上と距離を取れている事に思い至って、稲葉を追い越してみた。

　自由に動ける。

「火野！」

「てめえはそこで座ってろ」

　戸と惑まどう稲葉を置いて、弥嵩は石上の死角に滑すべり込み、振り下ろされた狼の前足を平手で叩き落とした。ついでに、胸むな元もとに拳をお見み舞まいしておく。

「ミカサ」

「手伝います」

　狼を倒して帰れるなら、実に弥嵩向けの世界だ。単純明快でいい。

　動物の急所は眉間から一直線、身体の中心である。

　弥嵩は間かん髪はつを容いれず狼に連打を叩き込んだ。

「ハハ、図体がでかくて当てやすいなっ」

　人と喧嘩する時の手加減も必要ないから、気を付けるべきは攻こう撃げきに転じる隙すきを与えない事だけだ。

　狼は徐々に弱り、立ち眩くらみを起こしたみたいに頭を振る。

　刹せつ那な、石上は狼のたたらを踏んだ前足に回し蹴りを放ってその巨体を沈ませると、床に伏せるように首を下ろした狼の眉間に踵かかと落おとしを打ち込んだ。

　地じ響ひびきを立てて、狼が巨体を横たえる。

　狼は、僅わずかに開いた口の、牙の間から短く呻うめいたかと思うと、それきり、ぴくりとも動かなくなった。

「やった……？」

　流石さすがに息が上がって、弥嵩自身の肩が上下するので、俄にわかには狼の沈黙が確認出来ない。

「そのようだ」

　石上が何でもない事の様に言う。彼はどこまで冷静なのだろう。

「まさか、本当に倒してしまうとは」

　体育館の入り口で稲葉が茫然と立ち尽くし、眼鏡を押し上げて、間の抜けた表情を手の中に隠す。

（あの野や郎ろう）

（手伝いもしないで）

（ああでも）

（これで帰れる）

　弥嵩が途切れとぎれの呼吸の間で、散さん漫まんな思考をつなぎ合わせて、安あん堵どした時だった。

「行ってらっしゃい」

　ユキが少しだけ申し訳なさそうな顔で三人を送り出す。

「え？」

　弥嵩はまぶたを上げ、目を疑った。

　ラウンジに置いてきたはずのユキがいる。隣で樋口が手を振っている。

　だが、おかしいのはユキ達の方ではないとすぐに分かった。

「ここはラウンジか？」

　稲葉が愕がく然ぜんとして、ようやっとそれだけを声にする。

　石上が微かすかに眉根を寄せる。

　弥嵩は石上が制服の上着を着ている事に気づいて蒼そう白はくになった。

　青い狼の姿は、どこにもなかった。
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　自分達を取り巻く事実に考こう慮りよを払った結果、最も信じがたい推すい論ろんだけに筋すじが通る。

　あり得ない。

　認めたくない。

「三人ともぽかーんとして、どうしたの？　行かないの？」

　樋口が不ふ思し議ぎそうに尋ねる。

「お前達には『行っていない』ように見えているのだな」

　石上の確認に、首を傾かしげるユキの姿が答えだ。

「我々は体育館に行ったのです。中には大きな狼がいて、倒したと思ったらここに」

　稲葉が言いさして口ごもる。自分の話の奇き怪かいさを再認識したのだろう。

「三人ともそこから一歩も動いてないけど？　ね、ソウ君先輩」

「夢を見てた……にしては短すぎるかな」

「ふむ」

　石上が狼に正せい拳けん突づきを食らわせた右手の甲を見る。

「時間が巻き戻ったのか」

　石上の怜れい悧りな声が、弥嵩が目を逸そらしていた推論を言葉にした。

　認めたくはない。だが、他に説明が付かない。

　弥嵩はポケットに手を入れた。指先が丸めたチョコレートの包み紙に触れる。

　チョコレートを食べたところまでは正しく時間が流れた。その後のどこか一点で時がねじ曲がり、つなぎ合わされてループしたらしい。

「歪んでるのは時間っスか」

　弥嵩はうんざりして、うなじを押さえ、座り込んだ。

　手足の痛みはなくなっている。息も切れていない。しかし、記憶があれば精神的に疲ひ弊へいする。

「トドメを刺さす直前に何かされたのかもしれん。次は何もさせずにたたみかける。タケル」

「はい！」

「ハヤテと交代だ」

　石上の采さい配はいに、稲葉が勢いをなくして下を向く。

「……はい。すみません」

「メンバーの組み合わせで状況が変化するかもしれないから、条件を変えて観察するんだよ。ね、サクちゃん」

「そういう事だ。行くぞ、ミカサ」

「うッス」

　一度は倒せたのだから、何とかなるだろう。弥嵩は膝に手を突いて立ち上がり、右の拳を左の手の平に打ちつけた。

「いってらっしゃーい」

　ユキが手を掲かかげて見送る。

　彼の隣に立つ稲葉は、弥嵩だけを視界に入れないようにしているのが見えみえだった。







「いってらっしゃーい」

　ユキが手を掲げて見送る。

「何でだよ！」

　弥嵩は苦しい息の下から言い返したつもりだったので、思いのほか強い口く調ちようになってしまった。

　知らぬ間に呼吸が整っている。

　ユキは気け圧おされたように目を丸くして、笑顔の名残なごりで眉を下げた。

「もしかして、『おかえりなさい』？」

「ただいま」

「今戻った」

　樋口と石上が応こたえて、どちらからともなく椅子に腰を下ろす。弥嵩は座るのも億おつ劫くうで、壁に寄りかかった。

　たった今の今まで肉にく弾だん戦せんを繰くり広げていたのだ。勝利を確信した途と端たん、なかった事にされる喪そう失しつ感かんといったらない。

「何もさせずに倒したと思ったが、まだ隙があったか」

「時間を巻き戻す呪のろいの類たぐいだとしたら、発動するまでがタイムリミットなのかも」

「どの道、速さ勝負だな」

　石上と樋口が真剣な面おも持もちで次の策を練ねる。

　これが現代日本における会話だろうか。弥嵩は気分が妙みように冷めて我に返りそうになったが、返る先もここなのだから逃げられない。ここが現実である。

「ユキ、靴はどうだ？」

「そういえば」

　ユキは思い出したように立ち上がり、左右の膝を交こう互ごに持ち上げる。

「動きます」

「よかった。全員で行けるね」

「はい」

　ユキが樋口に答えて両手に親指を立ててみせた。

「条件が分からないが、時間を競きそわされているのなら一人でも手は多い方がいい」

　石上の言葉に明るい兆きざしが差して、場の空気がほころんだのも束つかの間ま、稲葉が深しん刻こくな顔で両腕をテーブルに突いた。

「石上先輩」

「うん？」

　稲葉はうつむいて、地じ獄ごくの深しん淵えんをのぞき込むような顔をする。

「申し訳ありません。今度は、僕の足が動きません。まるで、膝から下をセメントで埋うめられているようです」

「ガムでも踏んだんじゃねえのか？」

「君、わざと言っているだろう。膝から下と説明したではないか」

　稲葉はひどく焦あせっていたが、弥嵩の挑ちよう発はつを真に受けるほど間抜けではないらしい。

　その様子を見て、ユキが踵きびすを返した。

「じゃあさ、じゃあさ、ぼくがここに座って。はい、タケル君、歩いてみて」

「！　歩ける」

　ユキが元いた椅子に腰かけた途端、稲葉の足が噓うそみたいに易やす々やすと動く。

　三日前の弥嵩だったら、二人が口裏を合わせて自分をからかっていると思ったに違いない。踊る足や巨体の狼を目もく撃げきした後では、否ひ定ていする方が道化だ。

「何だろう……留守番が必要な物語なのかな？」

　樋口の明るさも流石に鳴りを潜ひそめている。

「え、それって、一人残された子が襲われる系じゃないですよね？」

　ユキはぎょっとして椅子を引いたが、足が固定されているのでバランスを崩し、椅子の端に座り直す羽は目めになる。稲葉は小難しい顔で唸うなるばかりだ。

　石上が腕組みをして、黒目を左右に動かす。

「留守番。狼」

「サクちゃん、何？　痛い！」

　前触れもなく石上に頰ほおをつねられて、樋口が悲鳴を上げた。

　石上は尚なおも肉ごと皮ひ膚ふを引っ張り、観察するように樋口を見上げる。

「おじいさんが外出中におばあさんが殺されて、犯人が剝はいだ皮をかぶっておばあさんになりすましていたという民話があっただろう。あれは狼でなく天邪鬼あまのじやくだったか」

「おれを偽にせ者ものだと思ったの？　そういうのは、おれとサクちゃんしか知らない事を質問して確認しようよ。物理技すぎる」

「俺がハヤテの癖くせの中で一番愉快だと思っているのは？」

「それ、おれも知らないから。今度教えて」

「断る」

　石上はにこりともせずに一いつ蹴しゆうした。

「他に思い当たる『記述』がある者は？」

　誰も答えられず、左右に首を振る。

「もっと色々な本を読んでおけば……」

　稲葉が悔くやしそうに独りごちたが、今更言ってもどうしようもない事だ。

「一人を残すのが『歪み』を正す条件だと断定するには判断材料が少ない。まずは狼を完かん封ぷうする。ハヤテとユキを入れ替えてもう一度だ」

「はーい。ミカサ君、守ってね」

「馬ば鹿かか」

　この状況でふざけられる事にいっそ感心する。弥嵩はユキの冗談を一蹴し、背中を小突いて先を歩かせた。

「ぼくを盾たてにしてる？　ひどい！」

「うるせえ、早く行け」

「がんばってー」

　樋口の見送りを背に、同じ言葉は二度と聞きたくないなと思った。







　物事は、嫌いやだと思うと狙い澄すましたかのように起きるものだ。

「がんばってー」

　樋口は察しがよかった。伸ばした語ご尾びの中ちゆう盤ばんから声は先細りに弱々しくなって、じりじりと愛あい想そのよい笑顔を凍りつかせる。

「うっわあ、ほんとに戻った」

　初めて時間を超えたユキは興味津しん々しんという風にラウンジを見回したが、弥嵩はすでに辟へき易えきを通り越して無に片足を突っ込んでいた。

「先輩」

「何だ？　ミカサ」

「人、入れ替えますか？　一年二人は戦力にならないと思うんスけど」

　狼に殺されても時間は戻るのか。身を以て検証するにはリスクが高い。

　稲葉とユキを入れれば必然的に一人で戦う事になるから、狼に反はん撃げきの隙を与えずに倒すのはより困こん難なんを極めるだろう。

　弥嵩は事実を踏まえて確認したつもりだった。

　しかし、彼はお気に召めさなかったらしい。

「聞き捨てならない」

「あ？」

　稲葉が突っかかってくるので、弥嵩は睨み返してから言われた意味を考えた。怯んだら負けだ。理解が及ぶ前に挑ちよう発はつで先制パンチを叩き込む。

「オレの意見は聞かねえくせに、こういう事にだけは地獄耳だな」

「石上先輩。これがどの『記述』を元に構こう築ちくされた現象か解とき明かさなければ、何度、奴を倒しても無意味だと思います」

「そっちから吹っかけておいてスルーかよ」

　つくづく神経を逆さか撫なでする男だ。

　弥嵩は稲葉のネクタイをつかんで、物理的に顔を向かせた。

「人を無理やり引っ張り込んで、後は無視か。ずいぶんと都合のいい世の中だな？　稲葉」

「君こそ、僕達がいなかったら困るのではないか？」

「達って何だ？　一人でお話も出来ねえのか、ぴよぴよちゃんは」

「失敬な！　君の言葉は聞くに堪たえない」

　稲葉が弥嵩の手を振り払う。弥嵩は弾かれた手ですぐさま稲葉の襟をつかんで、拘こう束そくを強くした。稲葉が逃れようと上体を引いても逃がさない。次に手首を鷲づかみにされたが、稲葉の細腕など、たとえ爪を立てられても取るに足りなかった。力の差は歴然だ。

「何の話？」

　樋口が石上に尋ね、石上が答えを探さぐるように弥嵩達を凝ぎよう視しする。

「タケル君、ミカサ君。それ以上は、めっ」

　ユキが慌てて話を遮さえぎる。彼が身体ごと二人の間に飛び込んで来たので、弥嵩は稲葉から手を離し、上半身を引いてかわした。

「うわっ！」

　全体重ごと突進したらしい。ユキの身体が宙を泳ぎ、バランスを崩して前のめりに倒れる。ぶつかるであろう先が針山だったなら弥嵩にも情けが生まれたかもしれないが、そこにあるのは段ボール箱だ。

　大半がたたまれて壁にたてかけられており、いくつかはまだ教材が入っているのか、無む造ぞう作さに積まれている。

　ユキは段ボール箱の山に手を突き、衝しよう撃げきをいなす──と思われた。

「!?」

　破片が弥嵩の頰をかすめて飛ぶ。

　飛んで床に落ちたのは破れた段ボール紙だ。見ると、同じような紙し片へんがそこかしこに飛び散っており、その中心でユキがへたり込んでいる。

「だ……段ボールが破は裂れつした」

　稲葉が顔色を失う。

　樋口がユキの腕を引いてその場から離し、石上が段ボール箱の傍にしゃがんだ。

「爆ばく発はつしたのはひとつだけか。中の問題集に破は損そんはない」

「箱だけが弾け飛んだ？」

「そうらしい」

　樋口に答えて、石上が手を逆さに振り、弥嵩と稲葉を下がらせる。そして、逡巡する間もなく隣の段ボール箱に手を伸ばした。

　弥嵩は手の平で目元をかばい、指の隙間から段ボール箱が破裂するのを見た。

　石上が触れた一箱だけが、中身を残して四し散さんした。

「意味分かんねえ」

　弥嵩のようやっと出せた声も疑念を表すので精せい一いつ杯ぱいである。

　だが一人だけ、明らかに他の四人と違う反応をしている者がいた。

「これって……」

　樋口に支えられて立ち、彼の腕につかまったまま、ユキが難しい顔をする。

「ユキちゃん、思いついた事があるなら言ってみよう」

「でも、『記述』かなあって」

「何が手がかりになるか分からない。情報共有が解決の鍵かぎだ」

　石上がためらうユキを促うながす。

「ちょっと、確認させてください」

　ユキは横向きに跳とんで移動し、テーブルの上に転がるチョコレートを数え始めた。

「何をしているんだ？」

「タケル君も手伝って。一ひと塊かたまり、十個ずつね」

「む、分かった」

　弥嵩以外には素直な事だ。稲葉とユキはチョコレートの山を九つ作り、端は数すうを並べる。徳用の袋には三百個入りと印刷されているが、九十八個しか残っていなかったようだ。

「九十八？　あとひとつ……、あ！　九十九！」

　ユキは長い髪を広げて振り返り、弥嵩を指差した。

　弥嵩には皆かい目もく、見当もつかないが、とりあえずチョコレートを食べたのは事実なので、ポケットから丸めた包み紙を取り出してみる。

　ユキはそれを弥嵩の手からテーブルに移すと、どこか晴ればれとした顔になった。

「これ、ゲームに似てる」

「ゲーム？」

　樋口の反問に、ユキは確信の宿る眼差しで頷うなずく。

「ぼくも最近始めたんだけど、レトロゲームの復刻版で」

　ユキはスマートフォンを取り出して、ロックを解かい除じよし、アイコンのひとつをタップした。

　アプリケーションが起動して、課金に関する注意事じ項こうが表示された後、ゲーム画面に切り替わる。

　ゲームをしない弥嵩に見覚えがあったのは、廊下でぶつかった生徒が遊んでいたからだ。嫌な気分を思い出してしまった。

「それがどうした」

「見て見て」

　弥嵩の八つ当たりめいた低音も物ともせず、ユキは弥嵩に並んで画面を見せる。

　石上達三人ものぞき込む中、彼はゲームを操作して民家の様な建物に入り、かまどの傍に置かれた木箱に触れた。

「あ」

　木箱が四散して、コイン獲かく得とくのメッセージが出る。既き視し感かんしかない。

「調べると箱や樽たるが弾け飛んで、中から薬草とかコインが出てくるの。似てない？」

「き、木箱でなくてよかった……」

　回かい避ひした恐怖に稲葉が冷や汗をにじませる。

「おれもちょろっとやった事あるよ。戦せん闘とうパーティーに入れられるのは四人までだから、五人目に行こうとしたユキちゃんが動けなかったんだね」

「ですです。歩く時は縦一列。先頭のキャラを操作すると後ろから仲間が付いてくる。アイテムの所持数上限は九十九個だから、ぼくのチョコがすごく減った」

　後半はいささか恨うらみがましい口調になって、ユキが整合性を指摘する。

　思い返すと、弥嵩達は常に縦に連なって歩いていた。肩を並べて歩くほどの仲良しではなかったからだが。

「『記述』って、ゲームもありなのかよ」

「ぼくも、少なくとも学校の備品にある『記述』だと思ってた」

　ユキが言い出すのをためらったのも頷ける。昨日の童どう話わとはまるで毛色の異なる世界だ。

「ゲームは敵を倒せばクリアだろう。なぜ、時間が戻されるんだ？」

　石上が自問して考え込む。

「そこが『歪み』なのかも」

「正しい方法でクリアしないといけない、か。何だろう。素手攻撃はあったよね？」

「うん」

　ユキが慣れた手つきで操作して、主人公の装備を布の服と靴だけにする。

「他に戦闘の決まり事は？」

「改めて言われると……よくあるＲＰＧです」

　石上に答えるユキは歯切れが悪い。そのくせ、手はすいすいとゲーム画面を操作している。何が分からないのか分からないといった様子だ。

「素早さ判定なしのターン制で、敵を倒したら経験値が入る。こっちが全ぜん滅めつしたらセーブポイントからリスタート」

　やり直しに関しては、彼らが被っている現げん象しようそのものだ。条件だけが違う。

「ターン制って何だ？」

　弥嵩が尋ねると、ユキは満月みたいに目を丸くした。

「そこからだった！」

「悪わりィな」

　ゲームをする人間には大前提の常識らしい。

　ユキは頭かぶりを振って、乱れた髪を耳の下で押さえた。

「味方と敵が交こう互ごに攻撃するシステムの事だよ。仲間が全員、攻撃し終わったら、敵の番。敵が終わったら、また味方の行動」

「それじゃねえのか？」

「それではないか？」

　弥嵩と稲葉の声が互いを打ち消し合う。弥嵩が眉間を歪めて視線で刺すと、稲葉が眼鏡の奥で左目を痙けい攣れんさせるように眇すがめた。こうなるともう条件反射だ。

「タケル、ミカサ」

　石上の抑よく揚ようのない声音が、沸ふつ騰とうしかけた空気を冷ます。

「話せ。順番に聞く」

「はい」

　稲葉が先に返事をしたので、弥嵩は全体重を投げ出すようにして椅子に腰かけ、チョコレートの山を切り崩した。

「我々は一気にたたみかけようとして、敵の攻撃を待たずに二回目以降の攻撃をしました。だから、クリアした事にならなかったのではないでしょうか」

「成程」

　石上は頷いて、視線を弥嵩へと転じる。

（順番に……）

「ミカサ」

「はい」

　弥嵩は上の空から立ち返って返事をしたが、不意に過よぎった感覚が離れなくて意識がうまく外へ向かない。

　交互に行動する。

　殴られたら殴り返す。

　話したら聞く。

　順番に。どちらか一方ではいけない。

『聞こえねえな』

『君とは話にならない』

　稲葉と険悪になったのはどこからだったか。

　人はいつも弥嵩を敬遠して、用もなく話をする事はまずない。弥嵩も人との関わりを望もうとはしなかった。

『怪我とか』

『してません』

　声を聞いて、返してくれたから成立した会話があった。

　保健室の彼はどんな気持ちだっただろう。

　怖がり、怯えながら、それでも答えた彼の勇気が大きく感じられて、弥嵩は自分の小ささが急に恥はずかしくなった。

　何度も戻されてしまう時間。

　渡して、受け取って、行き来するから前に進む。

（あー、面倒くせえ！）

　弥嵩は手に当たったチョコレートの包み紙を乱らん暴ぼうに剝はがすと、五つまとめて口に放り込み、大おお雑ざつ把ぱに嚙かみ砕くだいて飲み下した。

「賛成です。稲葉に」

「！」

　驚いた顔をする稲葉を、意識的に視界から追い出して、苦々しい気持ちをチョコレートの甘味で相そう殺さいする。正しいと思ったからといって、すぐに手の平を百八十度返せるほど、弥嵩は人間が出来ていないのだ。

　石上が数秒考えて、ユキと樋口を振り返る。

「どうだ？」

「可能性はあるね」

　答える樋口の隣でユキが高速鹿ししおどしみたいに首しゆ肯こうした。

「そうか」

　石上は一度だけ頷いて、薄く笑みを引く。

「タケル。ミカサ」

「はい」

「はい」

「ゲームをクリアしに行くとしよう」

　弥嵩の頭にかかった靄もやが消えた。
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　空は晴れ、遠く傾いた夕陽が雲の上方を金こん色じきに輝かがやかせる。

　校庭では各部活の部員が声をかけ合い、吹すい奏そう楽がく部ぶの楽器の音が校舎に反はん響きようして、滞とどこおりなく流れる時間は穏おだやかだ。

　しかし、ユキは見るからに不機嫌だった。

「ネタバレされたー！」

　ユキが両手の平をテーブルに叩きつけると、チョコレートがびっくりしたみたいに飛びはねる。

「まだエリアボス倒してなかったのに、見ちゃったじゃん。倒しちゃったじゃん」

「……テーブル叩くのやめろ。頭に響く」

　弥嵩はテーブルに突つっ伏ぷした態勢で低く唸うなった。

　皮ひ膚ふと薄い肉を隔へだてて、テーブルの硬さと振しん動どうが弥嵩の頭ず蓋がい骨こつに伝導する。だが、本当に痛いのは右肩と左手首だ。

　狼が尻尾しつぽで薙なぎ払うのを受け止めた時に角度を誤あやまった。拳や蹴りなら覚えもあるが、尻尾に殴られたのは初めてだったので、しなりを読みきれなかった。

「ミカサ君、お疲れ？　ボッコボコにやられてたもんね」

「最弱みたいに言うのやめろ。こんなん無傷だ」

「そりゃそうだよねえ」

　弥嵩をからかううちに、ユキの不機嫌が和やわらぐ。嬉しくない。

「火野」

　呼ばれたのが聞こえてはいたが、頭をもたげるのも億おつ劫くうで、弥嵩は沈ちん黙もくを返した。

　稲葉が身じろぎする。

「君が攻撃を受ける役を買ってくれて、助かった」

　ターンさえ進むなら五人の中の誰が受けても同じだろう。受けきれなかった場合を考えると、石上だけは最後まで残した方がいいのは明白だから、喧嘩慣れして比ひ較かく的てき打たれ強い弥嵩が時間稼ぎをしたまでだ。

「感謝する」

　稲葉が嚙み締めるように言う。

　感謝されたくてやった訳ではないが。

　話して、聞いて。

　どちらか一方だけではいけない。

　弥嵩は上体を起こし、浅く腰かけた椅子の背にもたれかかって稲葉とユキを見上げた。

「オレはお前らを利用する。だから、お前らもオレを利用しろ」

　それで対等だ。

「初めからそのつもりだけど」

「火野にしては建設的な提案だ」

「素直な奴らだなあ？」

　弥嵩は語尾に力を籠こめて混じり気のない嫌味を放ったが、

「ミカサ君もね」

　ユキは笑みを曇くもらせもせず、稲葉も一切動じない。

「火野は向こう側に呼ばれなくなるまで、我々は戦力と認められるまで、候補者が二人だった事は、先輩方にはくれぐれも内密に」

「先輩の目の前で喧嘩とか、もう絶対にやめてよね。ヒヤヒヤしたよ」

　耳が痛いのは弥嵩だけではないようだ。

　稲葉が自じ戒かいするように唸って、眼鏡を押し上げてから、二人を視界の中央に据える。

「倉岡、火野。よろしく頼む」

「こちらこそ」

「おう」

　やっと、声が届いた気がした。




















[image: ]






　ラウンジの段ボール箱が生徒の間で話題に上のぼらなくなるまでに、二週間かかった。

　好奇心旺おう盛せいな生徒達はこぞって、三年生が受験のストレスで暴あばれたのだとか、捨てられて野生化したハムスターが大たい挙きよして入り込んだのだとか、埒らちもない憶おく測そくを交かわしたが、あちら側の世界に触ふれられる事はなかった。

　委員会以外の生徒には認知されていないらしい。

　弥み嵩かさも二週間前は考えもしなかった。

「ミカ。夕方から雨降るって。傘かさ持って行きな」

　四歳上の姉が、歯は磨みがきをしながら玄げん関かんに顔を出す。

「降る前に帰る」

「けど、あんた最近、帰り遅い時あるじゃない。部活入ったの？」

「……部活じゃねえし」

　入らずに済むなら入りたくなかった。

「あ！　傘は？」

「いらない」

　今夜は満月だ。新月が歪ゆがみの条件なら、今日は何事もなく下校出来るだろう。

「濡ぬれても知らないから。ミハヤ、傘持って行きな。夕方から雨だって」

　姉が弟に同じ事を言うのを聞きながら、弥嵩は鞄かばんを肩かたにかけて家を出た。

　学校は、家から近いという理由で選んだ。

　電車に乗って通学する道を楽しめるような、たとえば電車自体に興味があったり、友達との寄り道が好きだったりといった性質であれば遠い学校もよい。あるいは、学校に確固たる目的を持てば、距離が苦にならないのだろう。

　弥嵩が入った十六夜いざよい高校は市立の普通科高校で、良い評判も悪い噂うわさも聞かない。就職も進学も生徒が個々人で好きに選べる。何にも特化していない代わりに潰つぶしが効く中ちゆう庸ようの中の中庸だ。

　去年までは顔と態度と物言いが怖いと、女子にあらぬ敵意を向けられたりもしたが、十六夜高校は男子しかいないのでそういう面倒がなくてよい。

　今のクラスメイトは、弥嵩と積極的に関わろうとはしないが、意い図と的てきに敵意を向けてくる事もない。

　おそらく男子は中学でもそうだった。そうさせなかったのが女子だった。

　女子の持つ協調性と正義感と横並び主義は、弥嵩にとってしばしば厄やつ介かいに働いた。

　彼女達は『皆みな』を主語にして自身の不快感を正当に発散しようとする。

　私はあなたの顔や態度が嫌きらいですと言ってくれれば、そうですか、ではお互たがいに視界に入らないところで楽しくやりましょうと返せるが、あなたの態度に皆が困っていますと詰なじられたら、謝ってやるからその皆とやらを全員連れて来いとしか言いようがない。

　そういう煩わずらわしさに比くらべたら、月に一度の委員会の方がマシだと思えてくる。

　事実、ユキや稲いな葉ばとはクラスも違うから、この二週間は平へい穏おんに過ごす事が出来ている。奇き妙みような現げん象しようさえなければ、学校は学校で、彼らは普通の生徒だ。

　弥嵩が信号待ちをしながらそんな事を考えていると、横断歩道の向こうに見た顔がある。

　二年の樋ひ口ぐち颯はやてだ。

　背が高いので通行人の中でも頭ひとつ飛び出している。栗くり色いろに染そめた髪かみは僅わずかに癖くせがあるが、弥嵩と違って寝癖ではない事は確かだろう。

　彼が親しげに話しているのは、他校の女子生徒のようだ。樋口は彼女の髪に触ふれてみたり、はにかむ彼女に優しく笑いかけたりして、恋人との幸せな通学風景と見受けられた。

　ああいう風に出来たら、女子から身に覚えのない非ひ難なんを浴あびる事もないのだろう。

　弥嵩は具現化されたお手本を見て、自分には無理だと諦あきらめた。

　信号が変わり、歩行可能を知らせるビープ音が鳴る。信号が再び変わる前にと、道路の両側から早足で渡る人々が、誰だれからともなくふと歩を緩ゆるめた。

　弥嵩も、左目を瞑つむった。

　頰ほおに落ちてきたのは雨の雫しずくだ。それは信号が変わるより早く本降りに変わり、人々を急せかして走らせる。

「夕方って言ったじゃねえかよ」

　弥嵩は道路を渡りきり、最後の一歩の間に、店の軒のき先さきに入るか学校まで走ってしまうか考えた。

　だが、弥嵩に打ちつける雨は間もなく届かなくなった。

「ミカちゃん。傘ないの？」

「樋口……先輩」

　肩かた越ごしに見上げると、樋口がビニール傘を差して弥嵩の方へ傾かたむけている。

「急に降るからびっくりしたね。学校まで一緒に行こう」

　ありがたいが、弥嵩にも遠えん慮りよという概がい念ねんはある。

「彼女さん放っておいていいんスか」

「誰？」

　樋口は朗ほがらかな笑顔で首を傾かしげる。

「誰って、さっき他校の女子と一緒に」

　弥嵩が答えて見ると、先ほどまでここにいた彼女は二人の女子生徒と囁ささやき合いながらこちらを窺うかがっていたが、弥嵩と目が合った途と端たん、分かりやすく顔を背そむけて、通りの反対方向へ歩いて行った。

「あの子？　髪に蜘く蛛もの巣すが付いてたから取ったけど、知らない人だよ」

　まさかの初対面だった。

　人当たりの良さをどこまで極めたら、声をかけてすぐにあんなにも打ち解とけられるのだろう。ちなみに、弥嵩は言葉を交かわす事なく卒業した同級生の方が多い。

「そこのパン屋さん、月曜特売のコロッケパンが美お味いしいんだ」

「はあ」

「一階の自販機は五時間目に補ほ充じゆうされるから、その前に買うのがお勧すすめ。しばらくはあったか～いもつめた～いも全部ぬる～いになるからね」

「……水しか飲めねえ」

「ねー」

　樋口が楽しそうに話すので、会話が弾はずんでいるように錯さつ覚かくする。弥嵩の地を這はう対人技能は間違いなくいつも通りだったが、ぶつかりそうになった小学生を避よけた数秒間を除のぞいて、話題が途切れる事なく学校に到とう着ちやくした。

「帰りも雨が降ってたら家まで送るよ」

「いや、そこまで世話になる訳には」

「そう？　じゃあ、放課後まで様子見て、いらない時は連絡して」

　樋口はあっさりと引いて、折せつ衷ちゆう案あんを提示する。

　成なる程ほど、今すぐには決めず、後から断れるのは気が楽だ。雨がやむ可能性もある。

「またね、ミカちゃん」

　樋口がスマートフォンごと手を振って教室棟の階段を上のぼっていく。

　弥嵩はしばし立ち尽くし、自分の手の中にもスマートフォンがある事に思い至いたって目を剝むいた。

　流れるように連絡先を交こう換かんしてしまった。

　画面には『ハヤテ』と樋口の下の名前で登とう録ろくされていた。
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　雨は降りやむどころか雨足を強めて、校庭を水みず煙けむりで白く霞かすませている。

（高校ってのはいろんな奴がいるんだな）

　弥嵩は低い背もたれに寄りかかり、曖あい昧まいに緩ゆるんだ焦しよう点てんで白い景色を眺ながめた。

　無論、委員会という前ぜん提ていがあっての事だろうが、ユキと樋口の、相手を選ばない社交能力には舌を巻まく。相手を選ばず喧けん嘩かになる弥嵩とは正反対だ。

　樋口に頼ってよいものだろうか。体たい操そう服ふくで家まで走れば傘なしでも帰れない事はない。断っても、樋口は憤ふん慨がいしたり、ネガティヴな誤ご解かいをしたりする事はないように思えた。

　弥嵩は机の上に置いたスマートフォンに触ふれては、ロック解除をキャンセルして、上じよう手ずな言葉を考えた。頼むにしても、断るにしてもだ。

　あと一分。時計の末まつ尾びがゼロになったら決断しよう。

　弥嵩は腹をくくる準備をしたが、ざわめきは奇くしくも時を同じくして訪おとずれた。

「ミカちゃん、帰ろー」

　上級生がクラスに来て、しかも親しげに愛称で呼びかける相手が弥嵩だとは、クラスメイトの誰も予想だにしていないだろう。弥嵩自身、想像もしなかった事態だ。

　彼らは樋口が手を振る相手を探して視線の先を追い、あんぐりと大口を開ける。

　弥嵩は鞄をつかんで立ち上がると、窓際の席から教室を一直線に横切り、注目する生徒達を意識的に黙もく殺さつして廊ろう下かに出た。

「ミカちゃん」

　毒気を抜かれる笑顔で呼ばれ、今いま更さら、愛称に不服を申し立てる気にもなれない。背中に刺ささる視線はすべからく無視だ。

「樋口先輩、部活とかないんスか」

「今日は雨でお休み」

　樋口が弥嵩を伴ともなって歩き出す。

　弥嵩は男子の顔面の良し悪あしが分からないが、樋口が女子に好かれるであろう事は分かる。佇たたずまいもまた弥嵩と正反対だからだ。

　表情が優しく、言葉遣づかいも優しくて、所作も優しく、性格も優しい。

（つまり、オレには優しさの欠片かけらもないって事か）

　殺さつ伐ばつとした結論に行き着いてしまった。弥嵩は靴くつ箱ばこで一いつ旦たん、樋口と別れて、自分の靴箱を開けた。

　濡ぬれた靴を六時間入れておいたので、じっとりとした湿しつ気けが充じゆう満まんしている。明朝まで数センチ開けておいたら邪じや魔まになるだろうか。

　弥嵩は人通りを気にして、靴箱へと歩いて来る生徒達を何気なく見やった。

　意志とは無関係に弥嵩の喉のどが息を吞のみ、呼吸が止まる。

　境きよう界かいを越えたのでない事は、談だん笑しようする生徒達を見れば明白だった。にもかかわらず、異質な歪ゆがみがそこにいる。

　縞しま柄がらの着物に濃こい茶ちやの袴はかま、足た袋びに草ぞう履りを履はいた足元から上体まですらりと伸びて、髪を結ゆい上げている。

　脳のう天てんを剃そって月代さかやきを作り、折り返して束たばねる、侍さむらいの髪型だ。

　何より奇妙なのは、その異質な風ふう体ていを気にも留めず素通りする生徒達である。

　視界に入れない。

　見えていない。
















「！」

　背後から肩を叩たたかれて、弥嵩は反射的に飛び退すさり、身構えた。

「ミカちゃん、おれだよ。大丈夫」

「あ……すみません」

　樋口は靴箱を回り込んで移動してきたらしい。あれを見たからだろう。

「色々、聞いてた話と違うんスけど」

「だねえ」

　樋口に同意されて、事態はいっそう深しん刻こく味みを帯おびた。

　弥嵩は、論理的な説明と合理的な解決策を聞きたかった。上級生の樋口に分からない事を、弥嵩がどうか出来るとは思えない。

　侍姿の男は、泥どろの中を動くみたいにゆったりと視線を巡めぐらせている。身体からだを数センチ右へ傾かたむけて、鋭するどい眼まな差ざしを見るものに突き刺さし、抉えぐるように頭の角度を変える。

　生徒がスマートフォンを操そう作さしながら、男の傍そばを通り過ぎる。

　男の眼には、生徒の姿が映っているのだろうか。

　弥嵩は異様な光景に徐じよ々じよに慣れて、男を凝ぎよう視ししてしまった。

　不用意だった。

「ミカちゃん」

　緊張が樋口の声を硬くさせる。弥嵩が自覚した時には手遅れだ。

　侍姿の男は弥嵩と樋口をまっすぐに見据えて、目が合っていると確信するや否いなや、草ぞう履りの底を床に擦すりつけて足を進めた。

　距離が詰められる。三た和た土きとの段差の手前で立ち止まった男の顔は瘦やせこけて、顔に落ちる陰いん影えいで眼がん窩かが黒く窪くぼんで見える。

　侍姿の男はゆっくりと口を開き、ささやくように告げた。

「斬きりたい」

　その声は線香花火の終わりの様にひそやかで、しかし、豪ごう雨うと人々の声に紛まぎれてもかき消されず弥嵩の耳に入り込む。違い和わ感かんに胸むね焼やけがする。

　侍姿の男が右足を三和土に下ろす。目と鼻の先にいるのに顔立ちが判然としない。

「斬らせろ」

「……っ」

　樋口の長身が陰かげになって、近づく男を見失う。

　弥嵩は樋口の肘ひじを鷲わしづかみにして、彼と靴箱の間から男の姿をとらえようとした。

　いない。

　視界から外はずれた隙すきに背後へ回り込まれたのか。弥嵩は振り返ったが、男はどこにも見つからない。樋口も戸と惑まどう表情で靴箱が並ぶ他の列を見に行く。二人そろってあの異質な形を見み逃のがすなどむしろ不可能だ。

　弥嵩は昇しよう降こう口ぐちから玄関ホールに上がって、開けた視界に決定打を打たれた。

「消えた……」

　男は、忽こつ然ぜんといなくなっていた。
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　用事のない生徒が下校して校こう舎しや内ないが無人になると、入れ替わりで運動部が各階を走り回り始めた。

　雨で校庭は使えない。体育館は屋内競きよう技ぎの部活に割り当てられているので、屋外競技の部員は廊下と階段で基き礎そトレーニングをするしかないからだ。

　かけ声や時に怒号が響ひびき渡る中、弥嵩と樋口は二年六組の教室で、ハンドボール部が休きゆう憩けいに入るのを待ち、銘めい々めいに水分補ほ給きゆうする時を見み計はからって、部員の一人を教室に引きずり込んだ。

　彼は体勢を整えこそしたが、驚いた顔をする事はなく、二人を順に見て言った。

「二人とも、傘がないのか？」

「そうじゃないよ、サクちゃん。新月じゃないのに出た」

　樋口が断片的な説明をつぎはぎにして、昇降口で遭そう遇ぐうした侍姿の男の件を伝える。

　石いし上がみは真剣な面おも持もちで耳を傾け、樋口の話が彼自身の雑感に差しかかったところで不意に流れを遮さえぎった。

「彷徨者フローターだな」

「ふろーたー……って何？」

　樋口は知らないらしい。当然、弥嵩も知らない。そればかりか、英単語自体の意味すら分からないので黙だまって話の続きを待った。

　石上が切れ長の目の端はしで廊下を一いつ瞬しゆん気にして、視線を二人に返す。

「以前、遭遇して、先輩に教えてもらった事がある。通常は歪んだ世界が干かん渉しようしてこちら側の人間を巻き込む。これは覚えたか？　ミカサ」

「はい」

　あまり通常とは認めたくない通常だが。

「対して、彷徨者は自分だけが歪んでいる。武たけ田だ信しん玄げんの没ぼつ年ねんがあと五年ずれていたら、伊だ達て政まさ宗むねの幼よう少しよう期きは異ことなる道みち筋すじを辿たどっていたかもしれないと言えば分かりやすいか？」

「まったく分からない」

　樋口が不似合いなくらいきっぱりと言ってくれたので、弥嵩も無言で同意する。

「では、曹そう仁じんが宛えん城じようを攻めた時に」

「サクちゃん、国を変えても伝わらないからね？」

「む……有名どころを選んだのだが。こうだ」

　石上は釈しやく然ぜんとしない顔をして、左右の手の平を重ねたり離したりしてみせる。

「何となく分かってきた。絶えず変動している関数グラフが交まじわる感じかな」

「その喩たとえの方が分からん」

　弥嵩にはどちらも理解出来ない。かろうじて分かるのは石上の腕の動きだけだ。

「印いん象しようだけで適当言いますけど、あっち側とこっち側が部分的に重なって、向こう側の奴やつがこっちから見えるって事ですか？」

「それだ」

　石上と樋口が声を合わせた。

　疲れた時や大勢の中にいる時、突然、妙に頭が覚さめて、自分はここで何をしているのだろうと世界をよそよそしく感じる、あの感覚に近いのかもしれない。自身が存在する世界線から逸それた瞬間だ。

「だが、そんな瞬間は長くは続かない。放っておいてもいずれ消える」

「え！」

　石上の説明を聞いて弥嵩は安あん堵どしたが、樋口はいっそう深刻な顔をして身を乗り出した。

「でも『歪み』なんでしょ？」

「勝手に歪んで、勝手に戻る。構う必要はない」

「けど、今は歪んでる。助けを求めてた」

　樋口はうつむいてしまう重い頭を持ち上げて、必死の様よう相そうで石上に食い下がる。

　廊下に笛ふえの音が響ひびき渡る。集合を呼びかける声が聞こえる。

「おれは助けたい」

「好きにしろ。どの道、大した歪みではない」

　石上は素そっ気けなく答えると、招しよう集しゆうに応じて教室を出て行った。

　樋口は怒るだろうか。悲しむだろうか。弥嵩は空気になりたいと思いながら、気まずさを沈黙の下に封ふうじ込めた。

　しかし、振り返った樋口は彼らしい軽けい薄はくな笑顔だった。

「ミカちゃん、ごめんね。送ってあげられなくなっちゃった。おれの傘使っていいから、先に帰ってくれる？」

　樋口は優しい。

　知り合って日が浅い弥嵩にも、すれ違っただけの他校の生徒にも、

　歪みに対しても。

　弥嵩が傘を受け取ると、樋口がホッとしたような顔をする。

　彼と違って弥嵩は優しくないから、樋口の言う事を聞いてやろうとは思わない。

「借り物の傘で帰るのは気分悪いんで」

「……ありがと、ミカちゃん」

　礼を言われる筋合いはないので、横を向いて黙っておいた。




　昇降口で待つ事、十五分。

　透とう明めいな水の中に血の雫を落とすみたいに、彼は弥嵩の視界へにじみ出して現れた。

「斬りたい」

　声を伴ともなった時には、完全に不透明な物質として存在する。

　彼は憎にく々にくしげに眉まゆ根ねを寄せて、宙を搔かきむしるように着物の袂たもとをバサバサと翻ひるがえした。

「煩わずらわしい。刀さえあれば、このような思いはせずに済むものを」

　言われてみれば、侍姿の男は腰に刀を差していない。

　即そく座ざに斬り伏せられる事はなさそうだ。弥嵩が感じたのと同種の安堵を得たらしい、樋口がこちらを見て小さく頷うなずき、顎あごを上げた。

「刀を捜さがしているんですか？」

「左さ様よう」

　侍姿の男が答えた。絵本の中から桃もも太た郎ろうに話しかけられた気分がしてむずがゆい。

（刀か……）

　祖そ母ぼが観る時代劇を隣で眺ながめた事がある程度の弥嵩の浅せん薄ぱくな知識でも、武ぶ士しが刀を大事にしている事は知っている。折り紙と呼ばれる鑑定書があり、更さらに製作者と逸いつ話わによってもプレミアが付くらしい。全て手作りの一点ものだ。

　要するに、男が自分の刀を捜しているとしたら、先日の少女の様にはいかない。

　彼がどこの誰で、どんな銘めいと号の刀を所有しているのか特定し、尚なお且かつそれを捜し出す必要が出てくる。殴なぐり飛ばせる狼おおかみの方が百倍楽だ。

（自然に消えるのを待つしかないんじゃねえか？）

　弥嵩は早々に諦あきらめにかかった。

　が、樋口は鞄をごそごそと探って、帆はん布ぷ製せいのペンケースを取り出した。

「ハサミでもいいですか？」

「何言ってんだ、あんた」

　相手が先輩である事も忘れて、至し極ごく冷静に罵ば倒とうしてしまった。弥嵩の真顔に、樋口は焦あせって弁明する。

「けど、斬りたいのが人とは限らないから、ねっ？」

　そういう事もあるのだろうか。

「どうぞ」

　樋口がハサミの緑色の柄えを侍姿の男に差し出す。

　男は首を傾かしげながら、ハサミを手に取ると、手首をひねって刃は先さきをあらゆる角度に向けた。

「そもそも、あの人の時代にハサミってあったんスか？」

　弥嵩が声を潜ひそめて尋たずねると、樋口が今思い至いたったという顔をする。

「使い方が分からないかな」

　樋口は男に呼びかけようとしたのだろう。口を開けて、声にはならず、息を吞のんだ。

「何だこれは。まったく切れぬではないか。よくも鈍なまくらをよこしたな」

　男がハサミを投げ捨てる。ハサミは床にはね返り、開いた刃やいばが飛ぶ。

「……っ痛」

「ミカちゃん！」

　運が悪かったとしか言いようがない。

　はねたハサミは弥嵩の腿ももに突き刺ささり、自重で落ちて傷口を抉えぐった。

　樋口が凍りつく。

　ハサミが落下した軽い音に、侍姿の男が背を向けた。

「待ってください。誕生日はいつですか？」

　樋口が咄とつ嗟さに滑すべり込ませた問いかけに、男が首だけを振り返らせる。

「？」

「ええと、生まれて、歳を取る日です」

　樋口がようやっと別の表現で言い換えると、

「元日だ」

　男は憤ふん然ぜんと言い返し、瞬まばたきを境さかいに消えていなくなった。
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　弥嵩はズボンの上から傷口を押さえて帰れば大丈夫だと主張したが、通らなかった。

　樋口に担かつぎ込まれた保健室に養よう護ご教きよう諭ゆの姿はなく、保健室登校の彼が一人で自習をしていた。まだ帰らないのだろうか。

「先生は？」

「いないね」

　樋口が室内を探し回るのを見て、保健室の彼がおずおずと弥嵩に答えた。

「傘を取りに行ったよ……」

　納得した。それで、傘のない彼が帰れず、まだ保健室にいるという訳か。

「怪け我がしたの？」

「おれが悪いんだ。ハサミとはいえ、刃物を渡すならもっと警けい戒かいすべきだった」

　樋口が鍵かぎのかかっていない棚から救急箱を下ろす。

　保健室の彼はサッと青ざめて、両手を口元で震ふるわせた。

「……ハサミで切ったんだ。痛そう」

　せっかく以前より、怯おびえた顔をしなくなったのにもったいない。

（いや、もったいないって何だ）

「痛くねえし」

「ごめん、ミカちゃん」

　弥嵩がつっけんどんな物言いをしてしまうと、保健室の彼に留とどまらず、樋口にまで飛び火して、萎い縮しゆくさせてしまった。謝られても困る。

「オレ、邪じや魔まになるから行くね」

「気にすんなよ」

　弥嵩は無ぶ愛あい想そうに返したが、彼は笑顔で首を振って、入れ替わりで保健室を出て行った。

　今日も会話になった。

　同じクラスでも、同じ委員会でもない。話す義務はなく、まして自分を怖がっていた相手と話が成立するというのは、弥嵩にとっては革新的進歩である。

「ミカちゃん、優しいね」

　優しさの権ごん化げの様な樋口に比くらべれば、蟻ありのごとき一歩だが。

　弥嵩は廊下の戸を閉め、水道の前でズボンを脱ぬぎ、手の平に水を溜ためて傷口を洗い流した。裂れつ傷しように水がピリピリとしみる。

　樋口が遠くから様子を窺い、湿しつ潤じゆんシートを持ってウロウロするので、弥嵩は敢あえて見ないようにして死角へ尋ねた。

「さっきの、誕生日って何スか？」

「ちゃんと意味あるよ」

「分かってます」

　弥嵩は肯こう定ていしたのに、樋口は何を言っても落ち込むだけである。

　彼は声のトーンを一段下げて、質問の意図を明かした。

「誕生日から身元を特定出来ると思ったんだ。初対面の時、名前は警戒して教えてくれない事もあるけど、誕生日とか好きなケーキの種類とか訊きくと、何で？　って感じでぽろっと答えてくれるから」

　弥嵩には一生使えない社交術だ。水道を止め、傷口の周りをキッチンペーパーで拭ふく。

　それを見て樋口が駆かけ寄り、傷に湿潤シートを貼った。

「けど、お侍さんには意味ないよねえ」

「何でスか？」

「昔の人は数え年だから元がん旦たんに一いつ斉せいに歳を取る。誰に聞いても元日って答えるよ。聞き方がまずかったなあ」

　樋口は湿潤シートのフィルムをゴミ箱に落とす。

　弥嵩は穴の空いたズボンに足を通し、スマートフォンのブラウザを開いた。

　一月一日生まれ、有名人と打ち込んで検索してみたが、実在、架か空くう共に、月代を作り、着物をまとう人物は見当たらない。

「付き合わせてごめんね、ミカちゃん」

「は、何してんスか」

　弥嵩は樋口の方へ向き直ってぎょっとした。

　樋口は床に座り込み、ゴミ箱を抱かかえ込むようにして項うな垂だれている。身体は一回りも小さくしぼみ、見ず知らずの女子生徒に笑いかけ、面識の浅い後輩を気き遣づかっていたのと同一人物とは思えない。

　断続的にこぼす声も鬱うつ々うつと沈んで、晴天と長雨ほどの差が重苦しく響いた。

「おれ、運動は普通で、成績も悪くないってくらいで、特別に詳くわしい分野もないし、何の取り柄もなく可もなく不可もなく」

　もしかして、落ち込んでいるのだろうか。慰なぐさめやフォローは、弥嵩が最も苦手とする行為のひとつである。

　第一、樋口の方が弥嵩より数段、人間が出来ている。

　人当たりが良くて、優しくて、背は高く、顔立ちは整い、初対面の相手にも好かれる人徳がある。弥嵩の慰めなど気晴らしの足しにもなるまい。

「…………」

　樋口はうずくまって、ぴくりとも動かない。

　弥嵩が樋口の様に気の利く性格だったら、彼を立ち直らせる事も出来たのかもしれないが、いかんせん、落ち込んでいるのは樋口本人である。

　弥嵩は窓の外の降りしきる雨を見やり、彼に聞こえないよう溜ため息いきを吐ついた。

　柄ではないが、傘の恩おんだ。

「樋口先輩は誰にでも優しいし、何やっても器用じゃないスか」

「そうなんだよねえ」

　否ひ定ていされるかと思いきや、樋口は素直に頷うなずく。そして、依い然ぜんとして座り込んだままだ。

　弥嵩の心に微かすかな煩わずらわしさが過よぎったが、それを採用してしまったら、流石さすがに人でなしである。思いやりと忍にん耐たいの出番だ。

「失敗と言っても、まだ一回です」

「うん」

「さっきのやつ、何回目かには名前を聞けるんですよね？」

「うん」

「うまくいかなくてもどっち道あの侍は消えるんだし、気に病やむ事ないでしょ」

「そうだね。放っておいてもいいんだ。おれの助けなんか必要なかったよね」

「……っ」

　樋口が投げやりな言葉を雑に返すのを聞いたら、弥嵩の忍耐の蓋ふたにヒビが入り、下に押し込めていたいらだちが反動を伴って噴ふん出しゆつした。

「あー、もう！　何なんだよ！　器用で優しくて皆に好かれてんだから、今更、侍の一人や二人に嫌きらわれたって、あんたがこの世に必要ないって事にはならねえだろーが」

「へ？」

　ようやく顔を上げた樋口は、小型犬みたいにきょとんと目を丸くしている。

　弥嵩は肩かた透すかしを食って、続ける言葉を忘れてしまった。

　ところで、論ろん旨しは何であったか。

　二人が顔を見合わせて固まっていると、保健室の戸が無ぶ遠えん慮りよに開かれた。

「ハヤテ。後輩を困らせるな。せめて椅い子すに座れ」

「サクちゃん」

　廊下まで聞こえていただろうか。石上は入り口の戸を閉めて樋口に歩み寄ると、彼の二の腕をつかんで立ち上がらせようとする。

　樋口は思い出したように神しん妙みような面おも持もちに戻ると、石上の手を振り払って、再び饅まん頭じゆうみたいに丸くなった。

「サクちゃんは部活に戻れば？」

　樋口が拗すねた声で突き放す。対する石上は冷静沈着が服を着たようだ。

「基礎トレで終わりだ。様子を見に来た」

「放っといてよー」

「…………」

　すると、石上は腕組みをして樋口の傍かたわらに立ち、次に彼が何をするのかを待つみたいに傍ぼう観かんの構えを取る。

　樋口はじりじりと沈黙に追い詰められるみたいに、肩をすぼめて小さくなった。

「うう、見ないでよ」

「注文が多いな」

「だって、皆そうするだろ！」

　樋口が語調を荒あららげるのを初めて聞いた。弥嵩は僅わずかにまぶたを押し上げた。声自体にも驚いたが、その内容はとても彼から出てくる言葉とは思えなくて虚きよを衝つかれたからだ。

　樋口の明るさは人の目を集める。視線が合えば微笑ほほえんで、話をすれば人当たり良く、たとえ見るなと言っても、人は彼に好意の眼まな差ざしを向けるだろう。

「どうせおれなんかいてもいなくても一緒じゃん。皆そうだよ。初めは仲良くしてくれるのに、そのうち『ハヤテ君は一人で大丈夫だから』って別の人のトコに行くんだ。放っておいても心配ない、って」

「あ……」

　不安定な声こわ音ねで樋口が呟つぶやくのを聞いて、弥嵩はなぜ彼が先ほど、話が通じないような表情をしたのかを理解した。

　自然に消える歪みに樋口がこだわったのはなぜか。

　樋口は、侍姿の男に自じ己こ投とう影えいして同情したのではないか。

　男を放っておいて問題ないと聞いて、弥嵩は安心した。樋口が放っておいても問題ないと言われるのは、弥嵩には優秀な証あかしだと思える。

　だが、樋口には違う。

　周囲の安心が、彼にとっては拒きよ絶ぜつに等しい冷れい淡たんなのだ。

　知らぬ間に樋口を孤こ独どくに追いやる文言を口にしていた事に気づいて、弥嵩は居いた堪たまれなくなり、ズボンの穴に薬指を押しつけた。

　湿潤シート越しに指先が傷口に当たって痛みが走る。

　二人の間に立っていた石上は、双そう方ほうを見て嘆たん息そくし、まくり上げていたジャージの袖そでを手首まで引き下げた。

「ミカサ。気にしなくていい。時々起こる発ほつ作さみたいなものだ。放っておいても勝手に機き嫌げんを直す」

「ほら、サクちゃんはすぐそうやって──」

「心の底では、自分が必要とされている事を認識しているからな」

「！」

　何でもない事の様に発した石上の一言が、明らかに樋口を揺り動かす。樋口はうずくまったまま身体を前後に揺らして、緩む眦まなじりと口元をごまかすように顔を背そむけた。

「別に。そんな風に思ってないから」

「ミカサ。今ある情報を聞かせてくれ」

　独ひとり言ごとで体てい裁さいを取り繕つくろう樋口に構わず、石上がパイプ椅子に腰を下ろす。

　弥嵩は心にあった罪悪感を、発作という単語で保留して、今は石上の問いに答える事にした。

「本人は、斬りたい、と言ってます。何をかは分かりません。試ためしにハサミを渡したら、怒って投げ捨てられました」

「ミカサの怪我はその時のものか」

「ッス。けど、狼野や郎ろうに比べたら大した事ないんで」

　念のため、断りを入れておく。

「そうか……」

　石上は神妙な面持ちで頷うなずいて、弥嵩の背を少し窺うかがう。

「背中はもう大丈夫か？」

「全然」

　弥嵩は肩を回してみせたが、実はまだ痛みが残っていたので、話を戻すのを口実に、引きつりそうになった腕を下ろした。大丈夫だと言ったからには意地でも大丈夫な顔を押し通す。

「あとは、誕生日を訊きいたら元日と答えました」

「数え年だもん。当然だよ」

　樋口が自じ虐ぎやく的てきなぼやきを挟はさむ。彼は冬眠明けの熊くまみたいにのそりと立ち上がり、椅子に浅く腰かけると、上体をひねって背もたれに肘ひじを載のせた。飽あくまで石上とは目を合わせないつもりらしい。

　石上は気にした風もなく話を続ける。

「大たい政せい奉ほう還かん以前の侍ならば『歳を取る日』は元日だが、誕生日を訊いたのだろう？」

「聞き返すみたいに振り返ったんで、言い換えたんです。あー……」

　何と言ったのだったか。弥嵩が正しく思い出せないでいると、樋口がぼそりと答える。

「『生まれて、歳を取る日』。焦あせって、変な聞き方した」

「それなら伝わっただろう」

「伝わってないから困ってんの」

　樋口が拗ねてしまうと、石上は持ち前の鮮せん烈れつな視線で弥嵩に答えを要求する。

「一応、元旦生まれの有名人は調べたけど、侍っぽい人が出てなくて、そこまでです」

　弥嵩が行き詰まった経けい緯いを話し終えるのを、石上は終わりの呼吸まで聞き届けて、椅子から腰を上げた。

「明めい治じ六年に歳の数え方は満年齢になり、カレンダーは改かい暦れきされた」

「かいれき？」

　聞き慣れない言葉だ。

「明治以前、日本では旧きゆう暦れきが使用されていた。新暦は太陽基準、旧暦は月げつ齢れい基準になる。現在は新暦で表記されるから若じやつ干かんずれる。旧暦元日生まれで、月代が流は行やった時代の有名人は数人いるが、ハサミで怒ったならおそらくは」

　石上はそう言って、保健室の棚を物色し、何かを見つけて振り返った。

「ハヤテ」

　樋口が見るからに不ふ承しよう不ぶ承しよう、頭をもたげる。

「次に遭ったらこれを渡せ」

「何で？」

　不可解が過ぎたのだろう、樋口は落ち込んでいたのを忘れたみたいに普通に立ち上がって普通に聞き返す。

　弥嵩にも当然ながら、石上の意図がまるで理解出来なかった。
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　窓の外が徐々に暗さを増し、雨雲に覆われていても太陽は昇のぼり、沈んでいるのだと思わされる。

　運動部がトレーニングを切り上げた校舎内は打って変わって静かだ。空から地面へしとしとと伝う雨の音も耳には届かない。

「また出ますかね」

　特別棟の階段を上りながら弥嵩が尋ねてみると、樋口は存外、明るい声であっけらかんと答えた。

「分からないなあ。サクちゃんの話では、完全に消えるまではいつ出てもおかしくないっていうけど。一回りして出なかったら今日は帰ろうか」

「うッス」

「付き合わせてごめんね、ミカちゃん」

「傘に入れてもらわないと帰れないんで」

　他に理由が思いつかない事が悔くやまれる。これではいかにも白々しい。

　樋口がにこにこと微笑むので、弥嵩は気まずくなって歩を速め、屋上へ続く階段に足をかけた。

　上る事は出来なかった。

　目の前に人が立っている。

　なぜ、もっと早くに気づけなかったのか。弥嵩が右足を置くのと同じ段に侍姿の男が佇たたずみ、覆いかぶさるようにして弥嵩を見下ろす。その威い圧あつ感かん。石上はこちら側からも見える幻まぼろしの様に言ったが、彼は確かにここにいて、間近に体温を、傍そばに息いき遣づかいを感じる。

「斬りたい」

　耳から入り込んだ男の声は皮ひ膚ふを内側から撫なでるようで、弥嵩は鳥肌が立つのを抑おさえられなかった。

「よこせ」

　男の語調が強くなる。

「樋口先輩」

「うん」

　樋口は弥嵩に追いついて並び、息を吸い込んで胸を開いた。

「我々は幻想風紀委員会です。貴方を『彷徨者』とみなし、取り締まりを施し行こうします」

「委員……だと？」

　容よう赦しやのない訝いぶかしみに、樋口の背でブレザーがシワを寄せて、怖おじ気けを隠す。樋口は唇くちびるを固く引き結び、その両端を引き上げると、笑顔で腕を前へ突き出した。

「これ、使ってください」

「またか」

　侍姿の男が辟へき易えきとするのも無理はない。

　樋口が差し出したのは、保健室にあったハサミだ。

「今度は違いますから」

　樋口が断固として押しきる。

　怒ってハサミを取り上げ、振り回そうものなら弥嵩の仕事だ。武芸に秀ひいでた本職の侍相手に勝負を挑いどむほど命知らずではないが、幸い彼は帯たい刀とうしていない。

（一いち撃げき、鼻筋に叩き込んで怯ひるませ、樋口を連れて逃げる）

　弥嵩が密ひそかに拳を固めると、まるで察知したみたいに男が蛇へびの様な視線で牽けん制せいする。

　彼は弥嵩を睨にらみ、樋口に視線を返して、嘆たん息そくと共にハサミを受け取った。そして右手を袂に差し込むと、人差し指と親指を重ね合わせて引き出す。

　つままれていたのは着物と同色の糸だ。男は糸をぴんと張ると、ハサミで根元を挟み、ちょきんと切断した。

　途端に、張り詰めていた空気が和やわらいだ。

「おお。切れた、切れた。ほつれがどうにも煩わしかったのだ」

　男の声が喜びに弾む。

　彼の『歪み』とは──

（まさかだろ）

　怪我をさせられて、生命のやり取りまで覚かく悟ごしたのに、原因が糸一本とは。男の剣けん吞のんな出いで立ちにすっかり惑わされてしまった。

　啞あ然ぜんとする弥嵩とは裏腹に、男は晴れやかな顔でハサミを樋口に返すと、

「礼を言う」

　丁てい寧ねいに会え釈しやくをして、炭たん酸さんの泡あわがはじけるように消えた。










　昇降口が閉まっていたので、靴を持って職員用玄関へ回る。途中でハサミを返しに保健室に寄ると、腕組みをして居眠りをしていた石上が勘かん良よく目を覚まし、一緒になって学校を出た。

「サクちゃん、どうしてお侍さんが左利きだと分かったの？」

　ビニール傘に落ちる雨は静かに流れて視界を妨さまたげない。

　石上は少し振り返り、車通りのない路地に出てから樋口と傘を並べた。

「ハサミは江戸時代末期には一般向けに製造、販売もされていたはずだ。使い道が分からないとは考えにくい」

「ハサミって左手で使うと切れないの？」

　樋口が尋ねると、石上は鋭い眼差しに恨うらめしさを加える。

「生まれつき右利きの人間は考えもしないのだろう。ハサミは切れない、自動改札は通りにくい、ヘッドセットのコードは邪じや魔まになる。日本語の縦書きはインクを引きずらない点では左利きに向いているが、文字の書き順は左利きに向いていないという不合理の極きわみだ」

「ライトバックは左利きがいいんでしょ」

「……そうだな。この身長でゴールを狙えるのは左利きによるところが大きい」

　石上は表情を和らげて、歩を再開した。

「話を戻すが、ハサミだけでは断定出来ない。だが、旧暦一月一日生まれで左利きだとすると、記述に多く登場する人物が思い当たる」

「え、サクちゃん。あの人が誰かまで分かってたの？」

「おそらく、だが」

　石上は慎しん重ちように前置きをして頷き、その名を告げた。

「新しん撰せん組ぐみ三番隊隊長、斎さい藤とう一はじめ」

　授業以外の歴史に疎うとい弥嵩でも知っている。祖そ母ぼが観ていた時代劇で度たび々たび、名を聞いた事があった。

「彼を左利きとする記述は多い。事実は不明だが『歪み』は実在の人物の幽ゆう霊れいではない。発生源となった記述が左利き説を採さい用ようしているのだろう」

　弥嵩は男の威圧感に得心がいって顔をしかめた。

　睨まれたら睨み返す。殴られたら殴り返す。弥嵩の行動原理が裏目に出た。

　男の鋭い雰囲気に完全に惑わされてしまった。あのなりで斬りたいと言われたら、ほつれた糸とは思うまい。

（って、人のせいにするとこじゃねえだろ）

　弥嵩は自じ戒かいして罵ののしった。

　見た目で勝手に思い込んだのは弥嵩だ。

「サクちゃんはすごいな。誕生日と利き腕だけで解決出来るんだねえ」

　樋口の声は素直に感心している。

　石上は相変わらずの朴ぼく直ちよくさだ。

「情報が集めてあればな。わざわざ対処する必要もなかったが」

「今、褒ほめた？」

「敢あえてどちらかに分類するならば？」

「そこ悩む？　ミカちゃん、おれの代わりにチョップして」

　二人の間に立っているせいで面倒な指令を受けてしまった。

　樋口は傘を持っていない右手に手刀を作り、空を切って素す振ぶりをしてみせる。

　優しくて、明るくて、器用で。彼がそう見せたいと思っているのなら、そのように応じよう。化け粧しようをして前に立っても素顔を映す真実の鏡は野や暮ぼでしかない。

　弥嵩は、きゃんきゃんと石上に嚙かみつく樋口の傘から出て、路地の曲がり角に立った。

「ここで大丈夫です。傘、ありがとうございました。樋──」

　言いさして、スマートフォンの画面が脳のう裏りにちらつく。

　弥嵩にも出来るはずだ。

　保健室の彼が弥嵩に慣れてくれたように。

　人から見れば取るに足りない、蟻のごとき一歩でも。

「ハヤテ先輩」

　弥嵩が舌したの上で音を入れ替えるのを聞いて、ハヤテが傘を前に傾けたがビニール傘は彼の顔を隠かくせない。

　弥嵩は早々に立ち去ろうとしたが、石上が真顔で弥嵩を見ている。

　凝ぎよう視ししている。

（この先輩も謎なぞだ）

　腕が立って、あちら側への造ぞう詣けいが深く、歴史にやけに詳くわしい。委員会でもハンドボール部でも中ちゆう核かくを担にない、年齢以上に大人びていると思いきや、この子供じみた便びん乗じようである。

「……サクヤ先輩」

「うむ」

　石上は満足げに頷くと、弥嵩の家と反対方向へ左折する。ハヤテはサクヤに文もん句くを言いながら、二度振り返って、弥嵩に手を振った。
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　ミカサとハヤテが彷徨者を帰した翌よく日じつ、石上は休み時間に保健室を訪おとずれた。

　養護教諭の夕ゆう渚なぎ太た一いちは、急きゆう須すで緑茶を淹いれて、いつものように石上に振る舞った。

「それで備品の使用報告書を？　石上君は律りち儀ぎですね」

「ハサミと湿潤シートを使いました」

　保健委員が定規で切った備品報告書は、切り口が不ふ均きん一いつにぎざぎざしている。夕渚は目を通して判を押し、二つ穴を開けて、五月のファイルに綴とじた。

「彷徨者でしたか。怪我の事を考えると、あちら側へ呼ばれてしまった方がかえって安全だった、とは言いたくないですが」

「事実です。いただきます」

「召めし上がれ」

　石上は淹れてもらった緑茶をすすり、切り出し方を考えるのをやめた。

「夕渚先生。火野弥嵩は怪我をしました」

「大変でしたね。湿潤シートで済んでよかったです」

「前回の新月、あちら側で」

　石上が補ほ足そくを加えると、夕渚の下がり眉が戸惑いを忍しのばせる。

「歪みが消えれば、あちら側で負った傷は消えるはずです。戻ってから、あるいは越える前に負った傷では？」

「いいえ。その場に俺もいました。……未だに痛みが残っているようです」

　午前の若い日差しが影を床に縫ぬいつける。緑茶の湯気だけがゆらゆらと立ち上る。

「あいつは何かが違うのかもしれません」

　石上にもまだ曖あい昧まいな表現しか出来ない。

　原因も結果もなく、事実だけが警けい鐘しようを鳴らしている。

　夕渚が備品ファイルを閉じて、石上が置いた湯飲みに急須の茶を注つぐ。

「念のため、注意してください。全員です」

「もし『違い反はん者しや』だとしたら」

　用意していた言葉が、語尾に連つらならず喉のどでつかえる。

　思い出すだけで胃いが上うわ擦ずり、呼吸が浅くなって、心しん臓ぞうが喧やかましく鼓こ動どうを速める。

（あんな思いはもうごめんだ）

　湧わき上がる衝しよう動どうを押し固めて心の奥深くに沈めても、記憶は消えない。

「もし『違反者』だとしたら──」

　夕渚が石上の問いをなぞる。

「『処分』もやむなし……と言わなければなりません」

「了解しました」

　石上は努つとめて冷静に答えて、茶を喉に通した。
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　次の新月まであと三日。

　またあの不ふ可か解かいな世界に引きずり込まれ、歪ゆがみを探す放課後が来る。

　弥み嵩かさは眉み間けんにシワを寄せて、ノートの端はしにペンを突き立てた。

　解決すべき問題点は二つ。

　ユキと稲いな葉ばが一人前の委員と認められる事。

　そして、弥嵩が境きよう界かいを越えない事だ。

　前者は二人にがんばってもらうしかないが、後者はがんばりようがなかった。酸さん素そを吸うなと言われても無理なのと同じである。

（卒業までこうなのか。親の都つ合ごうで転校するとか言ったら、あいつらも合格取り消しにはならないか？）

　長時間考え続けていると、迷走が名案を装よそおってすり寄ってくるからタチが悪い。

（先輩達はいい人だ。相談して……いや、信用はまだ出来ない）

　だが、過去にも弥嵩と同じ体質の生徒がいたとしたら、委員会には対処法が用意されているかもしれない。

（もう少し様子を見て、あとはあの二人次し第だいか。ああもう、早いとこ一人前だかエースだかになれよ）

　弥嵩は嘆たん息そくして、耳に聞こえた英単語に首を傾かしげた。

　今は地学基き礎その時間である。

　気づくと地学基礎の授業が中断している。妙みような沈ちん黙もくの中、隣のクラスから英文を読み上げる声が聞こえる。クラスメイトは皆みな、不ふ思し議ぎそうに教師の浪なみ川かわを見ていたが、その浪川は後方の窓を見ている気がする。

（窓の外に何か立ってるとか言わねえだろうな。やめてくれ）

　歪みだろうと幽ゆう霊れいだろうと、せめてあと三日は大人おとなしくしていてもらいたい。

　弥嵩は横を向くのが嫌いやで興味もない教科書に視線を落としたが、次第に、浪川と数人の生徒が見ているのが窓の外ではない事が分かってきた。

　顔を上げると、誰だれを見ても目が合うからだ。

「火ひ野の。腹でも痛いのか？」

「何で」

「顔色が悪いぞ。保健室行って寝てこい」

「いいよ」

　身体からだの不調は感じていない。弥嵩は本心から答えたが、浪川はぞんざいに相あい槌づちを打って、早く行けと手首から先を振って追い立てる。

　どうやら、弥嵩が出て行かない限り、授業が再開されないようだ。

　そこまで言うなら堂々とサボってやる。

　弥嵩が教科書とノートを机に押し込んで廊ろう下かに出ると、浪川の声が大たい西せい洋よう沿ぞいに気き候こう帯たいを読み上げ始めた。




　目つきが悪いと言われるのは日常茶さ飯はん事じだが、顔色が悪いと言われたのは初めてだ。

　今け朝さは二つ目の目覚ましで起き床しようし、朝食は一人前プラス弟がいつも残す二枚目のベーコンとブロッコリーを食べた。三時間目のコミュニケーション英語の時間に熟じゆく睡すいしたので頭もクリアだ。ついでに天気もよい。

　保健室に行った事にして早めの昼食に出てしまおうか。

　弁当は教室に置いてきたが、売店には温あたたかい弁当を売る自動販売機がある。白米に鰹かつお節ぶしと昆こん布ぶをまぶして海の苔りで蓋ふたをし、上からおかずを載のせただけの簡かん素そな弁当だが、とにかく安い。種類は唐から揚あげ弁当、焼肉弁当、日替わり弁当の三種だ。

　誰だれにも見つからずに食べる場所さえあれば。

　弥嵩が自動販売機の前で思案に暮くれていると、早くも人が近づいて来る気配がする。

　授業中に校内を歩くのは高こう確かく率りつで教師だ。

（くそ、面倒だな）

　弁当を買うのは諦あきらめた方がよさそうだ。ここにいる事情も説明させられるのだろう。

　弥嵩は顔を見る前からうんざりして、いつもの癖くせで目に力を入れ、気持ち低めの位置から睨にらみ上げるように振り返った。

「あ」

　確率の低い方だった。

「本の奴やつ」

「あっ」

「悪い。本の奴、はねえな。オレ、火野。そっちは？」

「……かぐ──」

　彼は声を詰まらせて下を向く。

　弥嵩に樋ひ口ぐち並みの笑顔と話術があれば、彼の緊張を和やわらげる事が出来たのだろうか。究きゆう極きよくの無い物ねだりだ。

「カグヤ？　カグヤマ？　カグラザカ？」

　ずけずけと訊きくしか出来ない弥嵩に、彼はまるで小動物の様に懸けん命めいに頷うなずく。

「カグヤ？」

　彼はまた頷く。

「火野君……」

「ん？」

　カグヤが恐おそるおそる呼ぶので、弥嵩も鏡映しに身構えてしまった。

「授業、は？」

「あー……なんか、保健室行けって」

「保健室」

　カグヤが呟つぶやくのを聞いて、弥嵩は彼もそこへ行こうとしている事に思い至いたった。

「具合悪くもねえのに行ったら、勉強の邪じや魔まになるよな。オレ、教室戻るわ」

　浪川には適当に言ってごまかそう。

「じゃあな」

　弥嵩はすれ違いざまにカグヤの肩かたを叩たたき、脳のう内ないで遠回りをする経けい路ろを描えがいた。特別棟を経由すればそこそこ時間を潰つぶせるだろう。

「待って」

「！」

　カグヤが弥嵩の袖そでをつかんで引き止める。弥嵩はつかまれた方の足を戻して体勢を保たもち、ただでさえ面積の広い白目を更さらに大きく開いてカグヤを見た。

「火野君は邪魔じゃない。怖くない。いい人。オレとも話してくれる」

　カグヤが弥嵩のブレザーの袖を握にぎり、声を震ふるわせながら、真剣な顔で力説する。

　悪人面づらだと言われた回数なら三さん桁けたも間近だが、善人と言われたのは初めてだ。弥嵩は心しん臓ぞうにむずがゆさを覚えて、全身を劇げき的てきにねじりたくなった。

「当たり前だろ。そこにいりゃあ話すよ。普通だ、普通」

「ありがとう」

　弥嵩の大おお雑ざつ把ぱな物言いにも、カグヤは色素の薄い頰ほおをほのかに赤らめて嬉うれしそうに笑う。

　人に喜ばれる機会が、これまでの弥嵩には数えるほどもなかったから、こうして正面から好意を向けられると受け取り方が分からない。

　所在ないが、居い心地ごこち悪くはない。

「火野君」

「保健室行くんだろ。早く行こうぜ」

「うん」

　弥嵩が半身を返すと、カグヤが手を離して笑えみを広げた。




「失礼します」

　保健室の引き戸を開けると、今日は養よう護ご教きよう諭ゆが在室しており、弥嵩を見てちょっと意外そうな顔をした。

「火野弥嵩君」

「はい」

　名を呼ばれるとは思わなかった。少なくとも弥嵩は以前に彼を見かけた事もなければ、名前も知らない。

　存在に説得力のある男だ。と言っても、圧倒的な威い圧あつ感かんや輝かがやかしいオーラを身にまとっている訳ではない。

　白衣と眼鏡めがねが身体からだの一部みたいに馴な染じみ、彼自身が保健室の一部みたいに溶け込んでいる。彼を知らぬ者でも、校内で会えば即そく座ざに養護教諭だと察するだろう。

　弥嵩の姉の同級生と言われても納得する童どう顔がんだが、大らかに微笑ほほえむと、途と端たんに大おお隠いん居きよの老ろう翁おうを彷ほう彿ふつとさせる雰ふん囲い気きがある。

「入って。閉めてください」

　手て招まねきされて、弥嵩が足を踏ふみ入れると、カグヤが傍そばをすり抜け、慣れた顔で大机の椅い子すのひとつに座る。弥嵩は後ろ手に戸を閉めて、保健室へ送られた経けい緯いを説明した。

「顔色が悪いから保健室へ行けと言われました。けど、別にどこも悪くないんで、授業休んだ証明書みたいなのがあるんだったら下さい」

「それじゃあ、少しだけ話しましょうか」

　養護教諭が白い丸椅子を自分の近くに引き寄せ、座面を叩たたいてみせる。

「カウンセリングとかも要らないスけど……」

　弥嵩は予防線を張りながら、見るからに固い丸椅子に腰を下ろした。

　養護教諭が眼鏡の奥で目を細めた。

「幻げん想そう風紀委員会、顧こ問もんの夕ゆう渚なぎ太た一いちです」

「は？」

　丸椅子がガタンと音を立てるのを聞いて、弥嵩は無意識に立ち上がった事を自覚した。しかし、それもやけに遠い感覚だ。意識は夕渚に集中して混乱の寸前にある。

　確認しなければならない事が目白押しだ。

「顧問？」

「はい」

「その話、ここでしていいんスか？」

「心配しないで。一通り、話は通っています」

　そうだったのか。弥嵩は腑ふに落ちて、カグヤを見やった。

　カグヤは控ひかえめに微笑み返す。

　養護教諭が委員会の顧問ならば、保健室で勉強する彼には事情を話しておかねば不ふ便べんもあるだろう。思い返せば、弥嵩と樋口が保健室を訪おとずれた時、カグヤは何も聞かずに気を利きかせて退室していた。

「早く言ってくれよ」

「すみません。顧問と言っても大人おとなは境きよう界かいを越えられないので、手を出せないなら口も出さないのが私の主義です。部外者がしゃしゃり出ると話がこんがらがるでしょう？」

「はあ……」

　弥嵩は生返事をする間に情報を整理して、丸椅子に座り直した。

「え？　大人は境界を越えられないって言ったか？」

「もちろんです。でなければ、どうして生徒だけを危険な目に遭あわせられますか」

「あー、何というか」

　弥嵩は語ご尾びを濁にごした。

　大人は境界を越えられない。

　つまり、弥嵩の厄介な体質にも終わりがあるという事だ。どこから大人とみなされるかは分からないが、仮に選挙権で言えば、卒業までには解放される。

　今まで不ふ透とう明めいだった行く先に光が差して、弥嵩は途と端たんに晴れやかな気持ちになった。

「火野君？」

「えーと、あんな非常識な厄やつ介かい事ごとに付き合わされて今いま更さらそんな常識的な話されても、はあ、って感じッス」

「それもそうですね。いや、今のは私の罪悪感を正当化しただけです」

　夕渚はのんびりした口く調ちようで、あけすけに自じ戒かいする。

「先生もいい人」

　カグヤが小さな声で言葉を挟はさむ。

「そうだな」

　弥嵩も同意すると、夕渚がハハと笑った。

「生徒にそう言われてしまうと立つ瀬がありませんね。ラウンジの段ボールがしばらく騒さわぎになったでしょう？」

「はい」

　ユキが触さわって四散させた段ボール箱だ。

「境界の向こう側とこちら側は鏡の中と外みたいなものです。あちらで破は壊かいされたものはこちらでも破は損そんします。もし、君達が『歪み』を取り締まってくれなかったら、今頃、体育館はどうなっていたか分かりません」

「まさか」

　弥嵩は大おお袈げ裟さだと笑い飛ばしたかった。だが、出来なかった。

　段ボール箱の変化がこちらへ投影された以上、向こうで建物が倒とう壊かいすればこちらの建物も倒壊するのだろう。

「昔は帰る前に置いた物が別の場所に移動している程度だったのですが、近年、校則の改正に伴ともない、校内に持ち込まれる『記き述じゆつ』に際限がなくなりました」

　ユキも似たような事を言っていた。

「スマホですか」

「そうです。それで、向こう側から持ち帰った物質で委員バッヂを作って、境界を越える手立てとしました。つながりが通路になるそうです。対たい症しよう療りよう法ほうですが」

　これまでに聞かされた、断だん片ぺん的てきだった情報が統合されていく。

『歪み』を正す事の重要性。

　原因は解明されておらず、範はん囲いも不明。だからこそ、目の前の異常を取り締まらなければならない。

「行ける奴らで止めないと危ねえってのは分かりました」

　弥嵩が端たん的てきに答えるのを静かに聞いて、夕渚は膝ひざに手を突き、頭を下げた。

「頼みます」

　先生に頭を下げられるなどかつてない事で、返答に困る。そんな弥嵩の心情を見抜いてか、夕渚は笑顔で上体を起こし、さり気なく話を変えた。

「ところで、火野君は誰だれから──」

　何を聞こうとしたのか、夕渚が話題を継ついだ瞬しゆん間かん、カグヤが呼びかけてきた。

「火野君。人が来るよ」

「！」

　弥嵩は振り返って耳をそばだてた。夕渚も話を中断して首を伸ばす。

　遠くに聞こえた足音は、徐じよ々じよに複数重なり合う慌あわただしい音に変わって、引き戸がガラリと開けられた。

「失礼します」

「先生、ハードルでこけた」

　青いジャージを着ているから一年生だろう。弥嵩が一組の教室の前を通った時に無人だったのを思い出す。ハーフパンツの裾すそからのぞく膝は血の赤と土の黒茶が混じり、端から乾いて動くと白い砂がパラパラと落ちた。

「それじゃあ、まずは傷口を抉えぐっている砂を取り出さないといけませんね」

　夕渚の、おっとりした物言いとは裏腹に凄せい惨さんな表現が、生徒達の顔を青くさせる。

「お前らが走る直前に怖い話するから」

「なあに？　これは何の音？」

「やめろー」

　怪け我がをした生徒はすでに涙目だ。

「オレ、戻ります」

「またゆっくりいらっしゃい。放課後ならお茶を出しますよ」

　夕渚は言って、保健室の利用証明書に時間を書き入れ、判を押す。

「どうも」

　弥嵩はそれを受け取り、カグヤにも口の形だけで礼を言った。怪我人を見て蒼白になっていたカグヤは、僅わずかに顔色を戻してぱたぱたと手を振った。
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　新月の放課後は、ひっそりと二度目を数えた。

　不意に生徒の姿が消え、外の音が聞こえなくなる。窓からの景色が紫がかった靄もやに覆おおわれ、校こう舎しや内ないは建物自体が発光しているみたいにほのかに明るい。

　弥嵩が二階のラウンジに向かうと、ハヤテとユキと稲いな葉ばが集まっていた。

「ミカちゃん、お疲れー」

「ッス」

　弥嵩がハヤテに挨あい拶さつを返すのを聞いて、ユキがぴょこんとはねた。

「どうしたの、ミカサ君。今回はちょっとやる気だね」

「ねえよ」

「元が地の底を這はっていたからな。たとえミクロ単位でも、マイナスがプラスに転じれば世界に訪おとずれた驚きよう異い的てき変化に感じられるだろう」

　稲葉の生き真ま面じ目めな言い方は回りくどくて、概おおむね皮肉にしか聞こえない。

「驚異で悪かったな」

　弥嵩が不平を鳴らすと、ユキと稲葉はそろって眉まゆを持ち上げる。

「ちょいとお兄さん、これは本気のやる気ですよ」

「ふむ。どういった心しん境きようの変化か解かい釈しやくは困こん難なんだが、何事も好意的に当たるのは効こう率りつ的てきかつ有ゆう意い義ぎだ」

「ふざけんな。オレはやりたくもねえのに、お前らが──」

「ミカサ君！　ストップ、そこまで、てぃーぴーおー！」

　口を衝ついてがなり返す弥嵩を、ユキが早口で制する。稲葉はすでにミカサの腕うでをつかみ、止まらなければ実力行使も厭いとわぬ構えだ。

「何の話？」

　尋たずねるハヤテはにこにこと笑って、話が聞こえた様子はない。

　弥嵩はユキと稲葉の安あん堵どに同調した。柄がらでもないとすぐに思い至って、稲葉の腕を乱らん暴ぼうに振りほどくと、稲葉が眼光を鋭するどくして返す。これでいい。

「ミカサ君とタケル君はすぐに戯じやれるから困っちゃう」

「誰が犬だ」

「火野が活動に慣れたようだと話していただけです」

「誰が」

　いちいち反はん駁ばくせざるを得ない事を言うのはやめてもらいたい。弥嵩が睨にらむと、ユキが茶化すような悲鳴を上げてハヤテの背に隠かくれる。

　ハヤテは弥嵩の威い嚇かくの盾たてにされても柳やなぎに風で受け流して、朗ほがらかに笑った。

「タケ君の言う通りだよ。ミカちゃんが好きだな、楽しいなって思えるなら一番じゃない」

「はあ……まあ、人に喜ばれるのは、悪くねえのかなって」

「へえー？」

　ハヤテの肩口からユキがからかう笑みをのぞかせる。可愛かわいいのは髪かみに結ゆった黄色のリボンだけだ。

「忘れろ」

「人間にリセット機能はないんだよ、ミカサ君」

「うるせえ」

　知った風に言うユキに、弥嵩は超速で怒ど鳴なり返した。ユキは何を言ってもへこたれる様子がないから、弥嵩もつい手加減を忘れてしまう。

　弥嵩がそれを思い出したのは、ユキが瞬間的に血けつ色しよくを失ったためだった。

　強く言い過ぎた。弥嵩に照れがあったから、ことさら頑かたくなに突っぱねた自覚がある。しかし、謝るのも据すわりが悪い。

　弥嵩はユキから顔を背そむけて、自然と眉根が寄るのを感じた。

　ユキだけではない。ハヤテと稲葉も表情を消して弥嵩を凝ぎよう視ししている。

　そこまで敬遠されるほど強い言い方をしただろうか。弥嵩が我わが身を振り返って途方に暮れていると、ユキがだらりと下ろしていた腕を引き上げて、人差し指を伸ばした。

　丸く磨みがいた桜さくら貝がい色いろの爪つめが、その先に弥嵩をとらえる。

「ミカサ君、それ」

「あ？」

「首のトコ……」

　顔色ばかりか、ユキの声からは彼らしい抑よく揚ようが失われ、別人の様だ。

　弥嵩はシャツの襟えりから指先を入れて、自身の首に触ふれてみた。少し硬い喉のど仏ぼとけ、筋すじ張ばった首筋、脈みやく打うつ動脈、何も異常は来きたしていない。

　ユキが震えるように頭かぶりを振る。

　弥嵩は中庭に面した窓の前に立ち、ぼんやりと映る自分の鏡きよう像ぞうに目を凝こらした。

「な……んだよ」

　何事もないではないか、と言いたかった。

　窓に映った弥嵩の首の右側に黒いインクの様なものが付いている。

　気づいた時はほとんど点に見えていたが、何の汚れかと訝いぶかり、見つめている間に、影が伸びるようにじりじりと動いて、一センチほどのごく短い線になった。

　それは時間をかけて、また一センチ、長さを伸ばす。

　見えないペンで線を引かれているかのように。

「何なんだよ、これ」

　弥嵩は指先で首をこすってみた。が、線は落ちるどころか、かすれもしない。

「襟に汚よごれが付いているのではないか？」

「ねえよ。──多分」

「見せてみろ」

　他人が首元に触れるなど条件反射で寒気がするが、状況が状況だ。堪こらえて立つ弥嵩の襟を、稲葉がつかみ、裏返して調べる。

　結果は、彼の表情を見れば聞くまでもなかった。

「図書室で僕が読んだ限りでは、こんな『記述』は覚えがない」

「ずいぶんと限定された範はん囲いだな」

　入学して一月では、読める冊数も高が知れている。

「確かに。恥はずかしながら、まだ三分の一ほど残っている」

「すげえな」

　思った以上に読んでいた。弥嵩は手の平を返して感心した。そのペースなら今月中にも読破出来るだろう。

（そういや、言ってたな）

　先月、狼おおかみに遭そう遇ぐうした時の事を思い出す。

『もっと色々な本を読んでおけば』

　該がい当とうする記述を提案出来ず、稲葉は悔くやしそうに独白していた。

　歪みが記述から発生するならば、対象の限定には情報量が物を言う。稲葉は悔くいて、実行し続けた。彼の努力を垣かい間ま見みた思いだ。

　卒業まで耐えれば終わるのだと知ったばかりだが、彼らが委員会のエースとやらになるのはもっと早いかもしれない。そうなれば、弥嵩の様な体質への対処法を探さぐる余裕も生まれる。喜ばしい事だ。

　弥嵩が表情豊かであったなら、頰ほおをほころばせていたところである。

「君にそう言われると、どうにも……そんな話は今はいい。問題はこれがどういった現げん象しようで、何が起きようとしているかという事だ」

「『おにんぎょさん』だよ」

　振り払うように言った稲葉に答えたのは、ハヤテだった。

「うわあん、ソウ君先輩！　ぼく、考えないようにしてたのに」

　ユキが涙声で抗こう議ぎする。

「倉くら岡おか。樋口先輩。ご存じなのですか？」

「定期的に流は行やる怪かい談だんだね」

　稲葉に答えるハヤテの声は明るさを装よそおいきれていない。

「俺にも聞かせてくれ」

「サクヤ先輩！　来てたんですね」

　渡り廊下の出口にサクヤの姿を見つけて、ユキが安あん堵どの色を浮かべた。

「特別棟にいたのでな。ついでに校内を見て回って来た」

「サクちゃん、変な音は聞かなかった？　大丈夫？」

「それも怪談か？」

「……うん」

　ハヤテの隣の椅子に、サクヤが腰かける。ハヤテが逡しゆん巡じゆんし、弥嵩に気き遣づかうような視線を投げかけるのを見て、ユキが皆の視線の中心に飛び込んだ。

「都市伝説だよ。ある小学校で起きた実話だって言われてる」

「それはおかしくないか？　都市伝説というのは、まことしやかに流る布ふされ、信しん憑ぴよう性せいを帯おびただけの作り話だろう」

「タケル君。都市伝説の『実話が元に』は、おとぎ話の『昔々』みたいなものなの」

「成なる程ほど。了解した」

　ユキに諭さとされて、稲葉が引き下がる。ユキはハヤテの向かいの席に座り、彼が話すものと決めつけて膝の上に手をそろえた。

　ハヤテは、それじゃあ、と前置きして椅子の上で居住まいを正した。

「おれが最初に聞いた話をするね。ある小学生の男の子が習字の時間に墨すみをこぼしてしまったのが始まりなんだって。倒れて流れ出した墨は、隣の席の女子が乾かしていた半紙と、前の席の男子の筆箱にかかった。女の子はビックリして泣いちゃって、男の子の筆箱には大好きな野球選手に書いてもらったサインが入っていた」

「大事なもんなら学校に持ってくんなよ」

「致し方あるまい。小学生にも自じ己こ顕けん示じ欲よくは備そなわっている」

　弥嵩の口を衝ついて文もん句くが出るのを、サクヤが宥なだめる。

「次の日から、その子は誰とも口を利いてもらえなくなった。女子は何とかちゃんを泣かせたと言って結けつ託たくし、男子は筆箱を汚された子がちょっとした事で強く当たるようになって、周りが面おも白しろがって便びん乗じようするって感じだった」

「おい、ハヤテ。やり過ぎじゃないか？」

　今しがた弥嵩を宥めたサクヤが、眉み間けんのシワを凝こり固まらせて異い議ぎを唱となえた。

「サクちゃん、作り話だよ」

「む、そうだった」

「高たか原はら女じよ子しで流行ったバージョンとかもっとえげつないからね」

　流石さすが、ハヤテと言うべきか。高原女子は隣駅の女子校だ。語られる学校によって細部が異なるというのが、いかにも口伝えの噂うわさらしい。

「クラスで孤こ立りつしたその子に、お母さんは人形を買ってくれた。学校で一人でも、帰ってきたらこの子と家族がいるから大丈夫。クラス替えまでの辛しん抱ぼうよって」

「……嫌いやな予感しかしないのですが」

　稲葉が苦々しさを飲み込むみたいに、薄い唇くちびるを真一文字に引く。

「その日、小学校ではグループに分かれる授業があった。その子はどこのグループにも入れてもらえないと分かっていたから、鞄の中に秘ひそかに人形を入れていった」

「だから、大事なもんを学校に持って来んな」

「まったくだ。奴らに見つかりでもしたら、ただでは済まんぞ」

　弥嵩と稲葉が話の中の小学生に憤いきどおると、話の先を知っているのだろうユキは白しらけた目を向け、ハヤテが申し訳なさそうに微苦笑をする。

「人形は前の席の子に見つけられました」

「馬ば鹿か野や郎ろう」

「言わん事ではない！」

「女子は気味悪がって眉をひそめ、男子は嘲あざ笑わらって人形を放り投げ、蹴け飛とばした。顔が変だと言って頭をむしり、腕が長いと笑って両腕を引きちぎり、足が細いと貶けなして両足をねじ切った。胴どう体たいはロージンバッグみたいだと、何度も地面に叩きつけられた」

「あああ、普通に殴なぐりたい」

「人類の風上にも置けん」

　ハヤテの話に弥嵩と稲葉が熱いきり立つと、呼応するようにユキの表情が冷めていく。

「……何この熱ねつ闘とうホラー実況。ねえ、サクヤ先輩」

「うむ、許せんな」

「あ、こっちもだった」

　一人だけ落ち着いているユキが、アウェイ感に負けて引き下がった。

「ハヤテ。それからどうなった？」

「バラバラになった人形はどこかに隠されて、その子もクラスからいなくなった。翌朝、空からになった席が片づけられ、転校したらしいと噂になったけど、本当は行方ゆくえ不ふ明めいなんだって。以来、放課後遅くまで学校に残ってると出るんだ」

「あいつか」

「人形を捜さがしているのですか？」

　ハヤテは弥嵩に頷うなずき返し、稲葉の問いには左右に首を振って答える。

「ぽた、ぽたと水音を滴したたらせて、墨でいらない部分に線を引いて言うんだ」

「いらない部分？」

　弥嵩は首元に手をやった。

「『長い腕はちぎってやろう。細い足はねじ切ってやろう。おかしな頭はむしり取ってやろう』」

「！」

　全員が一いつ斉せいに、弥嵩の首を見る。

「いらなくない！」

　弥嵩は話の中の小学生に反論した。

　ユキやハヤテに比くらべたら容姿は劣おとるし、稲葉やサクヤほど知識を蓄たくわえてもいないが、見も知らぬ子供に不要と決めつけられる筋合いはない。

「彼に遭あって、生きて帰った者はいない。身体を引きちぎられて翌朝には行方不明になる。残忍な鬼の所業から、鬼業おにんぎよさんと呼ばれるようになった」

「お人形さんではなかったのですか」

　呟いた稲葉は耳の後ろまで真まっ青さおだ。

　弥嵩は線が引かれた辺りを指先で擦こすった。

　指に墨は移らない。窓に映すと、線はまた一センチほど伸びている。

「歪みを正して、元の話通りにするとしたら……」

　弥嵩の鼓こ膜まくに『生きて帰った者はいない』というフレーズがこびりついている。

　物語は、正しくまっとうされなければならない。

「おれ達が全員死なないと終わらない？」

　沈ちん黙もくが絶望を伴ともなって、弥嵩に重く、重く圧のしかかった。
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　ユキがブレザーとシャツの裾を一緒くたにたくし上げ、華きや奢しやな脇腹を露あらわにした。

「ぼく、腰だ。このしなやかなくびれのどこが不満な訳？」

「僕は足だ。鍛きたえ方が足りないとは思っていたが、やはりまだ細いか」

　稲葉がズボンをまくり、両足の膝ひざ上うえに引かれた線を親指で擦る。

　ハヤテは襟えりをはだけて引っ張った肩に、サクヤは両足の付け根と腹に線が確認された。

「つまり、胴と足が短いと」

「おれは右腕だけだ」

「どこに『歪み』があるのか、或あるいは、生きている俺達がいる事自体が『歪み』なのか。おにんぎょさんとやらに遭ってみない事には分からんな」

　サクヤはいくらか不服そうに、だが冷静に言ってシャツの裾を下ろす。

　冷静さは頼もしい。だが、悠ゆう長ちようすぎはしないか。

「何で平然と調べてるんですか。このままだとオレ達全員、死ぬんですよ？」

　弥嵩の訴うつたえに、ハヤテと稲葉は手を止めて首を傾かしげる。

　理由はユキが教えてくれた。

「戻れば生き返るでしょ」

「何が？」

　弥嵩はユキの言う意味が理解出来なくて、聞き返す言葉も杜ず撰さんになる。

　ユキも、弥嵩の疑問が理解出来ないという顔で、口を大きく開け、一語ずつはっきりとこう言った。

「こちら側で負った傷は、帰れば消える」

「は？」

「試験の時に、倉岡の足が治るのを見ただろう？」

　稲葉に言われて、弥嵩はようやく思い出した。

　弥嵩が背負わなければ立てもしなかったユキが、試験終了後には一人で歩き、一人で着替えに行ったのを弥嵩も見ている。

「ミカサ君だって、エリアボスに殴られても帰ったら無傷だったでしょ。自分で言ってたじゃない」

　言った。

『最弱みたいに言うのやめろ。こんなん無傷だ』

『そりゃそうだよねえ』

　弥嵩は無傷も同然と言ったつもりだった。ユキの答えも、弥嵩が張った見み栄えに乗って茶化したのだと思っていた。

　誰が言葉通りだと思うだろう。傷が消える訳がない。

　弥嵩はブレザーとシャツ、更に中に着たＴシャツを脱ぬいで、裸はだかになった上体をひねり、肩越しに自身の背中を確かめた。

「うわ」

　ユキが顔をしかめる。

　稲葉が茫ぼう然ぜんと弥嵩の背中を見つめる。

「火野。なぜ君の背には打だ撲ぼく痕こんが残っている？」

「知らねえよ」

　他に答えようがない。弥嵩はこれが普通だと思っていた。

「サクちゃん。知ってた？」

　ハヤテが訊きき、皆みながサクヤに答えを求める。

　サクヤは少し考えるように目を伏せ、切れ長の目の端はしから弥嵩をとらえた。

「ミカサ。委員バッヂはどうした？」

「あ……あります。付けてないだけで、ポケットのどれか、いや、鞄に」

「では、誰から引き継いだ？　委員バッヂは前任者から推すい薦せん代がわりに渡されるはずだ」

「…………」

　元幻想風紀委員だった三年生か卒業生。そのどちらも弥嵩は知らない。

「裏の刻こく印いんを見れば分かる。バッヂを出せ」

「バッヂは、今は」

　弥嵩は言い淀よどみ、黙もくするより他なく下を向いた。

　気の利いた噓うそもごまかす言い訳もまるで浮かばない。サクヤの厳げん格かくな佇たたずまいが賢さかしい歪みを許さない。

「見せる必要ないですよね？　オレがここにいる事自体が証しよう拠こだ」

「見せたくない理由があるのか？」

「ない……いや、そうです。見せたくないんです」

　弥嵩は上うわ面つらで話をつなげて、追及を逃のがれる言い訳をひねり出す事に頭をフル稼か働どうさせた。

　最悪の場合、弥嵩の体質はばれてもしかたない。生まれ持った性質など不ふ可か抗こう力りよくだと言い張れる。

　だが、ユキと稲葉はどうなる。

　合格が取り消しになるだけならいい。

　委員会から除名されたら。二度と試験を受けられなくなったら。

「ミカサ。理由を言え」

「言いたくありません」

「……『違い反はん者しや』ならば『処分』する」

　サクヤの一ひと際きわ、厳しい物言いと強い単語に、心しん臓ぞうをつかまれた感覚がした。

「処分？」

　顔を上げた弥嵩の視界に、紺色のハイソックスが駆かけ込んだ。

「ごめんなさい！」

「馬鹿。お前っ」

　弥嵩の制止を遮さえぎって、ユキが謝罪の言葉を継いだ。

「ミカサ君は悪くないんです。試験の時にミカサ君もいて、ぼくが受験者のフリをしてって頼みました」

「なぜ、そんな事をした？」

　糾きゆう弾だんするサクヤに、ユキは深く頭を下げ、絞しぼり出すような声で答える。

「ミカサ君がいなかったら、ぼくは合格出来なかったから……」

　長い髪の間から、ユキが歯は嚙がみをするのが見えて、弥嵩は咄とつ嗟さに目を逸そらした。他人が見てはいけないと思った。

「僕も合格が取り消される事を危き惧ぐし、黙っていました。申し訳ありません」

　稲葉がユキに並んで頭を下げる。

「やはりそうか」

　サクヤは嘆たん息そくして、自身のブレザーの襟をつまむ。くすんだ銀色のバッヂが風紀の飾り文字を傾けた。

「委員バッヂは境界間をつなげ、通り道を維い持じする栞アンカーの役割を果たす。俺達はバッヂを外し、双そう方ほうのつながりを断たつ事で傷を存在ごと消す事が出来るが、ミカサには切り離す標しるべがない。常にこちら側とつながっている状態だろう」

「サクちゃん、それって前に」

「……今は現象の把は握あくに専念する。三人の処しよ遇ぐうは一いつ旦たん保留だ」

「はい」

「すみませんでした」

　ユキと稲葉がしおらしく返事をする。ユキは長いまつげの下に瞳ひとみを隠していたが、切り替えるように顔を上げると、声に力を籠こめた。

「サクヤ先輩。バッヂがなかったらミカサ君は？　『おにんぎょさん』の記述では、迷い込んだ人間が死なないと正しい話にならない。けど、ミカサ君は」

　声がつかえて続けられないユキの、言葉の先を稲葉が引き継ぐ。

「帰っても生き返らない可能性が高い」

「そんなのやだ！」

「僕に言われても困る。火野を生きて帰したいのは僕も同じだ」

　ユキと稲葉が意見を違たがえてもいないのに喧けん々けんと言い合う。

（変な感じがする）

　弥嵩は首元から腕を下げ、心臓の上辺りにゴリゴリと拳こぶしを押しつけた。

　弥嵩が死ななければ自分達も帰れないというのに、ユキと稲葉がそれを許さない。利用し合うと言ったではないか。

（何だよ）

　弥嵩は拳を胸むねに当てた。重い振しん動どうが心臓に響ひびき、骨ほねを伝って脳のうを揺ゆらす。

「せめて頭以外なら、最後に遭そう遇ぐうさせ、戻ってすぐ蘇そ生せい処置を施ほどこせるかもしれないが」

「それだ。別の場所に変えてもらおう」

「どうやって？」

「うーん……ミカサ君、頭も顔も結構そこそこだよって説得する」

「足を引きちぎられながらか」

　稲葉が眦まなじりを痙けい攣れんさせる。

　現実的ではない。ユキが言っているのは願望であり、無理を通す非道理だ。

「やだ」

　ユキは腹をさすり、押し殺した声をこぼしたかと思うと、弥嵩の腕をつかみ、綺き麗れいに磨いた爪をシャツの袖に食い込ませる。赤らむ目元を歪ませて、中空を睨む彼の眼まな差ざしに宿るのは雄お々おしい悔しさだ。

「ミカサ君を置いていくのは、絶対にいやだ」

　細い指が弥嵩の皮ひ膚ふを締めつけて、決して離すまいとする。

（もういい）

　弥嵩は冷たい空気で肺はいを満たし、二人の間に割って入ろうと口を開いた。

「オレが──」

「方法はある」

「！」

　ハヤテの言葉に、四人の視線が鋭く集中する。

「と思う」

　ハヤテは気弱に一言付け足して、空から咳せきで表情と共に声こわ音ねを引き締めた。

「おれ達は誰からこの話を聞いた？　おれに話した子達は？　一人も生き残っていなければ、詳しよう細さいが伝わっている事実と矛む盾じゆんする」

「生存者がいなければ話は広まっていない。そこを突く訳か」

「詭き弁べんだけどね」

　ハヤテの苦笑いに、サクヤは一呼吸、

「『歪み』にならなければ充分だ」

　ユキと稲葉の表情が幕まくを開けたみたいに明るくなった。

「それやりましょう。そうしましょう」

「どうすればいいですか？」

　二人がハヤテに詰め寄る。

「まずはおにんぎょさんを捜して、生者おれたちがいる以外に『歪み』がないか確かめないと」

「言わずもがな『歪み』を正すのが最優先事じ項こうだ。仮に捕つかまってやられても、委員バッヂがあれば必ず生き返る事は保証する」

「おれ達、何度か死んでるもんね」

　ハヤテが笑顔で空そら恐おそろしい事を言う。

「ミカサ」

　サクヤの混じり気のない瞳がまっすぐに弥嵩を捕ほ捉そくする。

「帰りたくば、何が何でも生き延のびろ。この話には『翌朝』が存在する。夜が明け、世界が成立したとみなされるまで隠かくれ続けるんだ」

「……っ、はい」

　迫せり上がる吐と息いきを抑おさえ込んだ喉元で、墨がまた線を刻きざんだ。
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　小学生とかくれんぼをして、確実に見つからないのは鍵がかかる部屋。それから、小学生の身長、腕わん力りよくでは探せない場所である。

　四人が校舎に散って時間を稼かせいでくれている。

　弥嵩は職員室のキーストッカーで音楽室の鍵を取り、聴ちよう覚かくに細心の注意を払って柱の陰かげから陰へと移動した。渡り廊下は隠れる場所がなく肝きもが冷えたが、駆け抜けてしまえばあとひとつ階段を上るのみだ。

　弥嵩は無事、音楽室の前に辿たどり着き、ドアノブを引いて扉が開かない事を確認してから、鍵穴に鍵を挿さし込んだ。入っておにんぎょさんと鉢はち合あわせしたら逃げ場がない。

　扉は閉まっていた。中には誰もいない。

　鍵を回すと金属が嚙み合う手て応ごたえがして、ドアノブが僅わずかに下がった。

　刹せつ那な、

「──ぐあッ！」

　苦く悶もんに引き裂さかれたような悲鳴が遠くで響ひびく。

　弥嵩は反射的に取って返しかけ、理性でドアノブを握にぎり締めた。

　彼らは生き返れる。非常識な現象は、狼の時に目の当たりにしたではないか。サクヤとハヤテは経験済みだと言うのだから間違いない。

　弥嵩は扉の隙すき間まから身を滑すべり込ませて内鍵を回した。

　音楽室は全てのブラインドが下りて、楽器を暗くら闇やみに匿かくまっている。この中に紛まぎれてしまえば、瞬しゆん殺さつは回かい避ひ出来るだろう。鍵を壊こわして入って来られても、室内を捜している隙に廊下に出れば走って引き離せる。

　弥嵩は考えて、ホワイトボードと同じ並びに備そなえつけられた扉に目を留めた。

　音楽室の鍵かぎ束たばを見ると、似たような鍵が三本、輪にくぐらせ連つらねてある。

　弥嵩は一本を挿してみたが鍵は挿さるだけで回らない。最後の一本を試ためしてみると、今度は拍ひよう子し抜ぬけするほど滑なめらかに回転して、埃ほこりっぽい空気が弥嵩の鼻先をかすめた。

　そこは八はち畳じようほどの小部屋だった。

　窓はなく、暗さに慣れた目でも調度品の縁ふちを辿たどるのが難しい。それらが楽器を保管する棚だと分かったのは、古い木と油の匂いで噎むせ返っていたからだ。

　楽器に馴な染じみのない弥嵩には、小鳥の羽根で骨をくすぐられているようでそわそわする。

　上うわ靴ぐつの底を擦すりつけて床を確かめ、棚の段を指でなぞって直進すると、対面にもう一枚、扉があるのが分かった。

　Ｌ字形のドアノブは手を置くだけで下まで下がる。鍵はかかっていない。

　弥嵩は扉に耳を当て、何も聞こえない事を確認してから、扉を押し開けた。

　視界が通って呼吸が楽になる。

　扉の奥は事務机と作業台を置いた一室に続いており、左手の扉から廊下に出られるようだった。管理ファイルなどから察するに、授業の準備室らしい。

　楽器倉庫の小部屋にいれば、どちらかの扉が開けられた時に、反対側から逃げられる。

　弥嵩は準備室から廊下に出る扉の施せ錠じようを確実にして、楽器倉庫の小部屋に戻り、棚の陰にしゃがんだ。立っていた方が機き敏びんに動けるが、先々に備そなえて少しでも回復しておきたかった。

　音を鳴らして自ら居場所を知らせるような愚ぐを犯おかさぬよう、スマートフォンのアラームを全て切った。時計は文字化けして、存在しない時刻を示している。

　弥嵩は気味が悪くなって、接せつ触しよく面積を最小に抑おさえ、人差し指の先で電源をオフにした。

（皆はどうなった？　夜明けまであと何時間ある？）

　気き忙ぜわしく思考が回転する。

　本当に夜は明けるのか。弥嵩が生きていて、四人は帰れるのだろうか。

　帰らなければ生き返れない。

　帰らなければ。

　どのくらいそうしていただろう。無音の暗がりでは自分の鼓こ動どうしか時を刻む手がかりがない。弥嵩はしっかりと呼吸を落ち着けて、固くなった膝を緩めようと壁に手を突いて立ち上がろうとした。

　手の平に触れる感触が冷たい。壁より摩ま擦さつが弱く、皮膚が汗で張りつく感覚がする。

「窓……？」

　弥嵩は顔を近づけて、そこに映る自分の姿の明めい瞭りようさに息を吐はいた。

「鏡か」

　入学式で校歌を演奏した音楽部員の姿勢の良さは、弥嵩の記き憶おくにもまだ新しい。鏡を使用して立ち居姿から練習しているのであれば納得がいく。

　吐いた息で鏡が白く曇くもる。鏡に触れる部分がひんやりとして気持ちがいい。

　鏡や楽器に残る日常の痕こん跡せきが、あたかも平和な学校に戻ったかのように錯さつ覚かくさせた。

（怪談だっていうなら、鏡から帰れればいいのに）

　弥嵩は考えて、失笑した。

　ずいぶんと毒されたものだ。

　入学前は本や映画と縁えん遠どおく、姉きよう弟だいが買った雑誌を気き紛まぐれにめくる程度だった。登場フイク人物シヨンの言動を、感情の機き微びを、彼らに起きる出来事を、自分の中でどこに位置づければよいのか分からなかった。

　今は少し分かる。

　簡単な話だ。

　弥嵩はこれまで、現実ノンフイクシヨンに存在する人間にすら興味を持てないでいた。

　睨まれたら睨み返す。

　殴られたら殴り返す。

　与えられたものを鏡映しに返すだけだ。

　ユキの様に好意を向けられて、稲葉の様に異なる言葉を交こう互ごに投げ合い、サクヤの様な自分にない強さに圧倒されて、ハヤテの様に見えていなかった横顔を見せる。

　カグヤの様に怯おびえて、打ち解とけて、仏ぶつ頂ちよう面づらに笑顔を返してくれる。

　それらは鏡には出来ない。

　自分と自分以外。

　彼らとの間を隔へだてていたガラスが砕くだけ散り、平面だった鏡の世界は見渡す限りに広がって、弥嵩も多くの人間の一人になった思いがした。

　彼らは存在する。意志を持ち、願いを抱いだいて存在している。

　弥嵩は体内に満ちる感覚の名前が分からなくて、この幻まぼろしの様な熱をただひたすら逃のがすまいと指を握にぎり込んだ。

「うえっ？」

　自分の声を聞いてから、声が出ていた事に気づく。弥嵩は身体をことさらに硬こう直ちよくさせ、耳を澄すました。

　幸さいわい廊下は静まり返っている。おにんぎょさんには聞かれなかったらしい。

　弥嵩はホッとして、しかし気は抜けず、右手に触れるそれに恐るおそる左手を伸ばした。

　気持ちの悪い感かん触しよくだ。

　乾かん燥そうした繊せん維いが指に絡からみつき、外はずそうと振り払うと、手の甲こうにまで静電気でぺったりとまとわりつく。

　腹をくくって繊維の根元をまさぐると、僅かに湿しめって柔やわらかい物が指先に触れた。弥嵩が知る中では、認めたくはないが、ネズミの死し骸がいに最も近い。

「ちゃんと掃そう除じしろよ、音楽部」

　弥嵩が恨うらみ言ごとを吐いて、その毛足の長さに眉をひそめた時だった。




　カタ、カタカタ。




　硬こう質しつな物体が小こ刻きざみに振動するような音がする。

　弥嵩が息を詰めた瞬間、扉がけたたましく叩かれて、壁伝いに楽器ケースが揺れる。

（来た）

　弥嵩は気配を殺してゆっくりと立ち上がり、目を凝こらして二枚の扉の方向を一いち瞥べつした。

　叩かれているのは音楽室の扉だ。

　弥嵩がいると確信して侵しん入にゆうしようとしているのか、手当たり次し第だいに探し回っているのかは分からない。分かるのは、見つかったら終しまいだという事だ。

　鏡に身を寄せ、指をかけて襟首を下げると、弥嵩に引かれた黒い線は喉仏を横切り、うなじへと回り込んでいる。

（下書きは充分、か）

　扉を叩く音とドアノブをでたらめに回す音がひっきりなしに響く。

（奴が音楽室に入ったら、準備室を抜けて廊下に出る。全速で走って別の部屋に隠れる）

　夜が明けるまで逃げきる。

　常じよう軌きを逸いつした速度で扉を鳴らす、狂きよう気きじみた噪そう音おんが耳を攻め立てる。聞いている弥嵩までおかしくなりそうだ。

（諦めろ。消えてなくなれ。違う、オレが逃げるんだ。走る準備だ）

　聴覚から押し潰つぶされて停止しかけた脳を奮ふるい立たせ、弥嵩はＬ字形のドアノブに手をかけた。

　扉が破られたら開ける。

　侵入してくる音に紛れて外へ出る。

　早くても遅くてもいけない。鬼自身の動きを目め眩くらましにして気配を隠す。

　弥嵩は音の質が変わる一瞬に集中した。




　────




　変化は思いがけない形で起きた。

　扉を叩く音がぴたりとやむ。軽い足音が逃げるように走り去る。

　突然訪れた静せい寂じやくに、空気が張り詰めて耳鳴りがする。

　まさか。これは。

　弥嵩が信じられない思いで様子を窺うかがっていると、直じきに人の声が聞こえてきた。

　話している内容は聞き取れない。不特定多数の声が重なり、笑い合って静寂しじまを和やわらげる。聞き慣れた雑音が微温ぬるま湯ゆに浸つかるみたいに耳に馴な染じんだ。

　弥嵩は慎しん重ちように準備室側の扉を開けた。

　楽器を保ほ護ごするため、遮しや光こうブラインドを下ろした窓は暗かったが、廊下に続く扉に視線を転じると、隙間から明るい光が漏もれている。

　光は薄うつすらと室内を照らして、鏡に反射し、楽器倉庫の小部屋をぼんやりと明るくする。

（朝だ……）

　耐え抜いた。

　弥嵩は恐おそろしい夜が終わった事と、明るい中で見えたのがネズミの死骸でなかった事に心から安堵して、光に縁ふち取どられた扉の鍵を外した。

　扉を開けると眩まばゆいほどに廊下が明るい。

　帰って来られた。

　皆も生き返る。

　弥嵩は準備室から廊下に踏み出して、鼓こ膜まくに突き刺ささる声を聞いた。

「ミカサ、出て来るな！」

　遠くから響いたのはサクヤの警けい告こく。

　眩しさに目が慣れて、廊下の輪りん郭かくが像を結ぶ。

　スピーカーから雑ざつ踏とうの喧けん騒そうが流れて、弥嵩の鼓こ膜まくを白々しく撫なでる。天てん井じように埋うめ込まれた電でん灯とうはひとつ残らず煌こう々こうと廊下を照らしているが、窓の外は未いまだ紫がかった靄の中だ。

　音楽室の扉を背に立つ弥嵩の行く手を阻はばんで佇む、幼おさない人影。

「オレより知能高いじゃねえか」

　嚙み締めた弥嵩の奥歯がギリと軋きしむ。

　鬼おにが口元を歪めて妖あやしく笑った。
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　鬼は、緑色のハーフパンツを穿はいていた。

　左胸に星を象かたどったワッペンを貼り付けたラガーシャツの中で、身体が泳いでいる。

　膝は擦り剝むけ、両手は泥どろまみれ。頰には煤すすが付き、それが目め尻じりから顳顬こめかみまで引きずられて黒々とした線を描く。長い前髪の影と相まって、白目が不自然に浮いて見えた。
















　サクヤの姿はなく、声はもう聞こえない。彼は足と胴体に線が引かれていた。

　吐き気がこみ上げた。

「おにんぎょさん。ボクのおにんぎょさん」

　メトロノームの様に細い首を左右に倒して、鬼が虚うつろに歌を紡つむぐ。

　濡ぬれた髪から水滴が散る。

「おにんぎょさんが見つからない。首はどこ？　腕はどれ？　身体はいくつ？　足は何？」

　鬼の独どく白はくは先へ行くほど破は綻たんして、本来の意味を見失う。

「これは、オレの頭だ」

　弥嵩が自身の鎖さ骨こつに親指を立てて言い放つと、右へ倒れた鬼の首が、更に右へ右へと傾いて、ほとんど九十度の角度から丸い目で弥嵩を撫で上げた。

「おかしな頭。怖いお顔。そんな首はいらないでしょ」

　まるで処刑宣告だ。

　鬼の頭が勢いよく引き起こされる。反動で左に傾いた頭を、ネジを巻くみたいにキリキリと起こす。

　腕力勝負に持ち込めば、押さえつけられないだろうか。弥嵩は彼の手首をひねるイメージを思い描き、すぐに自ら打ち消した。

　出来るものならサクヤがやっているだろう。相手は人体を引き裂さく鬼だ。

　打つべきは逃げの一手。

　鬼が立つのは廊下のほぼ中央だ。右へ避よけるか。左の方が若じやつ干かん広いか。弥嵩はあらゆる隙を探して、彼の腕がどこまで伸びるかを目測した。

　鬼が右手を開くと、手の平を染める赤が指先に溜たまって粘ねん着ちやく質しつな雫しずくを落とす。

　誰の血か考えるだけで胸が悪くなって、弥嵩は焦しよう点てんをずらし、その先で最悪の事実に気が付いた。

「お前が持ってる……腕、か？」

　弥嵩が指差すと、鬼は気だるそうに左手を持ち上げて、指を緩める。

　握られていたのは作り物の小さな腕だ。縫ぬい目がほつれて飛び出した綿わたが泥水を吸い、支えを失くした腸はらわたの様に項うな垂だれている。

『おれは右腕だけだ』

　弥嵩の耳じ朶だにハヤテの声が甦よみがえった。

　話では小学生の人形は見つからなかったはずだ。しかし、鬼は人形の腕を持っている。

（『歪み』だ）

　元の話とは異なる、特異点。

　歪んだ物語は境界を歪めて人を引きずり込む。

　正さなければならない。

（腕を取り上げる）

　弥嵩は後しり込ごみしそうになる自身を焚たきつけ、鬼を見み据すえた。

　鬼が人形の腕を撫でる。頰を寄せて慈いつくしむ。

（こいつからあの腕を取り上げる）

　歪みを正して物語が元に戻ったら、彼はようやく見つけた腕をも奪われる。

　所しよ詮せんは他人だ。

　物語の中の存在しない人物だ。

　けれど、弥嵩は知ってしまった。

　鬼はここにいる。感じて、考えて、悲しんで、苦しみ続けている。

「……っ」

　膝下がすくみ、くずおれそうになるのを、弥嵩は腿ももを殴りつけてごまかした。

　鬼が充じゆう血けつした瞳をこちらへ動かした。

「ミカサ君！」

　声が先に階段を駆かけ上がってくる。廊下に飛び出したのはユキだ。

　彼は鬼を見るや、スカートを翻ひるがえして急停止し、腹回りを両腕で抱きかかえるようにして押さえた。

「来るなよ」

「だって……階段でサクヤ先輩が、し、た、倒れてて、タケル君も……で、この廊下だけ明るかったから」

　悪い予想が的中した訳だ。

　鬼は皮膚が引きつれるほど首を回して、ユキとミカサを交こう互ごに見み遣やる。じっくりと時間をかけて眺ながめる様は品定めをするかのようだ。

　ユキは鬼に見られる度に身体をこわばらせていたが、鬼が再び弥嵩の方を向くと、意を決したように目尻を釣つり上げる。そして、ブレザーの手首からみかん色のシュシュを引き出し、長い髪を後頭部でひとつにまとめた。

「ぼくが引き止める。ミカサ君は逃げて」

「ダメだ」

「どうして」

「こいつ、人形の腕を持ってる。『歪み』だ」

「えええ！」

　ユキのわめいた声が耳みみ障ざわりだったのか、鬼は突かれたように振り返ると、ユキに狙ねらいを定めて床を蹴けった。

「どうせなら全部集めて成仏しといてよお」

　ユキが悲鳴まじりに走り出す。

　鬼が後を追う。

　弥嵩は一瞬、足踏みした。

　迷ったのではない。昔テレビで見た、血けつ痕こんを検出するルミノール試験に似ている。ユキの言葉が弥嵩の脳を通ると、記憶の断片が光って浮かび上がるように反応した。

（全部集めて？）

　話を聞いて、弥嵩は鬼となった子供が復ふく讐しゆうをしているのだと思った。自分の人形にされた非道を、無差別な対象にくり返す。際限のない報復行動だ。

　だが、人形と同じ目に遭わせたいのなら、頭と四し肢しを全て引き抜く方が自然ではないだろうか。──そんな嫌いやな自然もあったものではないが。

　更に引っかかったのはハヤテの腕の印しるしである。

　稲葉とサクヤが両の足に印を付けられたにもかかわらず、ハヤテだけはなぜか、一方の腕しか狙われなかった。

　現れた鬼は、人形の腕を片方だけ持っていた。

　苦笑いをするハヤテの顔が浮かんで消える。

『高原女子で流行ったバージョンとかもっとえげつないからね』

　弥嵩は楽器倉庫に取って返し、それを拾い上げた。







　ユキは特別棟三階の行き止まり、非常階段の前に座り込んでいた。

　ブレザーの袖が切り刻まれ、手の甲は爪つめ痕あとが皮膚を裂き、赤く腫はれ上がる。

　ユキは上靴の爪先で床を押して後あと退ずさりしたが、防火扉に背後を阻まれて身動きが取れなくなった。

　墨で汚れた鬼の靴下が距離を詰める。

「短い胴体。弱い胴体。そんな身体はいらないでしょ」

「ねえ、待って。その腕、ちょっとだけ見せてくれない？」

　ユキは血の気の引いた顔で笑みを作り、鬼に呼びかけた。

　鬼が上体を引いて上を向く。

　ユキが笑顔を張りつかせ、固かた唾ずを吞のんで返事を待つ。

　鬼は身体を前に倒す勢いを載せて、右手の爪をユキ目がけて振り抜いた。

「だよね！」

　ユキが涙声でわめいて身構える。

　弥嵩は走って来た速度そのままに二人の間に飛び込んで、身体の前に図録を立てた。

　鬼の爪が図録の背表紙を削けずり取る。

　危なかった。準備室で目に入って拝借したが、これがなかったら、もしあと三センチずれていたら、弥嵩の脇腹が鬼に抉られているところだった。

「な……何で来るのさ。ミカサ君の馬鹿！」

　鬼が飛び退って距離を取る。怯んだのでない事は、次に備える動作で分かった。

　助走を付けて飛び込んで来る気だ。

「ミカサ君。逃げて」

　ユキの声が震えている。

「巻き込んでごめん。ぼくが引き止めるから。逃げて。ごめん。試験の事、黙っててくれてありがとう。ごめん。ごめんね」

　いつもの明るさや身勝手さは影もなく、意を決したユキの声音が精せい悍かんに響く。

　そんな顔も出来たのか、と弥嵩は変な感心をしながらその一切を退けた。

「後にしろ」

「後って、だってミカサ君は……」

「おい」

　弥嵩はユキへの説明を後回しにして、鬼に呼びかけた。

　人の声を校内放送で流し、廊下を明るくして誘おびき出した彼だ。知能はある。

　弥嵩は自身の首に左手を添えてみせた。

「欲しいのはこんな首じゃねえだろ？」

　失敗しても、夜が明けなくとも、ユキ達四人は戻れるのだから損そんはない。弥嵩は反対の手でポケットのそれをつかんで、鬼から見えるように差し出した。

　乾いた繊維が汗ばんだ指にまとわりつく。繊維の根元は柔らかい肌色で、黒いまん丸の目玉と低い鼻、大きく笑ったフェルトの口が貼りつけてあった。

　楽器倉庫の小部屋で見つけた、人形の頭だ。

「頭。おにんぎょさんの頭」

　鬼が爪を剝き出しにしていた手を裏返して、手の平を上に向ける。

　襲った人間の四肢を引き抜かず、ハヤテの腕に一本しか印を付けなかった理由。

　鬼が人間を襲うのは、復讐のためではない。

　彼は長い腕が欲しいのだ。

　おかしな頭が欲しいのだ。

　人形のパーツが足りなくて、いらないだろうと言って奪うのだ。

「残りも一緒に捜してやる。だから、もう代わりを集めなくていい」

　弥嵩が彼の手に人形の頭を載せると、見上げた鬼の顔に光が当たって、瞳に色が差し、表情が稚いとけなくほどける。

「見つからなかったら？」

「見つかるまで捜す」

「それでもなかったら？」

「一緒に謝る」

「！」

　鬼だった子供が目を瞠みはる。

　弥嵩は不ふ思し議ぎだった。

　人形がなくなった事は悲しいだろう。だが、もしもいくら捜しても見つからなかったら、弥嵩なら家に帰って持っているフリをする。実際、弥嵩が姉から借りた辞書をなくした時は、ばれて張り倒されるまで明日返すと言い続けた。

　彼はそう出来なかった。

「人形を持たなくても、お前は家に帰れる」

　彼が人形をなくしたと言えない相手は一人しかいない。

「お母さん、怒らない？　泣かない？」

「大喜びでおかえりって言うに決まってんだろ」

　子供の小さな手が、人形の残骸をかき抱いだく。

「うん」

　両目から溢あふれた涙が顔に付いた墨を流して、丸い頰からぼたぼたと雫を落とした。

　弾けるような音が響いて廊下が夜よ闇やみに沈んだ。
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　電灯が火花を散らしてショートしたかのようだった。

　数すう拍はくの後、防火扉上方の非常灯が緑の光を湛たたえ、弥嵩とユキに互いの姿を視認させる。

「……ミカサ君、名乗らなかった。ダメだよ、ちゃんと教えて、自覚させないと」

　ユキは茫ぼう然ぜんとして、目先と口先と思考の上うわ澄ずみだけでぼんやりと言葉を発しているのが分かった。

「怪我は？」

　弥嵩が詰め寄ると、ユキは我に返ったように慌てて切り裂かれた袖をまくる。

　ユキが笑顔の横に腕を並べて見せた。

「治ってる！」

　手の甲から裂れつ傷しようが消えている。

「帰れた」

「ラウンジに行こう」

　ユキに腕をつかまれて振りほどく余力もなく、弥嵩は彼に連れられるまま階段を下り、渡り廊下を駆け抜けた。

「倉岡。火野」

「タケル君！」

　ユキが稲葉に飛びついて歓かん喜きの声を上げる。彼は更にサクヤの無事な姿を見ると、とうとう、耐えきれなくなったように笑顔を崩し、声を上げて泣き出した。

「よかった。生き返ったあ」

　ユキは二人の遺い体たいを直じかに見たのだろう。弥嵩を助けに来たと言い、来るなと叱しかりつけながら、本音ではさぞや怖かったに違いない。

　サクヤも流石に表情を緩めて、裾がちぎれたＴシャツを脱ぎ、制服のシャツとブレザーに着替える。成程、無機物は元に戻らないため、ラウンジに置いて行ったらしい。

　稲葉がユキを宥める。

　そんな二人を見て、ハヤテは誰よりも優しい笑みで安堵していると、弥嵩は思った。

　ところが、ハヤテは幽ゆう霊れいの様にひっそりと佇んでいる。彼は離れた所からユキ達を見て、神妙な面持ちで口を開いた。

「サクちゃん」

　ハヤテに名を呼ばれ、サクヤがネクタイを結ぶ手を止める。

「おれ、まだ死んでなかった」

「何？」

　サクヤの怪け訝げんがる声音に、稲葉とユキも尋じん常じようならざる空気を察する。

　ハヤテの整った顔が苦しげに拉ひしやげた。

「夜は明けてない」

　稲葉が息を吞む。

　サクヤが身を翻す。彼は鋭えい利りな眼光でユキと弥嵩を射い抜ぬき、声を荒あららげた。

「ユキ、ミカサ。何をした」

「えっと、どう言えばいいか、あの、突然の事で」

　ユキが曖あい昧まいな表現をつなぎ合わせて前置きを引き伸ばす。

「ミカサ──」

　サクヤが弥嵩を睨ねめ上げる。

「『記述』を歪めたのか」

「はい」

　答えるが早いか、弥嵩の背中に痛みが走り、呼吸が寸断される。サクヤに胸むな倉ぐらをつかまれ、壁に叩きつけられたのだ。意識が状況に追いつき、胃の腑ふが浮く感覚がした。

「お前は、物語をねじ曲まげる事がどれだけ危険か分かっていない」

「永遠にさまよって、無意味に無関係な人間を殺し続けるのが正しいんですか」

「それがあの話の正しい形だ」

「けど、言ったじゃないですか。学校によって違うって。だったら、家に帰れた話があってもいい」

　非現実も現実も、人は人だ。

　弥嵩は、歪んだ話に囚とらわれている彼を助けたいと思ってしまった。

　視線で貫つらぬくサクヤの双そう眸ぼうを、弥嵩は真まっ向こうから睨み返した。

　弥嵩が上体で胸倉をつかむ拳を押し返すと、サクヤは左手で弥嵩の首を鷲づかみにし、弥嵩が面食らった隙に腕を絡め取る。弥嵩は自分の身体がどちらを向いているかも把は握あく出来ないうちに、後ろ手に締め上げられた。

「痛いって！」

「火野弥嵩を拘こう束そくする」

　頭上からサクヤが迷いない口調で告げた。

「火野」

「ミカサ君」

　上体を折られた体勢では稲葉とユキの顔は見えないが、戸惑いは嫌というほど伝わる。

「サクちゃん、何もそこまで……。物語をねじ曲げるのは危険だけど、現実に、都市伝説は人から人へ伝わる間に変化するものだ。ミカサ君が考えなしに動いたのではない事は考慮されてもいいんじゃない？」

「それだけではない」

　サクヤの足が、弥嵩の周囲にある椅子や鞄を用心深く遠ざける。

「あちら側とつながり続けられるのは、あちら側の人間だ。過去、こちら側の人間と入れ替わり、逃とう亡ぼうを謀はかった事例もある」

「……そうだったね」

　ハヤテの顔が曇り、内からにじみ出すように面差しが険けわしくなる。

「そんな事がまかり通るのですか？」

「本当だよ。おれ達の先輩の先輩はその『違反者』に連れ去られた」

　困惑する稲葉に告げられた事実が、事態の深刻さを浮うき彫ぼりにする。

「ミカサ君が、すでに誰かと入れ替わってるって事ですか？」

「！　オレは生まれた時からオレだ」

「奴もそう言った。自分の記憶を改かい竄ざんして、自身をも欺あざむいてな」

　サクヤの手に力が籠もる。弥嵩は思わず身をこわばらせた。弥嵩の前ぜん腕わんに布越しに爪が食い込む。

「穏おん便びんに対処するつもりだったが、記述を歪める禁を犯した以上、野放しには出来ない」

「野放しって……」

　弥嵩の疑問に、もはや、答えは返されない。

「我々は幻想風紀委員会だ。『違反者』を取り締まり、『処分』を決行する」

　それは、真実を歪める敵へ向けられる名乗り。

「ごめんね、ミカちゃん」

　謝る優しい声音に反してハヤテの手は固く、弥嵩の自由を絶望的にした。
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　現代日本でこのような無体が許されるのだろうか。

「っざけんな」

　弥嵩は生き成なりの帆はん布ぷ袋ぶくろを床に叩きつけた。

　袋から水のペットボトル、チョコレート、断熱シートに簡かん易いトイレが転がり出る。

　入ってきた鉄てつ扉ぴにはドアノブがない。

　四方にコンクリートの壁がそそり立ち、天てん井じようは眩暈めまいを覚えるほど高く、遙はるか上方で天井に埋うめ込まれた電灯の光がかろうじて床まで届いていた。

　これだけの高さを地上に確保すれば、塔とうの類たぐいにならざるを得ないだろう。学校の敷しき地ちでそういった施し設せつは見た事がないから、この部屋は地下深くか、校舎の壁の中に塗ぬり込められていると考えられる。

　弥嵩は壁に耳を当ててみたが、気が遠くなるほど何も聞こえない。

　大声を張り上げて助けを求めるか。しかし、地下だとしたら無む駄だに体力を消しよう耗もうする事になる。

　どうにかして鉄扉をこじ開けられれば最善だが。弥嵩が拳で鉄扉を叩いてみると、お情けのように音がするだけで、扉自体はびくともしなかった。

「拘束？」

　弥嵩は部屋を振り返り、鼻がつかえるほどの狭せまさに寒気を覚えた。

　どう考えても普通ではない。まともに考えれば犯罪だ。

　同時に、周しゆう到とうに準備された異様な部屋の存在が、弥嵩がした事と存在の危険性を物語っていた。

　もし弥嵩が境界を越えた『違反者』だとして、記述を書き換えるために委員になりすましているとしたら、歪みを取り締まる彼らにとっては敵性人物だ。

　更に、そうだった場合、本物の火野弥嵩がどこかに囚われている事になる。

　火野弥嵩じぶんを守り、救うための行動だと理解出来るから、閉へい鎖さ空間にいらだちはしても、責める気持ちになれないのが歯は痒がゆい。

　弥嵩が委員でない事を初めに明かしていれば。

　人形を捜す子供に構わず逃げておけば。

「チッ」

　弥嵩は拳を鉄扉に打ちつけた。

　それらが分かれ目だったと思いはしても、後こう悔かいが出来なかった。

　鉄扉に留まる残ざん響きようが果てしない無音を慰なぐさめる。

「────」

「？」

「今の音──君じゃ──」

　残響ではない。人の声だ。

　弥嵩が飛び退って重心を落とすと、鉄扉に小石を当てるような音がして、外から呼びかける声がした。

「ミカサ君。そこにいる？」

　切せつ羽ぱ詰つまった物言いでも、どこか明るい彼の声だ。

「ユキ？」

「いた。タケル君、いたよ」

「稲葉もいるのか」

　弥嵩は鉄扉に額ひたいを寄せ、耳に集中した。

「どうやって来た。ここは校内なのか？」

「場所は」

「倉岡。火野の容疑が晴れぬ以上、いかなる情報も与えられるべきではない」

　稲葉の声がユキの言葉を遮さえぎって大きくなり、鉄扉に近づいたのが分かった。彼の生き真ま面じ目めさは時々、辛しん辣らつだ。

「火野は受けた傷が治る事を知らなかった。まあ、実際に治らなかったのだが」

「知る訳ねえだろ」

「治らないと思っていながら、攻撃を受ける役を引き受けた。結果としては、君以外の人間が務つとめた方が合理的ではあったのだが」

「わざわざ嘲わ笑らいに来たのかよ」

「僕には、君が何かを企たくらんでいるとは思えない」

「！」

　いきなり手の平を返すのはやめてほしい。

　否いや、彼は初めからそのつもりで話していたのだろう。稲葉は放心する弥嵩に構わず──弥嵩の姿そのものが見えていないのだが──淡たん々たんと話し続ける。

「従って、君が出られるよう尽じん力りよくするという倉岡に手を貸す事にした」

「ぼくだけが助けたいみたいに言わないでよ」

「助けたくないのか？」

「う」

　聞き返した稲葉の声に皮肉が含まれていたならば、ユキもいつもの軽口で返せたに違いない。純じゆん粋すいに疑問を示す真面目な声音に、ユキは珍めずらしく声を詰まらせた。

「だって、ミカサ君、馬ば鹿かなんだもん」

「あ？」

　言うに事欠かいて、雑な八つ当たりをしないでもらいたい。弥嵩は扉を睨んだが、当然見えていないユキはしれっと言い返してくる。

「不良で喧けん嘩か大好きですっていうならまだしも、完全にただの世渡り下べ手ただし。トゲトゲして人嫌いかと思いきや、単なる口下手だし。目つき悪いけど、よく見ると童どう顔がんだし」

「そういう事を、口に出して言うんじゃねえよ」

　改めて分析されると恥はずかしくなるではないか。

「嫌な奴だったら、利用するだけしてポイッてしてやったのにさ」

　ユキの口調から揶や揄ゆが消えて、物もの憂うげな音が吐と息いきに混じる。

「……馬鹿はお前だ」

「ひどい！」

「サクヤ先輩にばれたらどうなる。オレを拘束する時、微み塵じんも迷わなかった人だぞ」

　弥嵩は二人を突き放し、現実を思い出させた。

　彼は尋じん常じようではない。

　所属部が格闘技ではないにもかかわらず、喧嘩慣れした弥嵩より拳を振るうのに躊ちゆう躇ちよがなかった。同学年のハヤテより境界周りの現げん象しように詳くわしく、毅き然ぜんとした態度には肝きもの据わった信念を感じる。

　だから弥嵩も一目置いたし、保ほ護ごの名目はあれど、こうして容よう赦しやなく拘束されている。

　押し黙った弥嵩に、ユキが探るような声音で話しかけた。

「先輩ね、中学生の時から委員をしてるんだって」

「放課後わざわざ高校に来て？」

「そ。お兄さんが委員をしてたらしいよ」

「すげえ納得した」

　ハヤテとの間に知識量の差があって当たり前だ。キャリアに最大で三年のアドバンテージを持つ事になる。

「オレを警けい戒かいする訳だ」

「これまでにも何度か、色々あったみたい。詳しくは教えてもらえなかったけど、『事故だ』って。冷たい目してた」

　想像以上に根が深い。弥嵩に味方などしたら、ユキと稲葉は試験のやり直しでは済まなくなるのではないか。

「オレに構うな。お前らまでこっち側に入れられたら面倒だ」

　弥嵩は冷静に至し極ごくまっとうな意見を述のべたつもりでいた。

　ところが、数秒の沈黙の後に返されたのは、稲葉のやけに滑かつ舌ぜつのいい声だった。

「火野。君と一緒にしないでもらおう。僕は飽あくまで規き約やくの範はん囲い内ないで手を講じるつもりだ」

「言い方が腹立つんだよなあ」

「お互い様だ」

　一歩も退ひかずやり返す稲葉を、まあまあと宥めるユキの笑い声が漏れ聞こえる。

　稲葉が気を取り直すように咳払いで前置きをした。

「異変を示すより、異変がない事を証明する方が非常に困こん難なんではあるが、情報は数に物を言わせるのが有効だ。数量をそろえれば精査が叶う」

「は？」

「ミカサ君を知ってる人達に、ミカサ君はミカサ君か訊くの」

　稲葉の難解な説明と、ユキの要点の上澄みだけ濾こしたような説明を合わせて、ようやく何となく彼らの意図が見えてくる。

　弥嵩が誰とも入れ替わっていないとする証言を集め、疑いを晴らそうと言うのだ。

「まず家族でしょ。友達とか、よく話す人を教えて」

「話す奴……浪なみ川かわ？」

「先生じゃん」

　ユキの感情のこもった声は、言外でまでも雄ゆう弁べんに語る。

「普通に話す相手だろ。いるよ。保健室で勉強してるカグヤって奴と、あと──」

　弥嵩は勢い込んで言い返し、言葉の先を口にする直前で目を見開いた。

　あと。

　腕を持ち上げ、前に伸ばして、人差し指の先を鉄扉へ向ける。

　入学して、最もよく話し、腹を割っているのは彼ら二人だ。近づく事すら禁止されているだろうにこんな所まで来て、弥嵩を助けようとしている。

　いつの間にか、友達みたいだった。

「ミカサ君？」

　見えなくてよかった。

　弥嵩は下ろした手をポケットに突っ込んだ。

「あと、クラスの席が近い奴は話した事がある」

「了解した」

　稲葉が真しん摯しに頷く。

「ミカサ君はミカサ君だって、ぼく達が証明してあげるからね」

　ユキが言って、外から鉄扉に拳を当てたのが音で分かる。

　弥嵩は再び腕を伸ばし、扉越しに拳を重ねた。
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　ユキは廊下に誰もいない事を何度も確認して、秘密の入り口から校内に舞い戻った。

　あちら側での時間の流れに統とう一いつ性せいはない。

　不ふ穏おんな小学生に追いかけられて、ユキは夜中じゅう走り回った心持ちでいたが、現実の太陽はまだ沈んで間もなく、外ではナイター照明の中、野球部員が校庭にトンボをかけて均ならしている。

　歩を急ぐと、ブラウスの破れた袖を隠すために羽は織おった薄手のカーディガンが暑い。足早に下校する数人の生徒がユキのスカートを見て振り返ったが、彼らも部活ではユニフォームを着るのだから放っておいてもらおう。

　ユキの代わりに、稲葉が先輩らしき生徒達を気き遣づかって会え釈しやくをした。

「ぼくらが入学して最初の新月は試験の前日だ。もしあっち側の『違反者』が『火野弥嵩』と入れ替わったなら、そこしかない」

「あの日、火野は一度、学校を出ている。試験前に心を落ち着けようと外周を歩いていた時に遭遇した」

　稲葉が歩幅を広げてユキと並ぶ。

「ミカサ君はそのまま帰っていれば、境界を越える事もなかった？」

「おそらく。学校へ引き返し、倉岡に会うまでの間に何かがあったはずだ」

「じゃあ、その前後で変わったところがないか聞こう！」

　保健室にはまだ灯あかりが点ともっている。

　ユキは稲葉と視線を交かわし、入り口の引き戸を全開にした。

「失礼します」

「はい、はい。よろしくお願い致します」

　夕渚は電話をしているようだった。彼はユキ達の姿を認めると、電話機にお辞じ儀ぎをして、受話器を置いてから椅子を回してこちらへ向けた。

「倉岡君、稲葉君。今日はお疲れ様でした」

「お電話中、申し訳ありません」

「ごめんなさい」

　稲葉が恭うやうやしく頭を下げるので、ユキも隣で小さく首をすくめて謝った。

　夕渚は緩かん慢まんな動作で頭を下げ返して、にこりと笑った顔を上げる。

「一年生は帰って大丈夫ですよ。火野君の事は、先生と先輩方に任せてください」

「その件で、お伺うかがいしたい事があります」

　稲葉が切り出す語尾に乗り上げて、ユキは気き忙ぜわしく夕渚に尋ねた。

「カグヤ君の連絡先が知りたいんです」

「誰です？」

　前のめりになっていたユキは、想定していたどの答えとも異なる疑問を返されて、慌てて説明を付け足した。

「保健室登校をしてる生徒です」

「今年はまだ、ここに来ている子はいませんよ」

「しかし」

　稲葉の横顔にも焦りがにじむ。夕渚は一向に思い出す様子がない。

　どういう事だ。

「保健室で勉強してるって……話を聞きたいんです。友達なんです」

　ユキは、弥嵩の、と言いかけてすんでのところで踏み止まった。

「カグヤ君、ですか。たまたま保健室で居合わせたのでは？」

　夕渚は元々とぼけたところのある人だが、知っていながらごまかしている雰囲気ではない。彼はパソコンを立ち上げて生徒名めい簿ぼを開くと、三学年分のファイルに検けん索さくをかけた。

『かぐや』『かぐ』共に該がい当とう件数はゼロ。

『か』から始まる名字にも名前にも、それらしき文字列はない。

「名簿に載っていないだと？」

　稲葉が愕がく然ぜんとして、画面上に何度も視線を往復させる。

　保健室のテーブルに添えられた、座る者のいない椅子が、人一人分引かれている。

　ユキの足元から悪お寒かんが這い上がった。
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　稲葉とユキは、カグヤと話が出来ただろうか。

　彼と話して、弥嵩の何が証明されるとも思えないが、稲葉の言うように証言の数を集めれば、弥嵩が弥嵩である事が──或あるいは、弥嵩が弥嵩でない事が明白になるかもしれない。

　家族。教師。クラスメイト。

（オレが興味を持たなかったのに、オレに興味を持ってくれってのも虫のいい話だ）

　弥嵩は失笑して、ひっくり返した帆布袋の中身を集めた。全て袋に収めて、ペットボトルだけを手の中に残す。

「睡すい眠みん薬やくとか盛もってねえだろうな」

　蓋ふたをひねった感触では未み開かい封ふうだった。鼻を近づけても妙な匂いはしない。

　弥嵩が臆おく病びような子犬みたいに水と睨み合っている時だ。




　ギギギ。




　金属が擦こすれ合う音が響く。

　鉄扉だ。




　ガリガリ、ギギ。




　引っかかり、時折、耳みみ障ざわりな摩ま擦さつ音おんを引きずって、ある瞬間に打ち当たる。

　弥嵩の処しよ遇ぐうが決定したのだろうか。ユキと稲葉は間に合わなかったのか。

　弥嵩はペットボトルを床に置き、いかに恐ろしい裁さい定ていが告げられても、無ぶ様ざまな顔は見せまいと覚悟を決めた。つまらない意地である。

　鉄扉が外側へと開く。

　薄暗がりから部屋の照明の下へと顔をのぞかせたのは、委員会の誰でもない。

　弥嵩は安堵と驚きで膝から力が抜けそうになった。

「カグヤ」

　彼もまた、不安と安堵をないまぜにして、鉄扉にすがりついていた。

「火野君が閉じ込められてるって聞いて」

　彼本人が来てくれるとは思わなかった。

　茫然とする弥嵩に、カグヤは背後を気にしながら駆け寄り、手を取る。

「行こう、早く」

　カグヤに手を引かれて、弥嵩は閉まる鉄扉の隙間をくぐり抜けた。




　部屋の外は鉄扉の目の前まで上り階段が迫っていた。一段の幅が狭せまく、高低差が大きい。階段は十段ごとにぼんやりとした照明を埋うめ込んで折り返し、六回、向きを変えたところで壁に行き当たった。

　カグヤが壁に手の平を付けて右へスライドさせる。現れたのはまた壁だ。

　同じようにして二枚目の壁をずらすと、見覚えのある部屋に出た。

　職員棟二階の進路資料室である。

　カグヤは廊下に出て、ラウンジを通り過ぎ、まっすぐに階段を目指した。

　彼はユキと稲葉に話を聞いたのだろうか。尋ねかけて、弥嵩は質問を飲み込んだ。

　本人の了りよう承しようもなく友達と伝えた事が、今になって気恥ずかしく思えてくる。一緒に弁当を食べた事もない。遊びに行った事もない。

　数度、会って、話した。それだけだ。

　それだけだが。

　カグヤが弥嵩の手を引いて階段に差しかかる。

　下におりれば昇しよう降こう口ぐちだ。

（ここ、カグヤと初めて会った場所）

　閉鎖的な部屋から外に出られる事も、カグヤが連れ出してくれる状況も、数分前までは考えも及ばなかった。夢でも見ているような非現実感が弥嵩の神経を鈍にぶらせて、階段を数段上るまで、それがおかしな事だと気づけなかった。

　外へ出るなら昇降口に下りなければならない。

　弥嵩の視線は上を向いており、見上げた踊り場に鏡が佇んでいる。

「どうしたの、火野君？」

　足を止めた弥嵩に、カグヤが尋ねる。彼の顔も、声の調子も至って平生通りで、違い和わ感かんがない事がかえって場にそぐわない。

　カグヤの右足が踊り場を踏み、動かない弥嵩の腕を引く。

　抗あらがえない。強い力にカグヤの意志を感じて、彼の言動に齟そ齬ごを覚えた。

「何で上に行くんだ？」

「彼らは君を閉じ込める。火野君はいい人なのに。ひどい事だ。悪い人だ」

「言ってる意味が」

　分からないが、考える余裕がない。

　弥嵩は崩れた膝を突いて、左手で階段の縁をつかんだ。

　渦うずを描く水流に飲み込まれたみたいだ。

　弥嵩の身体は抵てい抗こう虚むなしく引きずられ、手足に力を入れている実感すら得られない。

　カグヤは踊り場で折り返さず、壁に向けて直進する。

　壁に据えられた鏡に弥嵩の姿が映り込む。床に膝を立て、一人で腕を上げている、何とも奇き妙みような格かつ好こうだ。

　カグヤが映っていないからだ。

　カグヤが、弥嵩を見て微笑む。

　弥嵩は初めて彼を見たのが鏡越しであった事を思い出して、意識が眩くらみ、拒こばむ力が手足から抜け落ちた。

「カグヤ」

「行こう、火野君」

　弥嵩の足が床から離れた。

「ミカサ君！」

　耳の傍で声が聞こえて、弥嵩は自分が尻しり餅もちを突いている事に気が付いた。

　稲葉が弥嵩の胴体に腕を回して捕とらえ、ユキが腕にぶらさがって全体重をかけている。

　カグヤの手が離れている。

「火野君」

「！　カグヤ」

　弥嵩は彼の姿を捜して顔を上げ、先ほどまで映っていなかったカグヤが、鏡の中にいるのを見つけた。まさに言葉通りの意味だ。

　カグヤは鏡の中にしかいなかった。

「何で？　どうして、いないのに鏡に映るの？」

　ユキが声を上うわ擦ずらせる。稲葉が訝いぶかしげに鼻筋にシワを寄せたり伸ばしたりして眼鏡の角度を変えるが、無論、見え方は変わらないだろう。

　カグヤが疎うとましそうにユキと稲葉を見据える。

「火野君」

　弥嵩は声が出ない。何と答えればいいのか分からない。

　カグヤが内側から鏡の表面に触れると、指先から波は紋もんが広がって、鏡に映る階段の直線を歪ませた。

「君が呼んでくれたから、この鏡から外に出る事が出来た。君がオレに鏡の外を見せてくれた」

「ミカサ君？」

「オレが、いつ──」

　弥嵩は聞き返す途中で問いを収めた。考えるより目の前に答えがある。

　忘れ物を取りに戻り、昇降口へ下りようとした時だ。

　本が落ちていて、見上げると鏡にカグヤが映っていた。

『自分で取りに来いよ』

　弥嵩は声をかけて、本を手すりに置いた。

「言った」

「火野」

　稲葉が啞あ然ぜんとした声で叱しつ責せきする。

　弥嵩が境界を越えたのは、その直後だった。

「オレがいたからカグヤは外に出られて、カグヤがいたからオレはそっち側につながり続けた？」

「つながりやすくなっていた、かな」

「つまり、火野を境界の栞アンカーにしたのだな」

　稲葉が歯嚙みする。

「火野君はそちら側に映ったオレを見て、話しかけてくれた。こんなの普通だって」

　カグヤが目を細めて微笑ほほえむ。

「一人は寂さびしい」

「カグヤ……」

　弥嵩は膝を伸ばして立ち上がった。

　陽が落ちた校内に差す月明かりは白く、カグヤの影を儚はかなくする。鏡に反射した月光が床に光の道を敷く。

　その光を遮るように、稲葉の長身が二人の間に立った。

「お前をこちら側に干かん渉しようせしめているのは火野と起点の鏡、両者であると理解した。つまり、鏡を割れば出口、あるいはお前自身を消せる可能性が高い」

「消す……。そうだね」

　ユキが愁しゆう眉びを顰ひそめて、その面差しから感情を切り離す。

　稲葉はカグヤに見せつけ、そして己おのれを鼓こ舞ぶするように委員の腕わん章しようを引き上げた。

「我々は、幻想風紀委員会だ。規約に従い、『違反者』の『処分』を──」

「！　やめろ」

　弥嵩の一ひと際きわ、大きな声が、稲葉とユキを振り返らせる。

　カグヤも驚いたような顔をしている。

　弥嵩自身、まるで他人の声を聞いたみたいに、後から自分の口を衝ついて出たのだと理解した。カグヤの危き機きを察知して、考えるより感情が先に動いた。

　きっと、これが弥嵩の本心だ。

「人形の頭を見つけてオレに渡したのはカグヤか？」

　カグヤは、弥嵩が見ていた自分を鏡像の様に言い表した。カグヤの本体が飽あくまで鏡の中にあるのだとしたら、破は裂れつした段ボール箱と同じ原理で説明がつく。即すなわち、あちら側で物を動かせばこちら側の同じ場所に反映される。

「本も？」

「…………」

「ずっと助けてくれていたのか……？」

　彼は弥嵩に本を届けて、弥嵩のために人形の首を捜し、地下室の鉄扉を開けた。

「火野君。一緒に来て。火野君がオレと一緒にいてくれるなら、こちら側に閉じ込められても構わない」

　カグヤが手を差し伸べて懇こん願がんする。

　誠意には誠意を。

　厚意には厚意を。

　弥嵩は左足を半歩、前へ進めた。

「行かせない」

　稲葉がカグヤの前に立ちはだかり、ユキが弥嵩の腕にしがみつく。

「火野君」

　カグヤが必死に腕を伸ばす。

　今までの人生で、これほど弥嵩の存在を望んでくれる相手がいただろうか。

　弥嵩はユキの手をほどき、稲葉の二の腕をつかんで鏡の前から退しりぞかせた。

「鏡だったんだ」

　不ふ揃ぞろいな呼吸から、三人が真意をとらえかねたのが伝わる。

　弥嵩は内臓を手づかみするみたいに生々しい感情を取り出して、乏とぼしい語ご彙いで言葉を当てはめていった。

「自分以外は鏡の向こう側にいるみたいで、関係ないし興味も湧わかない。視界に入れるのは自分の前に立った時だけ。睨まれたら睨み返して、殴られたら殴り返してた」

　単純で、簡単な弥嵩の行動原理だ。

「けど最近は何か違って……多分、境界を越えた時から」

　人が人である事を肌はだで感じた。

　人が喜ぶのを嬉しいと思った。

　まるで栞しおりを挟はさむように、弥嵩が自身の中に変化を感じる時はいつも彼がいた。

「オレに鏡の外側を見せてくれたのは、カグヤだ」

　弥嵩は顔を上げていられなくなり、頰を硬くして顎あごを引いた。

　カグヤが差し伸べて、取ってくれた手を、振り払ってしまったのは弥嵩だ。

　彼の手の体温が、骨の硬かたさが、汗ばんだ手の平にまだ残っている。

　肝かん心じんな時に何も返せない。

　彼の願いを叶えられない事が悔くやしい。

　礼を言うのは身勝手で、謝るのは薄はく情じようで。弥嵩は不ぶ格かつ好こうに黙り込むしか出来ない自分につくづく失望した。

　沈黙が肺はいに刺さって、吐息が萎い縮しゆくする。

「ミカサ君さあ」

　唐とう突とつに、呆あきれたような溜ため息いき混まじりに口を開いたのはユキだ。

　弥嵩が上を向くと、彼は弥嵩でなく鏡を見ている。

「友達いないの？　って訊いたら、一番に君の名前を出したよ」

「……っ、今言う事か？」

「今言わなくて、いつ言うのさ」

　半眼で返すユキに、弥嵩は声にならない反はん駁ばくで口を開かい閉へいさせた。

「へへ」

　微笑む声に振り向くと、カグヤが笑みをこぼす。

「嬉しい」

　まだそんな顔をしてくれるのか。

　弥嵩は怯きよう懦だを詰め込んだみたいに縮こまる自身の胸を、拳で思い切り殴りつけた。

　罪悪感は自分のための感情だ。自じ己こ満足は要らない。

　栄えい辱じよくを排はい除じよして考えろ、立ち止まるな、思考を巡めぐらせて見つけ出せ。

　彼がしてくれたように。

　彼のために。

　願いを叶える答えはひとつではない。

「！」

　弥嵩は稲葉のブレザーの襟をひねり上げ、鈍く光る委員会バッヂを鏡に映した。

「正式に委員の試験を受ける」

　一人が寂しいのなら、一人にしない。

「今度はオレがそっちに行く。何度でも行くから」

　弥嵩が告げると、カグヤの残ざん滓しが揺らいで笑う。

「待ってる」
















　月光が彼の影を淡くする。薄い色素が白く霞かすんで景色に溶ける。

　鏡の中にしか存在しない音が、弥嵩の鼓こ膜まくに触れて消えた。
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　弥嵩の違反行為については、顧こ問もんと委員、引退した三年生まで議論に加わり、結論が出るまで、実に十七日間を要した。

　つながりが断たれ、境界に干かん渉しようしないと分かったため、弥嵩は家には帰されたが、放課後に呼び出されては飽きるほど同じ話をくり返させられた。

　生命に関わる危険な状況だった事。

　ただし、当人に自覚はなかった。

　記述の歪みはいかなる理由であれ看かん過かされない事。

　ただし、そうしなければ生せい還かん出来ない可能性が高かった。

　委員会の保護下から脱だつ走そうした事。

　ただし、外部からの手引きによる。

　様々な角度から詮せん議ぎが行われ、結果、各異例イレギユラーは生存に不可欠な対応と認められた。と同時に、決して次を許す前例にしてはならないと、当人及び全関係者に厳重注意が下される事で一連の騒そう動どうは幕を閉じた。

「何となく会話が嚙み合わないなって思ってたんだよね」

　ハヤテが襟に委員バッヂを付ける。彼が言うのは保健室での話だろう。

　彼の姿は弥嵩以外には見えなかった。当然、声も聞こえていない。ハヤテ達の大らかさが彼らを真しん相そうから遠ざけた事になるが、今更考えても詮せん無ない話である。

「人間が栞アンカーにされるなど、聞いたためしがない」

「拘束に関して、ミカちゃんは何て？」

「……状況を鑑かんがみて適切であったと。お人ひと好よしめ」

「頭が痛いね、委員長」

　ハヤテの暢のん気きな物言いに、サクヤは溜ため息いきをひとつ吐いて彼らの方へ向き直った。

「稲葉健たける」

「はい！」

　稲葉が背筋を伸ばして腹の底から返事をする。

「倉岡美み行ゆき」

「はーい」

　ユキが手を挙あげると、髪に結ゆった青いリボンが踊る。

「火野弥嵩」

「……ッス」

　両手をポケットに入れて、ふて腐くされたような態度とは裏腹に、弥嵩の襟に付けられた委員バッヂは誰よりも丁てい寧ねいに磨みがかれている。

「幻想風紀委員会、再試験を開始する」

　見えない新月が空に上った。





〈了〉
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　はじめまして。『幻げん想そう風紀委員会』をお手に取って下さってありがとうございます。




　主人公補正、という言葉を聞いた事はありますか？

　端たん的てきに説明すると、物語の主人公は贔屓ひいきされていると感じる状態を指します。

　主人公だから特別な才能があって、主人公だから素す敵てきな出会いに恵まれて、主人公だから大逆転優勝が出来る。予定調和と言い換かえてもいいかもしれません。

　個人的には、この感覚には錯さつ覚かくも含まれているのではないかと考えています。

　物語の中の地球にも七十億人が暮らしているとします。残念ながら全員が平等ではありません。また、全く同じ人生を歩む人もいません。

　何かの個人トーナメント戦を行えば、一人だけが優勝します。

　では、主人公だから優勝したのでしょうか。理由と結果を反転させてみましょう。優勝した人を中心に世界から切り取った物語だとしたら、それは言わば作者のカメラワークです。物語とは、広大な世界と膨ぼう大だいな情報の断だん片ぺんなのです。




　本書では、初めに七人の委員をリストにしました。次に、切り取る時期を決めると現役の五人が残り、そこから最も主人公らしくない人を中心に置く事にしました。

　それが、火ひ野の弥み嵩かさです。

　三月生まれの一年生。三人兄きよう弟だいの真ん中で、モチーフは鳥と羊、舌、心しん臓ぞう、腸ちよう、中指。好きな食べ物はあんずと学校の自動販売機のお弁当です。

　委員会にいる事を望んではいません。人助けをする気など更さら々さらありません。

　我がが強くて、同時に自分がなく、けれど自分しか持っていない。誰だれより主人公らしくない弥嵩の視点から一連の事件を見るのが、他の誰から見るより楽しかったです。

　彼が何を見て、何を感じて、何を選ぶのか。

　物語の観測者たる皆みな様さまに、学校に現れる謎なぞと共に見届けて頂いただけたら嬉うれしいです。




　最後に。世界観ごと冴さえてかっこいい絵にして下さったヤスダスズヒト様、あらゆる工程と場所で本書に関わって下さった全ての皆様に心より感謝致します。

　それから、今、ここを読んで下さっている方へ。あなたがページを開いた瞬しゆん間かん、この物語はこの世界に存在する事が出来ました。ありがとうございます。

　またどこかでお目にかかれる機会を願っております。
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